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「だからさ、瑠る衣いは俺と結婚すればいいんだって。それで丸く収まるだろ？　俺みたいないい男が、お前みたいなチンチクリンをもらってやると言ってるんだから喜べよ」

　私の目の前にいる男は、私の話を散々聞いたあと、そう言って缶ビールをググッと飲んだ。

　なにも、彼に話を聞いてもらいたかったわけではない。泣きながら自分の部屋に帰ってきた私は、すでにここにいた彼に、どうして泣いているのかを話さないとひどい目に遭わせると脅されたのだ。

　彼はこの部屋の主である私よりもくつろいだ様子でお気に入りのクッションに寄りかかっている。

　ラスト一本しかなかったビールを勝手に冷蔵庫から取り出し、なんの躊躇ためらいもなく飲み干す。いつもそうだ。私に対する気遣いなど皆無なのだ。

「嬉しいはずなんかないでしょ。海かい斗とと結婚なんて絶対に嫌だもの。あなたが私を本気で好きならば考えるけど」

　タオルで涙を拭い、彼を睨みながら言う。

「笑えない冗談を言うなよ。お前に対して恋愛感情は初めからない。お前に断る権利なんてないぞ。俺は昭あき恵えさんに、結婚してほしいと頼まれてるんだからな」

「お母さんったら！　海斗と結婚なんて嫌だってずっと言ってきたのに！」

「どうせお前みたいなやつ、相手なんて選べないんだ。かわいそうだから俺が犠牲になってやるよ。誰か、お前と結婚するという被害者がいない限り、お前は一生ひとりなんだから」

　彼の言葉に、さらに泣けてくる。〝昭恵さん〟とは私の母のことだ。どうしてこんな話になってしまったんだろうと思いながら、再びタオルに顔を埋めた。

　いろんな感情が交錯して、私は狼狽していた。いっそこのまま海斗の言う通りに、彼の申し出を受けたらいいのではないかとまで考える。そしたら今日振られた悲しみをリセットできるのかも。

「しかし本当にお前はバカだよな。変な男に勝手に惚れて、挙げ句に振られて、帰ってくるなりビィビィ泣き出すなんて。俺さまというものがありながら、どうしてそんなことになってるんだ」

　あなたはその『変な男』の部類には入らないのか。彼の話にはツッコミどころが満載だ。

　母から勝手にもらった鍵で堂々と私の部屋に入ってくる、その神経のほうがよほど変だ。付き合っているわけでもないのに。

　しかも今日の出来事を話した私を、慰めるどころかバカにしたような目で見てくる。軽蔑するくらいならば、あれこれと詮索しないでほしいと切に願う。

　確かに、海斗に話したお陰で気が晴れたのは事実だけれど。

「海斗はもう自分の部屋に帰ってよ。今日くらいはひとりにさせて。今夜は思いきり泣きたい気分なの！　察しなさいよ、傷ついているんだから」

「お前はなんて冷たいんだ。雨が降ってきてるのに俺をここから追い出すつもりか。信じられない！　愛する男になんて仕打ちだ。俺はお前の救世主さまだぞ！　俺がいないと、お前は一生独身なんだからな」

　わざとらしく大げさに驚いた顔をする彼を、再び睨んだ。

「アホなことを言わないでよ。なにが『愛する男』よ！　愛してなんかいないから！　傘なら持っていってもいいから。今すぐに出ていってよ。救ってほしいだなんて頼んでないし」

　先ほどから、とんちんかんなことばかり言っている彼は長なが澤さわ海斗。私、有あり森もり瑠衣とは同郷の幼なじみで、共に二十八歳だ。

　整った甘いマスクで、昔から異様に女性にモテてきた。

　だがその中身は計算高くて自信家だ。

　彼を怒らせると面倒だし、言い合っても勝てないから私はいつも彼の意見に従ってきた。だけどもう大人だし、海斗の言うことばかり聞いてなんかいられない。

「開き直ってなんて態度だ。お前には感謝といたわりの心がない。俺に対する敬意が足りないんじゃないのか」

　彼の言葉を無視する。もうなにを言っても無駄だ。

　海斗とは小さな頃から、いつも一緒に過ごしてきた。

　田んぼと畑しかない田舎で、子供の数も極端に少なかったため、遊ぶ相手はいつも海斗しかいなかった。

　親同士は、同級生で仲のよい私と海斗を結婚させようと私たちが生まれたときに勝手に決めたそうだ。

　私は昔から女の子との噂が絶えない彼を、好きだと感じたことなどない。友達としてはもちろん、大切だと思っているけれど。

　私の中ではいわば、兄のような位置づけだ。

　今もおそらく、私と結婚するとか言いながらも私の知る限りでは、海斗には付き合っている人が三人はいるはずだ。もちろん、本気ではないと思う。

　それを私に隠す素振りすら見せないのだから、彼が言う通り海斗も私を好きなわけではない。

　彼女たちからの電話には私の目の前でも平気で出るし、ホテルから女性と出てくるところを偶然見かけたこともある。

　そのときは隠れるどころか、逆に明るく声をかけてきたのだ。自分のしていることがおかしいだなんて、彼はまったく思ってはいない。だから恋人として見ることも、ましてや男として見ることもできない。

　私の理想はそんな海斗とは正反対の誠実で落ち着いた人で、彼のようなタイプは絶対に好きにはなれない。

　私たちは共に、大学に入ったときから東京に出てきた。その当時から、ここから二駅離れたところに住む彼とは、週に一度ほどはご飯を食べるような間柄だ。たまに私の部屋で飲むこともある。

　両親たちは、そんな私たちがすでに付き合っていると勝手に思っている。いくら否定しても『今さら照れなくてもいいから。ムフフ』などと言って勘違いしている。

「いつも言ってるけど、しょっちゅうここに来るのはやめてよ。ご飯なら外で食べればいいじゃない」

　出ていく気配を見せずに、再びくつろぎだした彼に言う。

「海斗がいつも近くにいるから、いまだに私には彼氏ができないんじゃないかと思う。お母さんたちにも誤解されてるし、付き合ってないって言っても誰も信じないんだもの」

　国内大手の建築住建メーカーに勤める海斗は、昔から頭がよかった。私が入った三流大学とはケタ違いの一流大学に入り、そのままエリート街道まっしぐら。そんな彼の華やかな経歴を誰よりも喜んだのは、海斗が私と結婚すると信じて疑わなかった両親だった。

　私たちが高校生だった頃、両親に『瑠衣のことは俺に任せてください』だなんて調子のいいことまで言った彼に理由を尋ねると『嫁にするならお前でいいよ。気兼ねもないし、楽だしな』と答えた。おまけに『美人じゃないほうが、気を遣わなくて済むだろ』と失礼なことまで言いだしたのだ。

「お前に彼氏ができないのは、俺のせいじゃない。お前に惚れるアホな男がいないせいだ。自分がモテないのを俺のせいにするな。とりあえず今日は泊まらせろよ。終電もないし。婚約者なんだからいいだろ」

　そう言いながら、彼は私のベッドにゴソゴソともぐり込んできた。

「もう。なによそれ！　勝手なんだから。婚約なんかしてないし。海斗と結婚なんか絶対にしないからね！」

　確かに私も、彼に気を遣うことなどない。おそらく一緒に過ごしていても一番楽な相手だ。

　だけど私たちの間には、ときめきもロマンスもない。

　もちろん恋愛感情も。

　今日私を振った中なか野のさんは、会社に出入りしているレンタル機器の業者さんだ。

　コピー機の調整に度々現れる彼は海斗とは正反対で、私の理想そのものだった。やわらかな物腰と優しそうな笑顔に、出会った瞬間から惹かれた。

　三カ月近く彼のことを想っていた。だが意を決して『好きです』と言った私を見て、彼は途端に顔を歪めた。いつもにこやかな彼が、初めて見せた表情だった。

『悪いけど、担当を変えてもらうよ。もう僕はここには来ないほうがいいね。今の話は聞かなかったことにするよ。そういうの、本当に迷惑なんだよね』

　海斗が言うように、この先も私を好きになる人なんて出てこないのだろうか。

　中野さんに対しては、海斗には感じないような胸の高鳴りを感じていたのに。

「どうして迷惑なんて言うのー。ひどいよ……」

　思わず呟いた私を、海斗がベッドからチラッと見た。

「うるさいな。だから、瑠衣には俺がいるって言ってるだろ。そんな男は忘れろ。泣くなよ、寝れない」

　面倒くさそうに言う海斗を見て、やっぱり違うと思う。

「嫌だ。海斗なんて好きじゃないもの。海斗も私を好きじゃないくせに」

「勝手にしろ。いつまでもそうやって泣いてろよ。バカ瑠衣」

　海斗はプイっと顔を背ける。

　彼を部屋から追い出すのを諦めて、私はヨロヨロとした足取りでバスルームに向かった。

　ふと思う。このまま本当に海斗と結婚なんてことになったら、長年憧れてきた私の恋のロマンスはどうなるの？　こうしてドキドキすることもないまま、海斗と一緒に年を取ってしまうの？

『私、有森瑠衣はアラサーですが恋愛経験はありません！　ですが婚約者もどきの長澤海斗に流されて、成り行きで結婚しちゃいます！　えへっ』

　そんなふうに自虐的なことを話す自分の姿を考えて、背筋が寒くなる。

　本当に……笑えない。

　冗談じゃなく本当に外堀を埋められてしまう。そう考えて心から恐れる。

　本当に無理。海斗とあんなことや、こんなことを……できるわけがない。

　しかし海斗は、本当に私がいいのだろうか。今さら私を女性として扱えるとでも？

　尋ねれば、彼はきっと笑いながらこう言うはずだ。

『瑠衣のことは、目をつむってなら抱けるだろうな。一応、生物学上は女だしな。くだらないことを聞くなよ。あはははっ』

　頭をブンブンと大きく振った。

　やめてー。考えていると、本当に近い将来にそうなってしまいそうだ。

「本当に嫌だ。すぐになんとかしないと」

　ベッドで寝ている彼に聞こえないように再び呟いた。




　シャワーを浴びてから部屋に戻ると、海斗は微かに寝息を立てて眠っていた。

　今は初夏。次の正月に帰省したなら、両家総出で結婚に向けて具体的な計画に入りかねない。

　どうして嫌だと言わないのよ。いつも私をバカにして、仕方がないからだと言っているくせに、海斗は一度も両親に嫌だとは言わない。

　海斗の考えていることが、さっぱり読めない。もしかしたら彼自身も、どうしたらいいのかわからないのかもしれない。海斗が決断できないのなら、やはり私がなんとかしなければ。

　そこまで考えて、布団を出そうと海斗から目を逸らした。

　ガバッ。

「きゃっ！」

　そのとき突然背後から抱きつかれ、息が止まりそうなほどに驚いた。

「なあ……俺との結婚がそんなに嫌……？　なにが不満なんだよ」

　その直後に、耳元に囁ささやかれる声。

　掠れた低い声は、長年聞いてきた彼のものではないかのように甘く響いた。

「か……海斗。お、起きてたの？」

　動揺を悟られないように、わざと平気な声で言う。心臓が破裂しそうなほどに鳴り響く。

　私たちには甘い囁きなど似合わない。

「瑠衣は本当に俺が嫌いなのか？　俺はお前と結婚することになんの抵抗もないのに」

「か……海斗」

　彼の私を抱く腕の力が強まる。

　自分の足が震えてるのが分かる。

　……と、そのとき。

「バァーカ、ビビってんなよ。マジでウケる」

　パッと身体が解放される。

「えっ？」

「そんなふうに単純だから、変な男に惑わされるんだ。騙されやすいんだよ」

　彼を振り返った。

「今さらお前を本気で口説くわけないだろ」

　クスクス笑いながら言う彼を、今度は本気で睨んだ。

　今日ほど、彼との結婚を嫌だと思ったことはない。

「あなたと結婚だなんて、本当にあり得ないと思ってるから」

　私が怒って言っているのに、海斗はニヤニヤと笑っている。

「じゃあ、俺以上のスペックの彼氏を連れて来いよ。俺が納得するほどの男ならおとなしくお前に振られてやるよ」

「どうして私と結婚したいの？　お父さんたちを喜ばせたいだけ？　だったら私の気持ちはどうなるの」

　ずっと疑問だった。

　何度聞いても答えをはぐらかす。海斗の真意は何年もわからないままだ。

「理由なんていつも言ってるだろ。お前なら一緒にいても楽だし、俺の言うことを聞く。結婚してまで嫁の機嫌とか取りたくないからな」

　堂々と言いきる海斗は、自分が間違っているとは少しも思っていないようだ。

「わかった。最高の彼氏を連れて来ればいいのね。そしたら私に今までの態度を謝ってよ」

「お前に謝るようなことはしてないけど、謝れと言うならいっそ土下座してやるよ」

「その言葉、忘れないでよ」

　私にだってきっと、誰もが羨むような恋ができると信じたい。

　必ず理想の相手と幸せな結婚ができる。自分を信じて頑張りたい。

　素敵な人に想われて海斗をびっくりさせたい。

「お前が俺と結婚しなきゃならないことはもう決まってる。俺より優秀で、お前を好きだと言うような男はいないから、抵抗するだけ無駄だ」

「納得できない。海斗が私との結婚にこだわる意味もわからない。私にだって恋ができるわ」

　私の言葉に、海斗はなにも言わずに鼻でフッと笑った。

　しばらくしてから「じゃ。俺は寝るから、もう騒ぐなよ」と言ってベッドに入り直す。

　そんな彼を横目で見ながら素早く布団を敷くと、その上に身体をドサッと横たえた。

　やっぱり海斗は楽だ。ケンカしてもフォローなんて必要ない。言いたいことを言って、怒りに任せて眠れば明日にはおそらく元通り。

　だけどやっぱり、なにかが圧倒的に足りない。

　そう感じるのは当たり前だ。私は彼を男として見てはいないのだから。




　翌日。

　やっぱり昨夜のことなんてなにもなかったかのように、ふたりは普通だった。

「おはよう。朝飯作ったからちゃんと食べろよ。俺はもう行くから」

　海斗に起こされて目覚める。

「うん。……ありがと」

　海斗を見ながら思う。きっとこの顔に騙されて女の子は彼に恋をするのだと。

　だけど私は違う。今さら海斗にときめいたりはしない。

　彼が玄関のドアを閉めて出ていくと、静寂が訪れた。

　部屋には香ばしいスープの香りが立ち込めていて、それにつられるように起き上がる。

　チャーハンにサラダ、コンソメスープ。

　テーブルではおいしそうな朝ご飯から湯気が上がっていた。

「海斗以上の男かぁ。出会えるかな……」

　急に自信がなくなっていく。

　海斗が作るご飯はおいしいんだけど、傲慢だし彼と一生暮らすだなんて想像できない。スペックはいいんだけど、絶対に嫌だ。早く海斗以上の男を見つけなくちゃ。

　テーブルについてご飯を口に運んだ。

「相変わらずおいしいわね……」

　呟くと、海斗の返事が頭に浮かぶ。

『俺と結婚したら、うまい飯がずっと食えるぞ。俺から離れたいならお前はまず、料理教室に通うことから始めなきゃいけないんじゃないか』

　頭をブンブンと振って、いつものように海斗の声を消そうとする。

　このままじゃダメだ。なんとかしないと。

　そう思いながら、再びご飯を頬張った。




　出社して席に着くと、思わず大きなあくびがでる。

　昨夜は遅くまで海斗と言い合っていたから、今になって眠気が襲ってきた。

「有森。なんだ、夜遊びか？」

　私の向かいに座る、先輩である山やま内うちさんがからかうように言う。

「違いますよ。知人を泊めたので、寝るのが遅くなったんです」

　私が答えると、彼は顔を上げて私を見た。

「夜遊びもいいけど、仕事はしっかりしてくれよ」

「わかってますよ」

　答えながら業務に取りかかる。

「海斗さえいなければなぁ。本当に……邪魔だわ」

　私の呟きに、再び仕事を始めた山内さんは気づいてはいない。

　昨日振られたのは海斗のせいではないし、私に彼ができないことも、もちろん海斗が悪いわけではない。

　すべてを彼のせいにして自分に言い訳していることにだって気づいていた。

　昨夜、海斗に散々話を聞いてもらったせいか、中野さんのことは嘘のように吹っ切れていた。

　勇気を振り絞って告白したのに、彼の思いがけない反応に興ざめしたからかもしれない。

　今になって思えば、海斗から逃げ出すために恋をしてみたかっただけかも。本気で好きだと錯覚していたのかもしれない。

　こんなふうに思いたくはないが、私なんて所詮その程度かと考えてしまう。

「あ、そうだ。有森、今日は月島ＣＥＯがここに来るらしいぞ。決算会議だってさ」

「へぇ。そうですか」

　思い出したように言う山内さんに生返事をする。

　ＣＥＯだなんて、そんな雲の上にいるようなお偉いさんになんて興味はない。

　ここに来ると聞いたところで、見かけたことも顔を合わせたことも未だかつてないのだから。

　一年ほど前に、現ＣＥＯの父であった前ＣＥＯが急逝した。

　息子であった月島奏かな多たが父の後を引き継ぎＣＥＯに就任したが、彼はまだ三十歳だ。

　若きＣＥＯとなった彼は、グループの総取締役として君臨し、マスコミや世の中を賑わせている、時の人だ。

　最高経営責任者の交代という事態で我々従業員もどうなることかと思っていたが、彼は天性の才能を持ち合わせていたのだろう。グループの総売り上げは、これまでにないほどにうなぎ上りとなっていた。リストラの心配どころか、事業拡大のために人員を増員しているほどだ。グループの総従業員数は、五万人にものぼる。

　私の勤める『月島建材』は、かつての財閥であった『月島グループ』が経営する、『月島ホールディングス』の数ある子会社の中のひとつだ。従業員数はおよそ六十人。

　海斗が勤める『月島住建』も月島ホールディングスの傘下だが、規模としてはこことは桁違いの大手である。全国に支店は四十カ所ほどで、従業員数は三千人を超える。

　向こうは巨大なビルや無数の建築物を世界中に建てているが、こちらは主に国内における建築部品や材料を扱っている。支店の数も国内に七カ所しかない。

　だが月島グループの中では小規模とはいえ、私にとっては世界に名を轟とどろかす月島グループの子会社に、思いがけずに入社できたことは奇跡に近い。

　月島グループに入社するという私が成し遂げた快挙に、当時は親戚中が驚いたのだから。

　軽くため息をついて私は席を立った。

　海斗との結婚を中止すると意気込んではみたが、もちろん策があるわけではなかった。

　もしかすると、本当にこのまま彼と結婚することになるのかもしれない。

　そうなれば、いつか本当に海斗のことを好きになれる日が来るのだろうか。現段階では想像もつかないけれど、結局そうなるのならばそれでもいいような気さえしてくる。

　化粧室で鏡の中の自分を見つめる。

　特別美人でもないけれど、そんなにひどい容姿でもない。普通の女性だと思う。身なりにだって、私なりに気を遣っている。

　肩まである緩く巻いた髪を毎日丹念に手入れし、女性らしさが強調されるようなフェミニンな服装を好んで着ている。

　過去に男性とお付き合いした経験はないが、少なくとも告白した瞬間に顔を歪めて断られるほどではない。告白だってされたことはある。特別理想が高いわけでもないのだが、なぜだか交際するまでには発展しなかった。

　だけど海斗が言うように、こんな私を好きになる人は一生現れないかもしれない。

　化粧室から出て今日の業務に取りかかろうと先を急ぐ。とりあえず今は仕事に没頭するしかない。後ろ向きな考えを、今すぐに払拭したい。集中しているうちにきっと悩みなんて忘れるはずだ。

　営業アシスタントの仕事は、思いのほか自分に向いている。ペアである山内さんの仕事の受注や業務をアシストするのが主な仕事だ。

　これを退屈だと思う人もいるかもしれないが、私はこの仕事が好きだ。淡々とした内容の業務は表に出ることが苦手な私にとってありがたかった。

　とにかく今は海斗のことなんか忘れて、仕事を頑張ろう！

　廊下の角を曲がった先にある、営業課のオフィスめがけて急ぎ足になる。




「うわっ！」

「きゃっ！」

　突然で一瞬の出来事だった。

　廊下を曲がった瞬間に、反対側から歩いてきた男性と派手にぶつかってしまった。

「いったぁ……」

　ふたり同時に倒れこみ、頭を押さえながらそっと顔を上げた。

　相手の男性も床に座り込んだ姿勢で俯いている。

「あ、あの。すみません、大丈夫ですか」

　驚きと動揺で混乱しながら尋ねる。

「あ……ああ。君は……？」

　彼は顔を上げないままで聞き返してきた。

「はい。……なんとか」

　そんな彼をじっと見つめる。

　誰だろう？

　嫌味が得意な山やま根ね部長ではなかったことに、そっと安堵する。

「すみません。急いでいて前を見ていなくて」

　慌てて言い訳を始める。

「いや。……俺も同じだから。ちょっと追われてて」

「追われる？　なんでですか」

　思わず声に出してしまう。社内で追われるとはどういうことだろう。よほどのミスでもして怒られる寸前なのだろうか。

　そんなことを考えながら私はゆっくりと立ち上がった。

　だが彼は顔を伏せたままで動かない。どうやら彼のほうが、衝撃が大きかったようだ。

　まさか、ケガとかしていないでしょうね？　そう考えて青ざめる。

「ここで急に会わせるだなんて、普通は思わないよな？」

「は？」

　急に話し始めた彼の話が、なんのことだかさっぱりわからず私は首をかしげた。

　その瞬間に彼がようやく顔を上げた。

「……え。あなた……」

　この顔は。どこかで見たことがある。

　涼しげな目元を縁取る長い睫まつ毛げ。きりりとまっすぐな眉。細く伸びた鼻筋に、笑みを湛えたような唇。サラッと流した髪をかき上げる長い指。

　美麗な絵画からそのまま出てきたような、美しい男性。

「……月島……ＣＥＯ……」

　思わず口にすると、彼はにっこりと魅惑的な笑みを浮かべた。

「俺の顔を覚えてくれてるんだ。君は優秀な社員だね」

「嘘……」

　驚きで両手を口に当てる。

　目を見開く私の目の前で、彼はゆっくりと立ち上がった。

「よっと……。君は？　本当に大丈夫だった？」

「は……はい」

　私を見下ろすその顔が、私のはるか上にある。近くで見ると、ずいぶん長身なのだと初めて知る。百五十二センチの私より、三十センチは上だろう。

　そんな彼を見上げ呆然とする。

「奏多さま。どちらですか」

　そのとき微かに聞こえた声に、にこやかだった彼の肩がビクッとなった。

「まずい、見つかる。こっちに来て」

　急に私の手首を掴むと彼は走り出した。

「あの！　どちらへ……！」

　彼に引っ張られる体勢で尋ねる。

　なにがなんだかわからない状態だ。

「悪い。少しだけ付き合ってほしい」

　簡潔にそう言うと、彼はすぐそばにあった会議室のドアを開けた。

　私も中に入ったのを見た瞬間に、素早くドアを閉める。

「ＣＥＯ！　私は戻らないと……！」

「シッ……！　黙って」

　小声で言われ素直に黙る。

　彼が私の身体を抱きしめるような体勢になりながら、ふたりで息をひそめた。

　そのとき、廊下をパタパタと走る数名の足音が聞こえた。

「行ったな……。あ、悪い」

　私が自分の胸の中で固まっているのに気づき、彼は私の身体をパッと離し両手を宙に浮かせるような仕草をした。

「驚かせたね。咄嗟に一緒に連れてきて悪かった。なぜか、あのまま君を残していけなくて、思わず手を掴んだんだ」

　言い訳をする彼の目を見ることができない。

　私の心臓は痛いほどに鼓動を速めていた。ドキドキしてどうにかなってしまいそうだ。

　この一瞬の間になにが起こったのか、どうして私は彼とふたりきりでここにいるのか、一瞬の間に起こったすべてのことが信じられないでいた。

「ところで君は？　ごめん、今さらだけど名前を聞いてもいいかな」

　不意に尋ねられ、申し訳なさそうな顔をしている彼を見上げた。

「わ、私は……営業課の有森瑠衣です」

　名乗るのが精いっぱいだ。

　彼の地位はさておき、その綺麗な顔に見とれる。

　彼が彗星のごとく現れてから、これまでに数多くの経済誌の表紙を飾ることとなったのも納得できる。

「有森さんか。いきなり付き合わせて、本当にごめんね？」

　ふわりと現れたその笑顔が、私の動悸をさらに激しくする。

「いっ！　いえ！　では、私はこれで失礼します！」

　ガバッと頭を下げると、彼を見ないように顔を伏せて身体をドアに向けた。

「待って！　ちょっと俺の話を聞いてくれないか。君に……頼みたいことがある」

　彼の言葉に足を止める。

「な……なんでしょうか」

　お茶？　それとも社屋の案内とかかしら。

　だけど彼はなぜか追われていたし……。そんなことじゃないか。

　あ、抜け道を知りたいのかも。

　いろいろと考えているうちに、とっさにそうひらめいて振り返った。

「裏口までのご案内なら私にもできます。誰にも会わずに社外へ抜けることができますよ。あ、今のうちに、タクシーを呼んでおいたほうが確実に見つかりません」

　自信満々で言う。

　ＣＥＯにぶつかって転ばせた罪滅ぼしが、その程度で済むならばラッキーだ。彼が助けを必要としてくれてよかった。心からそう思った。

　今会社をクビにでもなったら、親戚中から非難された上に海斗と結婚するしか道はなくなってしまう。

「ふっ。ふはは」

　だが彼は、一瞬きょとんとしたあとで笑いだした。

　なにか変なことを言ったかな。わからない。首をかしげる私に、彼は首を軽く横に振った。

「そんなことを頼みたいわけじゃないよ。君は面白いね」

　話しながら目の前の椅子に座り、長い足を優雅に組む。

「君も座って。まず、俺が今置かれている状況から話すよ。どうして秘書から逃げているかからね」

　言われるがままに、目の前にあった椅子に彼と並んで座る。

　一社員でしかない私に、なにを頼みたいのだろう。私が役に立てることなど到底思いつかない。

　穏やかな話し方から察するに、私を解雇したいとかではなさそうだ。

「今日は決算会議のためにここを訪れた。すると、エレベーターの中で秘書のスマホが鳴ったんだ。相手は月島建材の社長。彼の娘さんが俺の到着を待っていると、社長の声が漏れ聞こえた」

「あの……？」

「このパターンはこれまでに何度かあったから、すぐに察しがついたよ。ここ最近、やたらと娘さんだとか親戚だとか言って女性を紹介されるんだ。俺には結婚願望がないからさ、会ってしまうと困るんだ。結構皆、必死でね。凄みのある顔で追われたりしているうちに、女性恐怖症になりそうだよ」

「はぁ……そうなんですか……」

　どう答えたらいいのかわからず、相槌を打ちながら聞く私に彼は饒舌に話す。

　誰かに聞いてもらいたかったのかもしれない。

　私が悩んでいる、海斗との関係とは程遠いがなんとなく彼の気持ちがわかる。

　周囲からの異様な圧力や、意見が通らないもどかしさ。先への不安。

　どうしても抗えない大きな力に、心が押しつぶされそうになる。

　結婚という人生を決める一大イベントを、周りに言われるがままに決めることなどできない。

　きっと彼も同じなのだろう。

「一度……お会いしてから、丁重にお断りするのは……」

　私が言いかけると、彼が話を遮る。

「ダメだよ。彼女たちは簡単には引き下がらない。会ってしまうと、怖いほどに追ってくる。月島の名が欲しいだけだろうけど」

　そりゃそうですよね。

　月島グループのＣＥＯで、これだけの容姿ですから。

　出会った瞬間に恋に落ちますよ、そりゃ。私だって気を抜くと、雲の上の人だということも忘れて惚れてしまいそうですし。

　そう言いかけてやめる。

　私はそんなに恐れ多い気持ちにはならないが、彼と一緒にいると顔はずっと火照ったままだ。心臓も落ち着く気配すらない。

「そこでね？　……君に頼みたいことがあるんだけど。さっきひらめいたんだ。我ながら名案だと思ったね」

　ずいっと私に顔を近づけてくる彼の動きに合わせて、私は身体を反らせた。

「は、はい」

　ビクビクしながら話の続きを待つ。

「俺が思いついたことは王道だから、わかるよね？　君がこの場合、俺にとってどう役に立つか。わかりやすく言うと、俺にすでに結婚相手がいればそんな話は一切なくなるよね。わかる？」

「はい？」

　顔が引きつってくる。

　まさかね。いやいや。

　私は庶民ですから。いろいろと相応しくはないですよ。

　いや、自惚れているわけじゃない。だけど、この話の流れは……どう考えても。

「君とぶつかってちょっと痛かったし驚いたけど、いいタイミングで出会ったよ。君は俺にとっての救世主だよ。……瑠衣」

「ええっ……」

　いきなりの名前呼びですか？

　しかもそのやたらと色っぽい笑い方、やめてほしいんですけど。

　本当に勘違いしますから。

　そう思ったが、またしても言葉を飲み込んだ。

「君はきっと俺を見捨てたりはしない、優しい女の子なんだ。これから俺が頼むことを、快く引き受けてくれる。そんな直感がしたよ。そうだよね？」

　彼の断定した言い方と目の前で揺れる瞳に、私はパニック状態に陥りそうになる。

「あの。私はただの社員で、おそらくＣＥＯのおっしゃることには力不足だと思いますよ。ほかを当たられたほうがよろしいのではないかと。……まあ、私の勘違いかもしれませんが」

　しどろもどろになりながら言う。

「そうか。……しかし、さっきは痛かったな。ああー、もしかしたら打撲しているのかもな。いてて……参ったなぁ。会議中に倒れるかもしれないな。なんだかあちこち痛い……かも？」

「ええっ！」

　急に大げさな言い方をする彼を、驚きながら見つめる。

　きっと嘘だ。絶対にそんなはずはない。そう確信しながらもなにも言えない。

「君が俺の話を聞いてくれないなら、このまま病院に行かないとなぁ。入院なんてことになったら、明日からのスケジュールをどうしようかなぁ」

「え……っ、そんなに？　どっどうしたらいいですか」

　私が慌てて言うと、彼はニヤッと笑った。

「なに？　話を聞いてくれるの」

「はい！　聞きます、もちろんです！」

　あれ。なんだかおかしな展開になっているような？

「やっぱり君は優しいな。俺の勘が当たってた」

「優しくなんか……」

　もうあとには引けない空気になっていた。

「なぁに、簡単なことさ。君と俺がこのまま親密になればいいんだよ。俺が女性たちに悩まなくてもよくなる、最良の方法だ。もちろん君に迷惑はかけないよ。俺に話を合わせて、付き合っているフリをしてくれるだけでいい」

「親密なフリ？　そんな、あり得ないですよ。恐れ多いし……無理です」

　顔の前で両手を横に振る。

　やっぱり彼が考えていたことは、予想していた通りだった。

「今日は万が一うまくいって社長の娘さんから逃れても、この先また同じことが起こります。よけいややこしくなってしまいますよ」

「えっ。今日は？　いや違う、今日だけじゃない。これからしばらくだよ。俺にお見合い話が、ぱったりとこなくなるまでね」

「しばらく？　そんな、困ります」

　私が大きな声で言うと、彼はため息をついた。

「そっか……だよな。会ったばかりなのに恋人のフリだなんて、普通はできないよな。しかもおのずと、結婚前提という設定になってしまうからね。周囲の目もあるし、君にとってはなんのメリットもない話だ」

　突然彼に先ほどまでの勢いがなくなった。自分に言い聞かせるように、彼はぼそぼそと呟いた。

「結婚前提……。そんな」

　急にスッと立ち上がると、彼が私に背を向けた。

「すまなかった。今の話は忘れてくれていいよ。本当は、身体はどこも痛くなんかないんだ。まあ、初めからバレていたとは思うけど。下手な脅しをかけただけだから」

　私は座ったまま彼の背を見上げていた。

「自分で言うのも変だが、俺がこんな提案をしたら大抵の女性は引き受けてくれる。だけど君は俺が誰なのかを知っても媚びた様子も見せないし、ほかの女性たちとは明らかに違ったよ。そんなところがいいと思ったんだ。仕方ない、今日はこのまま社長の娘さんに会ってくるよ。君が言うように、毎回きちんと断ればいいだけの話だしね」

　彼は私を振り返るとにっこりと笑った。

「最近は正直、ちょっと面倒になってきてたんだ。立場的に身を固めるべきだというのはわかってるんだけど、周囲の勢いが半端なくてさ。会った女性からしつこく追われることにも、もううんざりしていた。好きな人がいると言えば断りやすいし諦めてくれると思い、君を利用しようとした。だけどそれは、人としてダメなことだよな」

　ＣＥＯの話を聞きながら、私は別のことを考えていた。

　この話を引き受ければ……海斗と結婚しなくてもよくなるのではないだろうか、と。

　月島ＣＥＯよりもハイスペックな彼氏なんて、これからできるはずがない。こんなすごい人と、どこで知り合うというのよ。

　海斗と両家の両親、周囲の人たちすべてを納得させるには、海斗以上の恋人を連れていかないと。

　……だからといって、これほどの人じゃなくてもいいのだけど。

「そういう事情でしたら……恋人のフリをすることは、実は私にとってもメリットがあります」

　思わず口にしていた。

「え？」

「私には、いつの間にか結婚間近だと思われている幼なじみがいるんです。彼は私をぞんざいに扱う割に、なぜか結婚を受け入れています。彼のことは大切な友達だとは思っていますが、恋愛感情はお互いにありません」

　先ほどまで緊張してガチガチだったはずなのに、なぜか海斗の話はすんなりとできた。

　私もＣＥＯと同じで、自分が置かれた境遇をどうにかしたいと願っているからだろうか。

「両親も彼との結婚を喜んでいます。だけど私は……どうしても彼をそんなふうに見れなくて」

　黙って話を聞いていた彼だったが、なにかを考えるような顔をしながら顎あごに手を当てた。

「その彼は君が好きだから結婚したいんじゃないのかな」

「いいえ、そんなはずはありません。結婚したい理由を尋ねると、私が相手だと楽だというのです。確かにお互いに気は遣いませんけどね」

　彼は首をかしげる。

「君が自分の気持ちを正直に話せば、その婚約は破棄できるんじゃないかな。なにも俺の提案に乗らなくてもさ。一度俺との婚約を発表したら、しばらくは逃げられないよ？　簡単な話じゃなくなるからね」

　急に引け腰になった彼を、ギッと睨むように見上げた。

「そう。簡単な話じゃないんです。私の一生がかかってる。私の話なんて誰も聞いてはくれません。このままだと本当に結婚させられてしまう。もしも嫌なら、雲隠れするか実家と縁を切らなきゃいけないかも。だけどこのまま逃げ出して、家に帰れなくなるのも嫌だし……。そうなれば会社も辞めないといけなくなります」

「ご両親には君の気持ちを話してはいないの？　結婚するのは嫌だって」

　きっと誰にもわかってはもらえないのかもしれない。

　決められた婚姻に町中の期待がある、田舎の小さな世界なんて。そこに本人の意思は関係ない。それをおかしいだなんて思う人もいないのだ。

　逆らう者のほうが悪いのだと後ろ指をさされてしまうのだから。

「両親は私が生まれた瞬間に、海斗との結婚を決めたそうです。好きになれないからだなんて理由を納得しません。何度も伝えてきたけれど、もちろんわかってはくれません。親戚や地域の人たちに対して、明確な理由もないのに破談になったなんて言えないんだと思います」

　彼は必死で訴える私を不思議そうな顔で見下ろしていたが、ふっと笑顔になった。

「俺には結婚願望がない。俺が婚約者のフリをして、一時的には君のご両親を欺くことはできても、君を好きにはならないよ？　それで必ず終われると約束できるのなら、君の願いを叶えるよ。もちろんそれと同時に、君には俺と結婚してもらう。ちゃんと籍を入れるんだ。一年くらい経った頃に、俺は仕事の拠点を海外に移すつもりでいるからそれまでね。それでお互いが、望まない結婚から逃れられる」

「一年……ですか？」

　聞き返すと、彼は真剣な顔をした。

「そう。俺は立場上、すぐには離婚できないんだ。世間に知られてしまうし、会社の業績にも影響する。それに万が一この嘘がばれて失敗したら、俺にはお見合い地獄、君には幼なじみとの結婚が待ち構えている。やるからには真剣に、誰にも悟られないようにしなければいけない。その覚悟はある？」

　私も真剣に彼を見つめ返す。

「はい、それでもいいです。私の結婚話を消してください。ＣＥＯのお見合いもなくなるように、精いっぱい頑張ります。もちろん誰にも言いません」

　これは私に与えられた最後のチャンスだ。

　滅茶苦茶な流れだけど、偶然出会ったＣＥＯと嘘の関係で周囲を欺けるのなら。

『お前はおとなしく、俺様の嫁になっておけばいいんだよ。どうせこの先、お前に彼氏なんてできないんだからさ。俺が犠牲になるしかないだろ』

　海斗の言葉と、意地悪な笑顔を思いだす。

「私だって……恋くらいできるわ。いつかきっと」

　小さな声で呟く。

「いいだろう。君は俺の妻になるんだから、これからは恋人として扱う。じゃあ早速行こうか」

　私の手を掴み歩きだそうとする彼に、戸惑いながら言う。

「あの。私本当にそろそろ部署に戻りたいんですけど。詳しい話はまた後日にでも」

　さすがに山内さんが変に思っている頃だ。彼に心配はかけたくない。

「ああ、そうだったね。いいよ、君の部署には俺のほうから伝えよう。とりあえずは身辺整理からだな」

「え？　伝えるってなにをですか」

　話の意味がわからない。

　彼は私の問いには答えずにスーツのポケットからスマホを取り出すと、私の手を掴んだままどこかへ電話をかけた。

「あ、俺だけど。……わかってる、今戻るよ。それと営業課の有森さんだけどさ、今日から月島ホールディングスの本社勤務になるから営業課にそう言っておいてくれ。このまま異動してもらうから」

　ええっ！

　驚いて彼の顔を見る。

「本社の受付に欠員があったよね。彼女には今日からそこに行ってもらう。……ああ、わかったよ」

　スマホを切ると涼しい顔でそれをポケットにしまう彼が、私の視線に気づく。

「あれ。覚悟があるんだよね。どうしてそんなに驚いてるの。君がこれから俺のそばで、俺に監視されるのは当然だよね。社長の娘さんについては、今日のところはひとりでなんとか切り抜けるよ。君はこのまま部署に戻ってくれ。俺と一緒にここを出るから、すぐに荷物の整理を頼むよ」

「か……監視って。あまりにも急で……」

　言いたいことはたくさんあるけど言葉にならない。唇がカタカタと震える。

「今から君は俺の愛する婚約者。とりあえず今の段階でのルールは簡単。嘘だと知られてはいけないこと。しっかりと愛し合おうね？」

　驚愕する私に、彼はニヤリと魅惑的な笑みをみせた。




　それからどうやって部署まで戻ったのか思い出せない。

　とりあえず私は全身を震わせながら、言われた通りに私物を段ボールにつめ込んでいた。

「おい、有森。なにがあった？　本社勤務だなんて聞いてないんだけど。いつ決まったんだ？」

　山内さんがそんな私を、驚愕の目で見ながら言う。

「わっ私にも、なにがなんなのか……」

　気を緩めると、今にも泣いてしまいそうだ。

　時間が経つにつれて、自分が置かれた状況を冷静に理解し始めていた。

　とんでもないことをその場の勢いで、あろうことか会社のＣＥＯに頼んでしまった。

　雑誌の表紙でしか見たことのない、好きでもない人と結婚するなんて。私、大丈夫なの!?

『お前みたいなやつに、そんな大役が務まるわけないだろ？　本気でバカじゃねぇの』

　頭の中に浮かんだ海斗が高笑いをしている。

　そうよね。うまくやれるわけがない。今だけは頭の中で笑う海斗に共感する。

　そんな私をたくさんの人が、取り囲むようにして見ていた。

「本社の受付だなんてびっくりよね。まさか瑠衣ちゃんがそんな華やかなところに行くなんて驚きだわ。どうしたらそうなるのよ。私だって無理なのに」

　女性の先輩社員が言う。

　彼女の話は、裏を返せば立派な嫌味だということくらい、バカな私だって気づいている。

『綺麗な人しかいないところに、どうしてあなたみたいな人が？　身の程知らずなんじゃないの？　どんな手を使ったのよ』

　彼女の心の声が聞こえてきそうだ。

　だてに海斗の隣で、軽侮に満ちた視線に耐えてきたわけじゃない。

　だが今は言い返す余裕すらなく黙って聞き流す。

　誰よりも私自身が、この急な展開についていけずにいるのだから。

　段ボールにガムテープで封をし、私は皆のほうをチラッと見た。

　六年もの間勤めた割には、私物は驚くほどに少なかった。

　こんなに小さな段ボールに簡単に収まってしまう程度の、これまでに築き上げてきた、ここでの私の世界。

　楽しく仕事をしてきたが、人間関係は意外に薄いのだろうか。

　思えば、勝手に結婚を決められたにも関わらず、たいした抵抗もしないで私と結婚しようとする海斗。

　偶然に出会ったばかりなのに、お互いに都合がいいからといって偽装結婚をすることになった、月島ＣＥＯ。

　人と人との繋がりなんてものは、そんなに簡単に手に入るものではないのかもしれない。私が憧れている恋愛のロマンスも、本当は一生待っていても訪れないのかもしれない。

　だったらお金持ちでイケメンな男性と結婚できるだけで、私はこの上なくラッキーなのだと思おう。

　お互いの願いを叶えたなら、あっさりと終わらせればいいだけのことだ。所詮、私と月島ＣＥＯの関係が深まることなどないのだから。心残りなどもお互いにないだろう。

　無理やりそう考えをまとめると、少し気が楽になった。手の震えが次第に止まってくる。

　そうだ。こうなった以上はＣＥＯの見合いを全力で阻止し、私も海斗の呪縛から逃れよう。そのうち海斗が誰かと結婚したなら、さすがに私と彼をどうにかしたいと思う人はいなくなる。時間とともに、驚くほどに状況は変わるだろう。

　海斗が誰かと恋愛して結婚したとしても、なにもＣＥＯと本気で恋愛するわけじゃないのだから。

「今までありがとうございました。お世話になりました。突然ですが、諸事情により異動が決まりました。ここで学んだことは、一生忘れません」

　一瞬の間にいろんな覚悟を決めて、深々とお辞儀をしながら挨拶をする。

　その思いは羨望なのか好奇なのか。なんとも言い難い複雑な表情で、皆は黙ったまま私を見ている。

「瑠衣。挨拶は終わった？　もういいのかな」

　そのとき入口のドアのほうから声がして、皆は一斉にそちらを見た。

　そこには身体をドアに預けて腕を組み、にこやかな表情で立っている男性がいた。

「え……！　嘘」

「なんで？　本物？」

「どうして？」

　静まり返っていた場がざわつき始める。

「おっそい。いつまでやってるの、ずっと待ってるんだけど。予定が押すとランチの時間が取れなくなるだろ。話し合うこともたくさんあるのにさ」

　注目を集めながらも、彼はにっこりと私に向かって笑う。

　口調はきついが、どうやら怒っているわけではなさそうだ。

「ＣＥＯ？　どうしてここに。社長室は……」

　私は彼がなんの躊躇いもなく、あえてここに現れたような状況をつくったことが理解できなかった。周囲を驚かせるだけのような気がしたからだ。

　彼と別れてから十五分ほど経過しているだろうか。社長室での話はもう終わったのか。社長のお嬢さんとの話はどうなったのだろう。

「どうしてって。君も俺と一緒に行くんだよ。車を待たせてあるから。会議なら急用だと言って明日に延ばした。社長の娘さんとは、瑠衣のことを話した瞬間に話は終わったよ。泣かれて参ったけど、なんとか逃げてきた。やっぱり泣かせるのは気分がいいものではないね。俺たちのことは、早めに計画しないとな」

　彼は話しながらこちらに向かって歩いてくると、私の目の前に立った。

「荷物は？　これだけ？　じゃあ行こうか」

　彼は私の横に置いてあった箱をひょいと持ち上げ肩にのせると、もう片方の手でさっと私の手を握った。

　ぎゃー！　なんなんですか、これは！　なにがしたいんですか！

　皆が見てますよ！　離して！

　そう言いたいが言葉にならない。

　パクパクと魚のように口を動かす私を横目で見下ろし、彼はクスッと笑った。

「急に来て、驚かせてごめんね？　でもちょうどよかった。瑠衣にこんなに重たいものを持たせずに済んだからね。これは俺の役目だろ」

　彼が言うと、女性たちが「きゃー！」と騒ぐ。

「瑠衣が俺の大切な人だと皆さんに知っておいてもらいたくて。急いで迎えに来たんだ」

「どっどうして、そんな……」

「君に逃げられないようにするためじゃない。俺は本気だからさ」

　私はどう返したらいいものかわからず、ただ唖然としながら彼を見上げていた。

「じゃあ行くよ。皆さん、いつもお疲れさま。業務に戻ってください」

　涼しい顔で言うと、人垣をかき分けて彼が歩きだす。

「ちょ……っ」

　私は彼に引きずられるようになりながら、手を掴まれて歩いた。

「月島ＣＥＯ。ちょっと待ってください。少しお話ししてもいいですか」

　そのとき背後から呼ばれ、彼は足を止めて振り返った。

「急にアシスタントが異動するなんて、私は聞いていません。せめてひと月くらいの猶予が必要なんじゃないでしょうか。有森も急で戸惑っていると思います」

　立ち上がり緊張した顔で言った山内さんを、その場にいる全員が見た。

「……ふぅん。まあ……確かにそうかもね。君は？」

　ＣＥＯは山内さんを見下ろして眉をひそめた。

「営業課の山内です。彼女とは今までずっと一緒で、誰よりも親しくしてきました。仕事面において、彼女が急にいなくなると困ります。せめて代わりの人をよこしていただいてからだと有難いんですが」

「山内さん」

　自分が先ほどここでの関係など希薄なものだったと思ったことが申し訳なくなった。

　心に温かいものがこみあげる。

　私を引き止めてくれる人がいたなんて。

「引き継ぎもありますし、彼女にはきちんとけじめをつけて異動してもらいたいです。異動の理由も明確にしていただきたいですし。俺は有森の面倒を、彼女が入社してからずっとみてきたので。こんな終わり方には納得できません。彼女は私にとって、大切な部下なんです」

「そうか。……でも残念だけど、瑠衣は僕の彼女だから、いつまでも君に任せておくことはできないんだよね。もうじき俺との結婚も決まってるから、いろいろと準備なんかもあるんだよ。突然なのは申し訳ないけど」

　えっ？

　皆が私とＣＥＯを交互に見る。

　え。待って。なんて言ったの？　確かにそう約束したけど、いきなりここで言う!?

　私は頭が混乱する。

「……有森……お前……？　本当に？」

　山内さんが呟いた瞬間。

「きゃー！　マジ？　マジなの？」

「瑠衣ちゃん！　どういうこと？　結婚!?」

　静まり返っていた皆が、一斉に騒ぎだした。

「自分の婚約者をそばに置くことを、どうか理解してほしいな。瑠衣が心配だからさ。君のアシスタントには優秀な人を早急に手配するから。楽しみにしていて」

　ＣＥＯはニコニコと話しているが、私の手を握る力がギリギリと強まっていた。

　痛い、痛いですって……。そう思うが振り払えない。

「有森。事情があるのはわかったが、君からも思うところがあれば、なにか言ったほうがいい。とてもじゃないが納得いかないような顔をしてるぞ」

「あの、山内さん……」

　私が話そうとした瞬間、ＣＥＯは向きをくるっと変えて山内さんを無視して再び歩きだす。

「きゃ……」

　足がもつれそうになりながらも、ＣＥＯに手を引かれ私はそのまま部署をあとにした。

　唖然としたままの表情をしていた山内さんに、心の中で詫びた。

　こんなに呆気なくここを去る日が来るだなんて、私だって思いもしなかった。私自身が一番驚いているのだ。

「さっきの彼だけどさ、おそらく君のことが好きだね。なんだか妬けるなぁ。だからといって、大人気ない態度を見せちゃったかな。ちょっと彼にあてられたみたいだ」

　エレベーターのボタンを押しながらＣＥＯが言う。

「好きだなんて、そ、そんなわけないじゃないですか。先ほどお聞きの通りですよ。アシスタントがいないと、仕事が滞るから。それに急すぎて、驚くのも無理はないかと……」

　オロオロと否定する私に、彼が急に顔をグイッと近づける。

「うわっ。なんですか。ちっ……近いですよ」

「本当になにも気づいてないの？　彼が気の毒だな。せっかく君をかわいがってきただろうに」

　私は目を逸らして、ＣＥＯと私の顔の間で軽く手を振った。

「からかわないでください。恋愛したことがないから、こういう状況には慣れていないんです。ほんとに困っちゃうんで……」

「恋愛したことがない？　本当に？　なのに勝手に結婚を決められて、さらに俺と結婚しようとしてるの？　人を好きになったこともないのに」

　彼を見ると、目の前には不思議そうな表情をするＣＥＯの顔があった。

「ふっ……」

　その目が急に細くなる。

　そのときエレベーターの扉が開き、手を引かれて一緒に乗り込んだ。

「そっかー。瑠衣は恋をしたことがないんだ。じゃあ……こういうことも？」

　ＣＥＯは私の腰をぐっと引き寄せると、身体を密着してきた。

　先ほどよりも、彼の顔がさらに近くなる。

「ぴぇっ」

　驚きで、思わず変な声が出た。

　そんな私の耳元に口を近づけると、囁くように言う。

「せっかくだから楽しもうよ。これからはどんなシチュエーションがいいか、瑠衣が決めていいよ。俺は言う通りにするから。すべてが君にとって初めてなら、思いきりドラマチックにしたいだろ？　君のやりたいことをすべてやろう」

　吐息を耳に感じてゾクゾクする。

「む、む、無理ですっ。もう、限界ですっ」

　心臓がありえないほどにバクバクしている。

「だけどさ、ひとつだけ約束してほしい。この先……絶対に俺を好きにならないで。何度も言うけど、この結婚をいつまでも続けるつもりはないから」

　彼は顔を離すと、優しい眼差しで私を見た。

「でも一緒にいる間は君のことを思いきり大切にするよ。君の願いはなんでも聞くつもりだ。君は俺の恩人だからね。毎日のように舞い込んでくる縁談に、さすがに嫌気がしてたんだ。なにもかも捨てて逃げ出したくなるほどにね。君と同じだよ」

　優しくはしてくれるけど、本気になってはいけないという意味だろう。だけど私に、そんな器用な使い分けなどできるはずはない。

「私は海斗との結婚話が消えれば満足です。思わず勘違いしてしまうようなご褒美なんかはいりません」

「勘違い？　俺が瑠衣を好きだと思ってしまうってこと？　……いいんじゃない？　君が俺に惚れないならね。それほど真に迫るものがあるなら、絶対に周囲にバレることはないからね」

　そのまま彼が突然、私の唇を塞いだ。

　なっ……！

　私は驚いて逃れようと顔を背ける。

　だけど顎を掴まれ、再び元の位置に戻された。

　それはあまりにも突然で、激しい衝撃が全身を走り抜けるような感覚だった。

　私は抵抗することも忘れ、彼の閉じられた目を至近距離で見つめる。

　滑らかな肌と、不自然なほどに長い睫毛。これまでに彼は、何度こうして女性に触れてきたのだろう。

　私も彼の前に現れては消える、女性コレクションのひとりとなったのだろうか。

「んん……」

　いろいろ考えるが、彼の唇の動きが私の頭の中にあることを消していく。

　やわらかくて温かい。人の唇が、こんなに心地よいものだと初めて知った。

「奏多って……呼んで。瑠衣……」

　彼が話すと、吐息が混ざりあって息苦しくなる。

「ね……？　そしたらやめてあげるから……。ほらドアが開くよ……早く」

　そのときエレベーターの扉が開いたが、彼はボタンを押してそれを再び閉めた。

「瑠衣……」

　彼の舌が私の口をこじ開ける。

「かっ……奏多。やめて……奏多」

　誰かが来たらどうしようと考えると気が気じゃない。

　私は必死になってＣＥＯの名を呼んだ。

「奏多……っ」

　唇がフッと離されて、とろけるような気分で彼を見る。

「いい顔。鍛えがいがあるね。よく今まで誰ともなにもないままいられたね。これからも名前で呼んでね」

　彼は楽しそうな笑みを浮かべながら言う。

　私はその顔をうっとりと見上げた。

　そのときエレベーターの扉がスッと開き、扉の向こうに男性が数名立ってこちらを見ていた。

「ひっ」

　私はその光景に驚いて、彼からぱっと身体を離す。

「奏多さま。もうよろしいですか？　そろそろ行きませんと」

　中央に立つ小柄な男性が無表情で言う。年は私と同世代に見えた。

「あのさ、待ち構えるのとかはやめろよ。もう逃げないから」

「信用なりません」

　中央の男性が彼をキッと睨む。

　ＣＥＯに対しての態度にしては強気だ。

　だけど『奏多さま』と呼んでいるから部下なのかな。

　その彼の周りに立つ四人の男性たちは、黙って様子を見ている。

「だいたい、なんでそんなに大勢で来るんだよ。なにもないのに。いつも大げさなんだよ」

　ブツブツ言いながら、彼はエレベーターを降りた。

　とりあえず私もそのあとをついて行く。

　その私たちのあとに続き、彼らがぞろぞろと並んで歩きだした。

　チラッと振り返り、大名行列みたいだと思う。通りかかった社員が足を止めて異様な空気の中歩く私たちを見ている。

「決して大げさではありません。護衛の者を付けないならば、外出は許可できません。本社ビルの中に閉じ込められたいのですか」

　彼の言葉に私はドキッとする。

　そうだった。彼は今をときめく注目の人。月島ホールディングスの最高経営責任者だ。

　本来ならばその姿を見ることすら叶わないような人なのだ。

　ボディーガードがいても、不思議なことではない。本物を見たのは初めてだけど。

　そのとき彼が急に足を止め、あとに続いていた私たちも全員止まった。

「えっ？　なに？　……きゃっ」

　振り返って私の肩をグイッと抱くと、彼は言った。

「彼女は有森瑠衣。結婚するから、今後、見合いは全部断れよ」

「え。この方が、先ほど話していた女性ですか」

　先ほどから話している男性が、私を見て意外そうな顔をする。

「そうだよ。運命的な出会いを果たして、しばらく前から真剣に付き合ってるんだ。今日はたまたま月島建材に来たから、彼女の上司に異動の話を持ち掛けたんだ」

　すらすらと躊躇いもせずに彼は話す。

　私をジロジロと見ながら話を聞く彼らに、私はひきつりながらもにっこりと笑った。

「瑠衣。彼は月島伊い吹ぶき。俺の遠縁なんだ。身の回りのすべてを任せてる秘書だから、なにかあったら君も伊吹に言えばいい」

「よ……よろしくお願いします」

　伊吹さんはニコニコ笑いながら、私に丁寧なお辞儀をする。

「こちらこそ。私に気遣いは無用です。私の前では月島の嘘に付き合う必要もありません。すべてわかっておりますから」

　私は笑うのをやめて驚く。

「伊吹！　嘘じゃない。失礼なことを言うと、たとえ君でも許さない。それなりの対応をするからな！」

　ＣＥＯ……いいえ、奏多さんが怒った声で言う。

　今度は彼の剣幕に驚く。

「申し訳ございません。失礼をいたしました。善処いたします」

　伊吹さんはあっさりと言うと、再び深く頭を下げた。




　それから私たちは、会社の前に停まっていた黒塗りの車の前までやってきた。

　運転手がドアを開けて待っている。

「瑠衣。乗って」

　私の私物が入った段ボールを運転手に渡し、奏多さんが手招きをする。

　こんなに長いダックスフンドみたいな車は見たことすらない。

「いや……あの」

　さすがに躊躇っていると、奏多さんが一度乗った車から降りてきて私の背を押し、私を無理やり車に乗せた。

「いろいろ準備があるだろ？　新居の家具とか、ウェディングドレスとかさ。決めてしまわないと、次はいつ予定が空けられるかわからないから。あ、指輪もいるな」

「新居!?　ドレス!?　指輪!?」

「そうだよ。必要なものはすべて揃えていかないとね」

「そんないきなり！」

　私がそう言った瞬間、車のドアがバタンと閉まる。

　伊吹さんたちも、後ろの車に二手に分かれて乗り込んだようだ。

　車が順番に走りだし、重々しい行列が今度は車に乗って再び始まった。

　海斗との結婚話が進んでいたときよりも、さらに引き返せない事態になっている気がする。今さらながら大変なことになってしまったと実感した。

　だけどもう最後までやりきるしかないということはわかっている。

「なに？　今さら後悔してるの？」

　緊張でガチガチになっている私に、奏多さんが笑いながら言う。

「後悔なんてしてない。……だけど急すぎて」

　やっとの思いで言うと、彼はさらに言った。

「とりあえずは、君の幼なじみに会わないとな。君との結婚を諦めてもらおう」

「海斗に!?　いや、諦めるというか、海斗との縁談は成り行きであってですね」

　海斗になんて会わせたら、なにを言いだすかわからない。奏多さんをとてつもなく怒らせてしまうのかも。

　ＣＥＯを怒らせたら、さすがにクビになるんじゃないだろうか。そうなったら、長澤のご両親を悲しませてしまう。

「大丈夫、うまくやるよ。瑠衣を愛してるって、彼にしっかりと伝えるから」

「そっそういうことじゃなくて」

　いろんなことが一気に起こり、頭の中の処理がついていかない。

「奏多さんは海斗に会わなくてもいいです。私から伝えますから」

　しどろもどろになりながら、なんとか伝える。

「え？　まだ彼とふたりで話ができると思ってるの？　ふたりきりになんてさせるはずないだろ。ダメだ。俺も行くよ」

　そう言って彼は、私の手をそっと握る。

「瑠衣は本当にかわいいよ。君が初めて経験する恋の、これから始まるすべての相手が俺ならば大切にしたいって思う。ほかの男が君に触れたらと考えると、気が気じゃない。まあ、俺たちは本物じゃないけどね」

　奏多さんは甘い視線を私に向けて微笑む。

　ただでさえ男性に免疫のない私が、それに太刀打ちできるはずもない。

　濡れたように輝く瞳が目の前で揺らめくのをぼんやりと見つめる。

「瑠衣……わかって。君が心配なんだ。君がかわいくて仕方がない。誰にも渡したくないんだ。君を守りたい」

　それはどういう感情なの？　本気でそう思っているの？　私を好きになったの？

　出会ってから一時間ほどしか経っていないのに、そんな目で私を見るなんて。

「ふふっ」

　急に彼が笑った。

　うっとりと彼を見ていた私は我に返る。

「こんなふうにかけひきをするのはどう？　疑似恋愛とはいえスパイスは必要だよね。単調だと飽きちゃうからさ。言ってほしいセリフとか、してほしいことがあれば言って。俺がわかることなら、なんでも教えるから」

　私は顔から火が出そうなほどに恥ずかしくなった。

　彼は本気じゃない。私をからかって楽しむために、甘い恋人を演じただけだ。

　それを真に受けそうになるなんて、バカ丸出しだ。

「飽きるも飽きないも、演じるだけですから。余計なサービスはなしの方向でお願いします」

　私は少し拗ねたのだろうか。ムカムカしてくる。

　どうしてからかうようなことばかりをしてくるのだろう。

　握られていた手をサッと引き抜き、私は彼から目を逸らすと正面を向いた。

「あれ、怒ったのか？　参ったな、君に冗談は通じないわけだ」

　そのバカにしたような言い方に、さらにムカッとくる。

「ええ、そうです。私は素直で純粋ですから」

　真剣に言ったのに、彼は大笑いした。

「あははは。自分でそう言っちゃうんだ。君は本当に面白いよ」

「なにがおかしいんですか。本当のことを言っただけですけど」

　なんて失礼な人なんだろう。

　考えてみれば、初対面の相手とすぐに結婚しようとしているのだから、相手のことを思いやれないのも当然かもしれないが。

　あ……私もか。

「瑠ー衣。ごめんって。こっちを向いて」

「向きません。かけひきもスパイスも、いりませんから」

　私たちは同類だとわかっていても、ここで引き下がれない妙な意地が湧いてくる。

　確かに今まで彼氏がいたことはないし、中野さんには秒殺で振られた。海斗にはいつだって見下されている。

　私だって、自分が男性の心を掴むような女じゃないことくらいはわかっているけど、純情をもてあそばれるのは不愉快だ。

　私はわざと彼とは反対側の窓の外を見た。

　これから奏多さんにからかわれながら結婚生活を始めることと、海斗と一緒にいることにそんなに違いがないような気がしてくる。

「かけひきやスパイスが欲しいのは、俺のほうだよ」

　彼の言葉に、彼のほうを見た。

「君をかわいいと思ったのは本心だよ。誰とも付き合ったことがないと聞いて、嬉しかったのも本当。浮かれてしまってるのかもな。君を怒らせてガキみたいだ。ごめん」

　そう言って困ったような顔で笑う彼が、なんだか急にとてもかわいく思えた。

　何万人もいるグループ会社の社員たちの生活を支え、世界にその名を轟かせている月島ホールディングスの総帥でありながら、私のような末端従業員の機嫌を取ろうとする彼を。

「先ほどの話ですけど、ひとつ……付け足してもいいですか」

「え？」

「私は素直で純粋な上に、心も広いんです。幼なじみにバカにされて鍛えられてきましたから、たいていのことには耐えられると思います。奏多さんはさすがに人を見る目がありますね。偽装結婚なんて、私のような者にしかできないことです。その程度では、バカにされていると感じないですから」

　わざと自虐的に、一気に告げる。

　こうなることを決めたのは私だ。

　一瞬引け腰になった奏多さんに、海斗との関係を変えたいと強く訴えたのも私だ。

　彼は笑顔を崩さないままで、私に向かって手を伸ばし、その手のひらで私の頬をそっと包んだ。

「そんなふうに言わないで。君を選んだのは俺だ。最後まで大切にすると言ったのは嘘じゃない。こうして触れることができるのも……今は俺だけだから」

　羽根で撫でるような優しいキスが、私の唇に落ちてくる。

　私はそっと目を閉じて、奏多さんを感じた。

　好きにならないでほしいという彼との約束は、果たして最後まで守ることができるのだろうか。彼との関係が終わる瞬間に、私はなにを思うのだろう。

　ただ、今はこうしてあなたを感じていたい。

　初めて味わう男性の温もりに、私はいとも容易たやすく溺れかけていた。

「かな……た……」

　手を伸ばして彼の背中にしがみつく。

　たったの一時間で私の心を奪いかけている彼は、史上最強の恋人だ。

　彼以上の人なんてどこにもいないのだと思わせるほどに、そのすべてが甘くて優しいのだから。
















揺れる想い　＊奏多ＳＩＤＥ＊













　瑠衣の震える手が、俺の背中の服を掴んでいる。

　うっすらと目を開くと、彼女の閉じた瞼が見える。

　必死でキスを受け止めるその唇は、固く結ばれたままだ。

　彼女が感じている様々な葛藤を乗り越え現実を受け入れようとしている姿が、健気で愛おしく思う。

　出会ったばかりの彼女に、どうしてこんな気持ちを抱くのかは自分でもわからない。

　お互いに都合よく利用するだけなのだから、本当はこうしてキスを交わす必要などない。

　どうして俺たちは自然に、さも当たり前のように唇を重ねているのか。答えが見えない。

　ただ、どうしようもなく引き寄せられてしまうのだ。

　幼なじみとの縁談を打ち消したいと、彼女は強く訴えてきた。

　だが今の状況は、果たして彼女にとって正しい選択なのだろうか。深く見知った幼なじみのほうが、初対面でしかも偽装であることを条件にしている自分と結婚するよりは、はるかに幸せへとつながる気がする。

　彼女の頬に当てていた手を彼女の背中に回す。そのまま抱きしめるように彼女を包むと、そっと唇を離した。

　閉じられた目がゆっくりと開き、その奥から黒く光る大きな瞳が現れる。照れくさそうに微かな笑みを浮かべる瑠衣に、俺も軽く微笑んだ。

「キスがうまくなってきたね。今の君はとても魅力的だよ」

　頬に軽くキスをしながら言う。

「私はただ……夢中で。奏多さんがリードしてくれるから」

　瞬時に頬を染める彼女には、これまで本当に男性と接触がなかったのかと疑うほどの魅力があると素直に思う。

『奏多さま。〝プレミアムホテル月島〟に到着いたしました』

　車内スピーカーから運転手の声がした。

　車はホテルの正面まで来ると、静かに止まった。

「魅力的な君には、さらに最高の花嫁になってもらわないとね。ウェディングドレスは好きなものを自由に選んでいいから」

　俺が言うと、瑠衣の目が不安そうに揺れる。

「結婚式なんてしなくてもいいと思うんです。一年で終わるのがわかっている結婚なのに。奏多さんが海外に渡る前までの期間なんですよね。あまりお金をかけても、無駄だと思うんです」

　彼女の言葉に、なぜだか素直に頷けない。

「いずれ終わるものでも、式を挙げないわけにはいかない。周囲に偽物だと知られてしまう」

「そうか……奏多さんには立場がありますしね。そうですね……」

　現実的になるにつれて、瑠衣は不安を感じてきているようだ。それも無理はないと思う。

　勢いで決めた結婚だが時間が経つにつれて、次第に頭の中が冷静になってくるのは当たり前のことだ。

　だが俺は彼女と結婚することに対して、不思議となにひとつ不安を感じてはいなかった。

　運転手がドアを開けて待っているが、彼女は車を降りようとはしない。

「瑠衣が嫌なら、結婚自体を考え直せばいいよ。俺は君を苦しめてまで利用するつもりなんてないから。幼なじみの彼が気になるなら、今すぐにすべてをやめてもいい。彼のところに戻るといいよ。そんなに悲しそうな顔をしないで」

　憂いた表情で俯き追い込まれていく彼女が、急にかわいそうになり思わず言っていた。

「奏多さん」

　彼女は驚いた顔で俺を見る。

　これはお互いの苦境を切り抜けるための計画だ。俺にしかメリットがないのならば、瑠衣をこの状況から解放するのは当然のことだ。

「たとえ偽装でも、俺の隣に立つ花嫁には笑っていてほしいと思うんだ。君がウェディングドレスを着て笑ってくれたらとても綺麗だろうけど、それを強要することはできないからね」

　決して大げさに言ったわけではない。

　花嫁姿の瑠衣が俺に笑いかける姿を想像する。

　偽装結婚であることはもちろんわかっているが、俺はその瞬間、きっと幸せな気持ちになるのだろうという確信があった。

「ごめんなさい……違うんです。私があなたの隣に立つ花嫁として、ふさわしいとは思えなくて。海斗にいつも言われてきたの。『お前を好きになるバカな男なんていない。かわいそうで仕方がないから、嫌だけど俺が結婚するしかない』と。私なんかじゃ、あなたが恥ずかしい思いをするんじゃないかって」

　俺は絶句する。

　仮にも事情はどうあれ、結婚しようとしている女性にそんなことを言うなんて信じられない。

　瑠衣は小柄で可憐で、むしろ綺麗な女性だと思う。

「だったら……たとえ君を悲しませることになっても、君をこのまま解放なんてできないな。そんな男には渡せないからさ。俺は君をそんなふうには思わない。君から目を離した瞬間に、誰かに連れ去られてしまうんじゃないかと心配になるよ」

　彼女の目が潤みだす。

　瑠衣が俺に結婚話を消してほしいと言った気持ちが、少しだけわかった。愛されている実感もないまま、成り行きで相手の胸に飛び込むことなどできるはずはない。

　俺との関係のように、終わる保証がないのならばなおさら。

「こんなとき……どうしてほしいの？　君の婚約者としては慰めたらいいのかな」

「え？」

　俺の問いかけに彼女は首をかしげる。

「言ったよね。瑠衣がしてほしいことを言ってくれと。すべてを叶えるって」

　チラッと外を見ると、伊吹や運転手たちは気を利かせているのか、離れた場所で話していた。

「君が笑顔になるために俺はどうしたらいい？　俺にできることはある？」

　再び彼女に向き直り問うと、彼女は真っ赤な顔で呟いた。

「じゃあ……強く……抱きしめてほしいです。自分に自信が持てるように。嘘でもいいから……一度でいいから、誰かに私を好きだと言ってほしいの。真剣に結婚したいって。私じゃないとダメだと」

「いくらでも言うよ。頼まれなくてもそうするつもりだった。俺は瑠衣が……好きだ。君と結婚したいと思ってる」

　その細い身体を引き寄せ抱きしめる。

　君の心に渦巻く不安を俺が消してあげたい。男に免疫がない君が、俺に心を開いていくことを嬉しく思う。

　好きだと言ったことは嘘だけど、嘘じゃない。君の幸せを心から願っている。

　こんなに魅力的な女性ならば、これまでに彼女を好きになった男がいないはずはないと思う。

　そのときふと考えが過った。

　幼なじみの彼は、本当は瑠衣を本気で好きなのではないかと。彼女に近づく男を、人知れず排除してきたのではないだろうか。そんな気がしてならない。

　そこまで考え、腕の力を強める。彼には渡さない。どんな手を使ってでも。

　急激に湧いてきた独占欲と、そんなことを考える自分が信じられない。

　ふたつの感情が、瞬時に心を占めていく。

「瑠衣は、世界一綺麗な花嫁になるはずだから心配いらないよ。たった一年間の契約だけど、その偽装結婚の相手が君じゃなきゃならないと考えている男は君の目の前にいる。彼が言ったことは忘れたほうがいい。君から笑顔を奪うような言葉はね」

　彼女の身体をそっと離し、車を降りる。彼女に手を差し出すと、俺の手を取って彼女もゆっくりと車から降りた。

　俺を見上げたその表情は、落ち着きを取り戻したかのように凛としていた。

「ありがとうございます。そうよね。あなたと海斗は違う。あなたは未来を変えるために、こうなることを望んだのだから」

　彼女は自分に言い聞かせるように言った。俺もそんな彼女に頷いた。

　感情を隠さずにすべてをさらけ出す、彼女のような女性に出会ったのは初めてだ。

　悲しそうな表情でいたかと思ったら、次の瞬間には自信に満ちた笑顔をみせる。

　そんな彼女を見ているだけで楽しく、もっといろんな表情が知りたいと思えた。不思議な魅力を持つ女性だ。

「奏多さんの役に立てるように……自分の未来を切り開くために、頑張ります。あなたに出会えてよかった。生まれ変われそうな気がするから」

　にっこりと笑うその顔を、本当に綺麗だと思う。

　俺の言葉を素直に受け入れる君を、俺がもっと変えていきたい。自信に溢れ、さらに輝きを増すように。

「後悔はさせないよ。俺と結婚するからには、たとえ短期間でも幸せを感じてもらう。それぞれの未来を歩きだしたあとも、君の心から一生俺が消えないほどに、思いきり幸せにしてみせる。君が自信を持って未来を歩けるようにね」

　偽装結婚なんて、世間からは認められるはずがない。

　だけど今のふたりにとっては最良の方法だ。

　一生独身を貫くつもりでいた俺にとって、瑠衣の存在はなくてはならないもの。周囲を納得させるためには、一度は結婚する必要がある。

　俺が幼い頃から不仲だった父と母は、政略結婚により結ばれたと親戚から聞いている。そんなふたりが常に言い争う様子が、今も俺の記憶に強く残っている。

　父が亡くなったときに、泣き崩れる母の姿を冷めた目で見ながら彼女のその涙を信じることができなかった。まるで周囲に対して、悲しみに暮れる妻の姿を演じているようだと感じた。とても白々しく思えたのを覚えている。

　俺の両親のように互いを不幸にしてまで、世間体を繕って結婚などしなくてもいい。

　結婚についてそんなふうにしか考えられない自分は、家庭を持つことを極端に恐れているのだろう。それはわかっていた。

「奏多さん？」

　動きを止めた俺を、瑠衣が不思議そうな顔で見上げている。

「あ……ごめん。考え事をしてた」

　俺の不安や未来を一身に背負ってくれる、大切な存在の彼女。

　愛し合って結婚するのだと周囲に思わせる演技の中で、俺はどこまで君を幸せにできるのだろう。

「まさか……奏多さんのほうが後悔しているんじゃないですか。偽装結婚なんて、普通ならあり得ないですもんね」

　躊躇ったように言う瑠衣に、首を軽く横に振った。

「俺は女性に安定した未来を与えることはできない。だけど結婚しなければならない身だ。君が現れたことによって結婚の呪縛から解放される。一度結婚したなら、別れてもその先はなんとか独身を貫けるだろう。君には感謝してる」

「そうですか……私もです。幼い頃から恐れていた事態を避けることができます」

　にっこりと笑って言った彼女だったが、その笑顔はどこか寂しそうに見えた。

「奏多さま。ウェディングサロンの準備が整ったそうです」

　伊吹がこちらにやってきて言う。

　瑠衣の手をしっかりと繋ぐと、俺は歩きだした。ふたりの未来を守る準備をするために。

「行こう。急な話だから迷いや不安は俺にだってある。だけどもう、止まるつもりはないから。お互いに愛のない結婚をして、生涯苦しみたくはないからね。それを阻止するために、俺たちは互いを愛し合う婚約者だと思われなければならない」

「そうですね。よろしくお願いします」

　瑠衣を見下ろすと、俺を見上げた彼女と目が合う。

　ふたりで微かに頷き合い、俺たちはホテルの回転扉からロビーへと向かった。

「月島ＣＥＯ、ようこそおいでくださいました。支配人の武む藤とうでございます」

　フロントの前で深く頭を下げる支配人の前に立ち笑顔で話す。彼とは初対面だ。

「月島奏多です。突然で申し訳ない。急に結婚が決まって、こちらに任せたいと思って」

「光栄でございます。是非ともお任せください。すべてにおいて、最高でかつ極上のものを演出させていただきます」

　丁寧に話す彼は、父と同じ年の頃か。

　顔を上げた彼の表情は、少々引きつっているように思えた。俺のような若い者に頭を下げるのは、不本意なのかもしれない。

「彼女が婚約者の有森瑠衣です。早速、彼女の衣装合わせをお願いしたい」

「かしこまりました」

　案内されるままに、奥にあるブライダルサロンへと向かう。

「かっ……奏多さん」

　瑠衣に小声で呼ばれ彼女のほうを向いた。

「やっぱり急すぎませんか。親にも海斗にもまだなにも話してないのに」

　オロオロしながら歩く彼女に言われ思いつく。

「そうだな。幼なじみの彼に早急に話をしないと。瑠衣を諦めてもらわないといけないからね」

「諦めるだなんて。何度も言ってますが海斗も私と同じで、親に言われて仕方ないだけですよ。私を好きではないんですから。理由があれば喜んで受け入れるわ」

「そうかな？　そんなふうには思えないけどなぁ。ご両親には、そのあと会いに行こう。先に彼を納得させたほうがやりやすい」

　コソコソと話しているうちに、支配人の足が止まった。

「こちらが衣装部屋でございます。ご自由にご試着くださいませ。御用がございましたら、係の者になんなりとお申し付けください」

「ありがとう。ではとりあえずふたりきりになりたい。なにかあれば呼ぶよ」

　にこやかに言った俺の隣で、瑠衣が驚いた顔をする。

　ぞろぞろとあとを付いてきていた、ホテルの担当者たちと、伊吹やボディーガードたちは素直に部屋から出ていく。

　ドアが静かに閉まりふたりになった途端、俺はソファにドサッと座った。

　疲れがピークに達している。ネクタイを緩めながら、全身の力が抜けていくのを感じた。

「あー疲れた。瑠衣も少し休んで。いろんなことが一気に起こったね。人目を気にせずにいられるのは今だけだから、ちょっとごめんね。なぜか君といるのが無性に心地よくてさ」

　楽な体勢で座る俺の隣に、瑠衣はちょこんと座り俺を見た。

「奏多さんのいる世界は……華やかだけど気が抜けませんね。ひとりでお茶も飲みに行けないんでしょうね。なんだか気の毒です。怖そうな黒ずくめの人たちに常時監視されるだなんて」

　彼女の深刻な顔を見ていると、おかしさがこみ上げてきた。

「監視されていてもお茶くらいは飲めるよ。黒ずくめなやつらと同席だけどね。だけどお茶の味なんかはわからないかもな。周囲の視線が痛いからね。何事かというような目で見られる」

「出会ったときも、皆で奏多さんを捜し回っていたわ。ちょっと姿を消しただけで、あんなに大騒ぎになるなんて。そんな状況じゃ、トイレにだっておちおち入れないわ」

「確かにね。だけどそれが彼らの仕事だから。トイレに行くのも、もちろん許可がいる。俺が胃腸の弱い体質じゃなくてよかったよ。回数が増えると面倒だから」

　ふたりで目を見合わせる。

「ふ……っ」

「ぷっ」

　その直後に我慢できなくなり、ふたりで大笑いをした。

　確かに俺の生活は、異様だと思われても無理はない。だが彼女の遠慮のない言い方が、たまらなくおかしく感じた。

「君は本当に変わってるよ。目の付けどころがそんなところなんだ。ボディーガードの存在なんて、不便を感じたことはないよ。考えたこともなかったな」

「率直に大変だなと思っただけです。私だったら、窮屈で我慢できないかも」

「俺と結婚したら、彼らは君のそばにも張り付くよ。だけど心配いらない。この契約結婚が終わるまでにはすっかり慣れるから」

「きゃー、無理です。きっと逃げだしたくなるわ。一年しかない期間限定だけど、それでも無理かも」

　話していると、素直に楽しく感じる。

　普段俺の周りにいる人は、腫れものに触るようにしか話してこないからだ。

　自然体で、思ったことをそのまま口にする彼女は、媚びたりしないし俺を恐れてもいない、久々に出会うタイプの人だった。

　だからこそ、気を遣わなくてもいいのだろう。

「君となら楽しく過ごせそうだ。しばらくの間だけど、よろしく頼むよ」

「私にとっては、奏多さんとの間に起こるすべてのことが初めてなんです。間違っていたら、遠慮なく言ってください」

　はにかむように笑いながら瑠衣は言う。俺もつられて顔が緩んだ。

「じゃあ早速、瑠衣に片っ端からドレスを着ていってもらおうかな。どれにする？」

　立ち上がってドレスのそばに行き、それを眺める俺の隣から瑠衣も顔を覗かせる。

「あ、これは？　いいんじゃないか？」

「え。あんまり好きじゃないわ。これのほうがいいかも。さっきは好きなのを選んでいいと言ったじゃない」

　彼女は俺の選んだものを瞬時に却下し、その横のものを手にする。

「君の好みの問題じゃない。似合うかどうかがポイントなんだ。似合わないものを選ぶと、君の良さが半減する」

「ひどい。これだと似合わないと言いたいのね」

　ざっくばらんに言いたいことを言い合う。

　こんな当たり前の会話を、俺は長い間誰ともしてはこなかった。

「そんなことは言ってないよ。君はなにを着ても似合うと思う。君の選んだドレスもきっと似合うよ。だけど俺は、君には最高に綺麗でいてほしいんだ。ね？　奥さん」

「さっきと言っていることが違うって気づいてる？　旦那さま」

「あはは。そう呼ばれるとなんだか照れるな」

　楽しくて時間を忘れそうだ。軽快なテンポで会話が弾んでいく。

　そんな中、一着のドレスを手にし、彼女はフィッティングルームに入った。

「ドキドキする。ドレスなんて初めてー」

「初めてで当然だよ。着たことがあったら困る」

　カーテン越しに冗談を言う。

　俺たちは大丈夫だ。最後までうまくやれる。そんな確信に満ちた気持ちでいっぱいになる。

「大丈夫？　係の者を呼ぼうか」

「大丈夫よ、なんとかやれそう」

「そうか」

　しばらく待っていたが、初めてのドレスに苦戦しているのか、彼女はなかなか出てはこない。

「うーん。……ファスナーが……」

「開けてもいい？　手伝うよ」

　カーテンを開けると、顕になった彼女の背中が目に入る。

　ゆっくりと近づき、彼女の真後ろから正面の鏡を見た。

　そこに映し出されている、純白のドレスに包まれたその姿は美しく、細く絞れたウエストが彼女のスタイルのよさを強調していた。

「奏多さん。ファスナーを閉めてほしいんだけど」

　彼女に言われて、そっとその背中に手を伸ばす。

　だが、滑らかで白い肌があまりにも綺麗で、思わず首筋に触れる。

　それは指に吸い付くような感触だった。

「くすぐったい……ふふっ」

　身体を捩る彼女の後ろ首に、そのままそっと口づけた。

「奏多さん……」

　鏡の中の彼女がそっと目を閉じる。そんな彼女がかわいくて、たまらない気持ちになる。

「瑠衣……」

　そのままキスがしたくなり、彼女の身体をこちらに向けようとした瞬間、俺は彼女のドレスの裾を踏んでしまい、一気にバランスを崩した。

「きゃ」

「うわ！」

　抱き合うようになりながら一緒にひっくり返り、彼女が俺の上に乗った形で着地した。

「ごっごめんなさい！　すぐにどくから。重いよね、どうしよう」

「いや……」

　謝ってゴソゴソしながらも、彼女はドレスのスカートに足を取られて動けずにいる。

　俺の腹の上で焦る様子を、俺はじっと見ていた。

　立ち上がろうとしながらも、すぐにまた元の体勢に戻る彼女を見上げながら、またしてもおかしくなってきた。

「ぶっ……ふふふ」

　俺が笑うと、彼女も次第に笑いだす。

「笑わないで……必死なんだから。ふふっ」

「あははは」

　彼女が俺の身体に馬乗りになったまま、ふたりで再び大笑いをした。背中のファスナーも開いたままだ。

「奏多さま。いかがですか」

　そのときドアが開き、伊吹が顔を出した。

「こっ……これは、なにを」

　伊吹の慌てた様子に、控えていた者たちが全員で顔を出す。

「いや、違うんだ。誤解しないでくれよ。変なことをしていたわけじゃないからね。そうは言っても、ちょっとどう見ても誤解されそうな図になってるけど。はははっ」

　瑠衣の下で、あお向けに寝そべったまま言う。

「やめてよ。そんなことを言うと余計に変じゃない。だけど確かにちょっと……。ふふっ」

　ふたりきりで過ごしたフィッティングルームでのわずかな時間に、ふたりの距離は一気に縮まったように思う。

　なんともいえない体勢で笑い続ける俺たちを、皆は唖然としながら見ていた。

　おそらく初めて見るであろう俺の開放的な様子に、その場に居合わせた側近全員が思ったはずだ。

　俺と瑠衣が、心から愛し合っているのだと。
















ルールその二・好きになってはいけない













『グループ全体の利益は、前年度を大きく上回る結果となり、次なる目標として掲げるのは――』

　壇上でマイクを片手に話す奏多さんを、私は大会議室の隅の位置から眺めていた。

　私が月島ホールディングス本社勤務となって、二週間が経過していた。

　運命的に彼と出会って勢いで結婚することを決めたが、今となってはあの日の出来事がすべて夢であったかのような気がしている。

　なぜなら、彼とはあれから一度も会っても話してもいないからだ。もちろん、メールやチャットなどもしてはいない。

　月に一度行われるという全体終礼で、遠くから彼の姿を眺めるこの場にて、ようやくあの日以来、彼の姿を目にした。

　しかしその存在の遠さを、今になってあらためて感じていた。

　結局あの日はドレスを決めてから、そのまま私は本社へと出向き、彼も忙しさに抗えず業務に戻った。

『しばらく決算で自由がないんだ。連絡できないかもしれないけど、俺を信じて待っていてほしい』

　彼と私を繋ぐものは、別れ際に言われたその言葉だけとなった。

　それを信じて待っていたが、二週間も連絡がないとは思ってもいなかった。

　連絡が途絶えてしばらく経ったころは、出会って間もない奏多さんの存在がもしかしたらこのまま消えてなくなることを、私は受け入れるべきだと自分に言い聞かせた。

　やわらかな笑顔も、耳をくすぐるような甘く響く声も、初めから知らなかったと思えばいい。

　突然私の目の前に現れて、偽りの関係を築こうとした人なんかいなくなっても落ち込む必要はない。

　そう思おうとした。

　だけど今は、胸の中にできた大きな穴を埋めるように、彼のことばかりを考えている。

　寂しくて切なくて、その声が聞きたくて、苦しい。誰かのことをこんなふうに考えるのは、初めてのことだった。

　この気持ちが恋なのかはわからない。

　彼の存在がなくなったら、望まない結婚をしなければならないのが怖いだけなのだろうか。

　それとも、出会ったばかりの奏多さんを、彼の言いつけを破って早くも好きになってしまったのか。その答えが見えずにいた。

　そんな中、受付業務にもようやく慣れ、私はなんとか新しい環境に馴染みつつあった。

「あー月島ＣＥＯ。本当に素敵よねぇ」

　同じく受付業務を担当する沙さ也や加かと私は、出会って間もなく意気投合し、仲良くしている。ここに配属されるまで会ったこともなかったが、グループ会社に入社したのが同じ年で、彼女とは同期ということになる。

「……本当にね」

　月島建材では奏多さんは皆の前で結婚すると宣言したが、ここで私は堂々と言うことなどできなかった。

　彼と会ったのは一度きり。それに加えて自分に自信がないせいでもある。

「あんな人が実際にいるなんて。容姿端麗で頭脳明晰で、月島グループの御曹司！　欠点なんてなさそう。きっと私生活もゴージャスなんだろうな。それに優しそうだし。もしも付き合ったりしたら、お姫様みたいに大切にされそう」

「……かもね」

　大会議室から受付に戻り、座って業務を開始しようとしている私の隣で、沙也加はうっとりとした顔で話す。

　あと少しで終業時間となる。締めの業務にも慣れてきた私は、パソコンの画面を見たまま彼女の話を聞いていた。

「ちょっと！　瑠衣は淡白すぎよ。もう少し反応してよ」

　私のそっけない返事に、彼女が不満を漏らす。

「いや、私だって素敵な人だと思ってるわよ。だけどそれって現実的じゃないじゃない？　月島ＣＥＯとどうにかなるなんて、あり得ない話よ。おとぎ話みたい」

　強く言ったのは、その言葉を自分に言い聞かせているから。

　勘違いしてはいけない。口約束だけではあの日のことをすべて信じきれない。

　ずっと連絡がないのも当然の流れなのだ。

　偽装結婚だから、私と会いたいとか話したいとか奏多さんがそんなふうに思うはずがない。

　彼ほどの人ならばなおさらだ。

　時間が経つにつれて、夢物語は終わったのだという思いは強くなっていた。

「まあ、確かにそうよね。彼みたいな人とは、びっくりするほどの美人であり得ないほどのお金持ちなお嬢様じゃないと、付き合ったりはできないわよね」

　沙也加の言葉に傷つくことすらおこがましいのはわかっている。

　だけど彼を忘れられないでいる私は、充分に傷ついていた。

　二週間という時間は、私の目を覚まさせるには充分な期間だったようだ。信じられないからこそ、確約が欲しい。だけどそれはいくら願っても、奏多さんにその気がなければ手には入らない。

「瑠衣は彼氏がいるから余裕よねー。月島ＣＥＯを見ても、なにも感じないのは当然だわ」

「だからあれは彼氏じゃないってば。腐れ縁の幼なじみなの」

　先週、海斗が偶然会議でここを訪れた。

　驚く彼に、手短に異動したと告げたら、自分に報告しなかったことをひどく怒っていた。

『婚約者にそんな重大なことを話さないなんてどうかしてるぞ。ふざけるな』

　海斗が真っ赤な顔で私にそう言い放った様子を、沙也加は隣で見ていたのだ。

　だが海斗に話さなければいけない最も重要な事実は、部署が変わったことなどではない。奏多さんとの間に起こった出来事だ。

　海斗はまだなにも知らずにいる。

　だけど、奏多さんとの約束が曖昧な今、海斗に告げてもいいのか迷っていた。

「なんで隠すのよ。いい男だったじゃない。ちょっと面倒くさそうな熱いタイプだったけど」

「隠してないわ。違うから違うと言ってるだけ。実際、面倒くさいのよ」

　ここでも海斗の存在が誤解されつつある。

　今さらもう否定することすら面倒だ。言い訳をしても、きっと今までのように誤解を深めていくだけだろう。

　噂の当事者である海斗が、婚約関係であることを否定しないのだから。

　だからといって奏多さんとの関係を持ち出して、本当は奏多さんが婚約者だと言うこともできない。

　海斗はあれからすぐに海外出張へ行ったので、その日以来会ってはいない。

　私だって今の状況で海斗に会いたくはないが、すぐさま私のもとを訪れるに決まっている。

　だけどしばらくは海外だ。海斗とふたりで会うことを、奏多さんが嫌がっていたからちょうどよかった。

　……でももうそんなことは、奏多さんにとっては関係ないのかもしれないが。

「すみません。ちょっといいですか」

　そのとき来客に声をかけられ、沙也加と一緒にサッと立ち上がる。

「はい。いらっしゃいませ」

　両手をお腹の前で軽く合わせ、深く頭を下げた。

「商談の約束で訪問しました」

「かしこまりました。部署と担当者はおわかりになりますでしょうか」

　変わったのは居場所と化粧の仕方だけ。学んだことは新しい仕事の内容と、美しい姿勢やお辞儀の仕方。

　新しい私の日常に、奏多さんの存在が入ってくることはなかった。

「ははっ。だいぶ板についてきたじゃない。ここは会社の顔だからね。綺麗できちんとした子しか置けないんだよ。やっぱり瑠衣は適任だったね。様になってる」

　聞き覚えのある声に、ゆっくりと顔を上げる。

「元気そうだね。俺に会えなくて少しは寂しがってると思っていたのに。通りかかったら楽しそうに話してるから、思わず様子を伺いに来ちゃったよ」

　目の前にいたのは商談の来客ではなく、ずっと頭から離れない彼。あの日と変わらない笑顔。

　驚いて声も出ない私と、隣で唖然としている沙也加の目の前で奏多さんはニコニコとした顔で言った。

「どうして今まで、連絡もしないで知らん顔してたの。電話くらいしてきてもいいのに、俺を放置するなんてひどいな。俺から電話をかけようかとも思ったけど、意地を張って連絡しなかった。結局、とうとう自分から声をかけちゃったよ。俺の負けだね」

「つ……つ……月島ＣＥＯ……」

　沙也加はパニックに陥っているかのように、口をパクパクさせながら呟いた。

「奏多さん……本当に？」

　私も信じられない思いで彼を見つめる。

　まるで自分の心の中にある感情が、彼に吸い取られていくような感覚に陥った。

　私はもう、この人に惹かれている。そう確信した。

　きっと私が心から求めてやまない温もりを、彼に教わったときから。

　彼への想いを強がって否定しても、抗えるはずなどなかった。奏多さんが、あまりに素敵だから。

　奏多さんが私に笑いかけてくれることが、泣きだしそうになってしまうほどに嬉しく感じる。だけどその気持ちを隠そうと、必死で表情を硬くした。

「なに？　幽霊でも見たような顔をして。相変わらず面白いな、瑠衣は。ここに来たからには監視するって言っただろ？　いつ俺が現れても驚かないように、いつでも俺のことを考えていてよ」

　彼はそんな私を見てクスクスと笑う。

「それともまさか、愛する婚約者の顔を忘れたのか？　もしもそうなら、お仕置きが必要かもね」

「えーっ!?　こっこっ！　婚約者！　嘘っ！」

　沙也加は大きな声で言ったあと、私と奏多さんを交互に見る。

「なんで？　なんで話してくれなかったの！」

　興奮する沙也加に、奏多さんはにっこりと笑いながら言う。

「ごめんね？　俺が口止めしてたんだ。だけどどうせもうじきバレるから、そろそろカミングアウトしようと思ってさ」

　さりげなく私を庇ってから、彼は私のほうを見た。

「もう終わるだろ？　今日は久々に接待もないし、デートでもしようと思って迎えにきたんだ。このあとなにか予定はある？」

「なっ……ないけど」

　私が言うと、彼は「よかった」と言って安堵したように笑った。

「じゃあ行こう。瑠衣、おいで」

　彼は沙也加のほうを申し訳なさそうにちらりと見て、軽く会釈をしてから、再び私に目を向ける。

「えっ。今？　ちょっと待って……」

「早く」

　促され、差し出された手を追うように、足元に置いてあったバッグを掴んで受付カウンターから出た。

　私の手をしっかりと繋ぐと、彼は私の手にそっと唇を寄せて軽くキスをした。

「会いたかった。ずっと放ったらかしてごめん。会えなかったことで、瑠衣を責めるのはお門違いだな。悪いのは俺なのに。言い訳はしたくないけど、連絡する隙がなかったんだ」

　申し訳なさそうに謝る彼に、軽く首を横に振る。

「じゃあお疲れさま。君も早く上がってね」

　呆然と私たちを見つめている沙也加を振り返って言うと、彼は歩きだした。

　これは偽装。これは演技。彼は本気じゃない。いずれは終わる関係だ。

　呪文のように何度も自分に言い聞かせる

「だけど着替えをしないと。このままどこかに行くのはちょっと」

「ああ、そうだな。だけども今日は制服のままでいいよ。君の私服はあとで取りに来させよう。どうせ服を買うつもりだったし」

　強引な展開に戸惑う私に振り向くこともなく言う。

　薄いピンク色を基調とした受付の制服は、華やかなデザインではあるが、このまま出かけるのはさすがに堅苦しいし、なにより恥ずかしい。

　だけど服を買うとは？　いったいこれからどこへ向かうつもりなんだろう。

「どこへ行くの？」

「実は時間があまりないんだ。説明はあとで。ごめんね？」

　私の手を引きながら、少し前を歩く奏多さんの背中を見つめる。

　これは現実なのか、混乱して気持ちがついて行けずにいた。

　会いたくてたまらなかったけれど会えなかった人の背中が、目の前にある。

　気を緩めると、背後からすがりつきたくなる。

　このまま消えてなくならないように願ってしまう。

　ずっと願ってやまなかった恋のロマンスは、想像していたよりもずっとにがくて苦しいものだった。

　世界がバラ色になんて決してならない。

　私の初めての恋人は、決して好きになってはいけない人だった。

　そんなことはわかっているのに、繋がれた手を振りほどくことなんかできなかった。

「俺と会えなかった間、例の彼と連絡を取ったりした？」

　彼の表情は後ろを歩く私には見えないが、不安そうな声に聞こえた。

「ううん。海斗は出張に行ってるの。来週まで帰らないから話してないわ」

　答えながら、妬いているかのように尋ねられて嬉しくなる。

「そうか、よかった。じゃあ気持ちは変わってないよね？　今になって君が偽装結婚をやめたくなったりしたら本当に困るからさ。すでに君のことが知れて、親戚中が騒ぎだしてるから」

　彼の話に気持ちが急降下する。

　嘘の関係に私の気持ちなんて関係ない。

　彼を好きになったと知られたら終わってしまうのだから。

「大丈夫。私も海斗との結婚は絶対に中止したいから、途中でやめたりなんかしないわ」

「そ？　よかった」

　会社の外に出ると風にはためく彼のネクタイが、彼の肩から見え隠れする。

　ぼんやりとそれを見つめながら、必死で涙を堪えた。

　好きになったらゲームオーバーだとわかっていながら、どうして彼に惹かれてしまったのだろう。

　いっそもう会えないほうがよかったと思えるほどに、彼に出会ってからの私の頭の中は、奏多さんでいっぱいになっていた。

　彼が足を止めて私のほうを振り返る。

　目尻に溜まった涙に気づかれないように、慌ててサッと拭った。

「私、デートも生まれて初めてなの。最高の思い出になるようにしてくれる？　一生忘れることができないほどに」

　彼は笑って言った私を見て悲しそうな目をした。

「いいのかな。瑠衣にとっての初めてのことを、俺が全部してしまっても」

　それはこの関係が嘘だから？

　私が本当にあなたを好きになると困るから？

　そう聞いてしまいたい気持ちを堪え、私は頷いた。

「私とデートしてくれる人なんて、奏多さんしかいないもの。今まで私とデートしたいと言ってくれる人なんていなかった。どうせなら、全部フルコースで奏多さんに叶えてもらうわ。偽婚約者の特権よ」

　思春期の頃からずっと海斗にバカにされ続けてきた。彼が言う通り、私を本当に好きになる人なんかいなかった。

　私は少々意固地になっているのかもしれない。このような卑屈な考え方しかできないのだから。

「君とデートしたいという男がいなかったのは、君が男を受け入れなかったからじゃないかな。だけどそれは、俺にとってはありがたかった。今日は張り切ってエスコートするよ。俺の本気を侮るなよ？」

　ふたりで笑いながら歩く。

　彼の優しい言葉が、素直に嬉しい。

　私たちの進む先にある未来は決して重なってはいないけど、今はこうして一緒にいたい。

　あなたの笑顔を一秒でも長く見ていたい。

　すべてを終えて別れてしまえば、二度とは会えない世界の人だから。

　しっかりと目に焼き付けておこう。そのすべてを。




「明日は休みだから、時間は大丈夫だよね？」

「ええ」

　話しながら、久しぶりに例のダックスフンドのような奏多さんの車に乗った。

「ワインでも飲む？」

　ほの暗い照明で照らされた車内は、外見以上の広さだ。

　座り心地のよいソファシートの横には、ワインセラーが備え付けてある。

　前に乗ったときは余裕がなくてわからなかったが、中央からぶら下がっている小さなシャンデリアが、キラキラと光っていた。

「贅沢な車ね……。奏多さんと会わなかったら一生乗ることなんかなかったわ。無駄に大きくてダックスフンドみたいな車だな、なんて思ってた。中はゴージャスなのね」

　キョロキョロしながら言うと、彼はおかしそうに笑う。

「はははっ。ダックスフンドか。だけど誤解しないで。これは死んだ父さんの趣味だから。俺は派手な装飾に興味はないよ」

　ワイングラスを差し出され、とっさに受け取った。

「ワインなんて、普段は飲まないから味がわからないわ。私が飲むのはもったいない気がする」

　高級なものだとしたら、味がわからないのは失礼かと思い遠慮する。

　グラスを返そうとしたら、彼は手のひらでそれを遮った。

「俺もそんなに飲まないよ。ただ、ここにあるから」

　言われてグラスに口をつける。初めて飲む高級ワインはほんのりと甘く、喉が乾いていたせいもあり、私はグイッと飲み干した。

「おいしい」

　思わず言うと彼はクスッと笑った。

「いけるじゃない。これは甘いデザートワインだから飲みやすいよ。だけどそれなりに強いんだけどな。君にはいろんな引き出しがあるな」

　確かに顔が火照り、喉が熱い気がする。

　だけどまだまだ飲めそうだ。

「俺の生活や習慣は周りが決めたものばかりで、俺の意思が反映されているものなんかほとんどないんだ。瑠衣を見てると……自由で素直で、本当にうらやましいと思うよ」

　その手に入らないものなどないかと思われがちな、月島グループのトップに君臨する奏多さんと、彼のいる世界。

　比べる対象ではないけれど、私の実家がある田舎と似ている気がする。

「生まれて目も見えないうちに結婚相手を勝手に決められた私にだって、自由や意思なんてなかった。奏多さんのお陰でようやく解放されるの」

「俺が君の役に立てるならよかった。俺も瑠衣の存在に救われてる。決められた境遇を変えることができるのはもちろん、精神的にもね。君といると自然と笑ってる。君と過ごしていると楽しいんだ」

　穏やかに笑いながら話す彼は、終礼のとき壇上で話していた彼とは別人だ。

　素の彼は、どこにでもいる普通の青年だ。いったいどれだけの人が、本当の奏多さんを知っているのだろう。

　必死で自分の運命を変えようと抗っている本心を。

「そんな大切な君に、これからとびきりの時間をプレゼントするよ。楽しみにしていて」

　とろけるような極上の笑みを私に向ける彼は、なによりも綺麗だと思う。

　私はそんなあなたを見つめているだけで、すでに最高の時間を過ごしている。

　これ以上に、なにが起きるというのか。

　車はもう行き先が決まっているかのように加速して走る。

「今日は警護の皆さんはいないの？」

　彼は親指で後続車を指す。

「後ろの車にいるよ。君は嫌かもしれないが、心配しなくてもずっと俺たちを見てる。普段は気配を消してるから、彼らのことは忘れてくれていいよ。移動中は君の目に触れることはない」

　先日彼らの存在を窮屈だと私が言ったからだろうか。なんだか彼らに申し訳ない気持ちになる。

　ふと窓の外に目を遣ると、港が見えてきた。

「わあ……綺麗」

　遠くに輝く街の光を忠実に映し出す黒い海。宝石箱を開いたように、キラキラと揺れて光る水面。私は目を凝らして見つめた。

「街があんなに遠くにある。あの光の中に大勢の人たちが暮らしているなんて、こうして見ると嘘みたいね。あの中にはどれだけのドラマがあるのかしら。きっとたくさんのカップルが、デートしてるのよね」

「ロマンチストだね。俺と瑠衣にも、これからふたりのための時間が訪れるよ。うんと幸せを感じてもらおう。君が俺と出会ったことを、後悔しないようにね」

　奏多さんがそう言った瞬間車がゆっくりと停車し、私と彼は車を降りた。

「え……すごい」

　夜景を映す海の反対側にあったのは、会社のビルよりも大きな豪華客船。

　無数の窓から漏れている光が目に入る。

「月島観光が運航している、『プリンセス・ムーン』だよ。来月から始まるシンデレラミニクルーズのために、今は試験運航してるんだ。瑠衣のために今夜は特別。さあ……どうぞ？」

　差し出された彼の手をそっと取る。

　緊張とワインの微かな酔いで、頭がぼんやりとしている。

「この船はハネムーンに旅立つカップルが、結婚式を終えてから飛行機に乗るまでに利用することが多いんだ。いつか瑠衣も、本当の結婚をしたときに来たらいい。そのときは招待するよ」

　光が溢れる船内へと向かいながら、奏多さんは言った。

「素敵ね。ぜひお願いします」

　彼の話の中の、私の本当の結婚相手は奏多さんではない。

　いつか奏多さん以外の人と、ここを訪れることなどできるのか。

　海斗との婚姻を断ち切り奏多さんと離婚したあとの私には、どんな未来が待っているのだろうか。

「瑠衣」

「え？」

　彼が足を止める。

「ありがとう。君には感謝してもしきれない」

　ひと言だけそう言うと、彼は優しい眼差しで私を見つめた。

　彼の視線から感じる信頼。この人が私を選んだ理由。

　それを裏切ることはできない。

　その瞬間に私は心に決めた。

　彼を困らせるようなことを決してしないと。好きだなんて絶対に言わない。

　ずっとこのままあなたの手を離したくはないと思っていることを、決してあなたには悟らせない。

　きっと一年後に別れるときには、私は胸が張り裂けるような悲しみを味わうだろう。

　そのあと誰かを愛したりはできないはずだ。

「奏多さんの本気のデート、楽しみです」

　だけど今だけは、せめて夢を見させて。

　いつかあなたが愛する人をエスコートするように、今は私だけをその瞳に映してほしい。

「その笑顔は……反則だな。気持ちまで本気だと錯覚してしまう。瑠衣は、演じてるだけなのに」

　彼の指が、私の指に絡まるように動く。

「奏多さ……」

「奏多さま。お着替えの準備ができております。お急ぎにならないとお時間が……」

　急に背後から聞こえた声にビクッとなり我に返る。

「あ？　ああ……わかった」

　どこからか現れた伊吹さんに、奏多さんは言う。

「時間って？　なにかあるの？」

　ふたりのやり取りに思わず尋ねた。

「今からパーティーです。奏多さまの婚約者お披露目会が船上で執り行われます」

「は？」

　なんのことかわからずに固まる。

「さっき言ったよね、親戚中が騒ぎだしていると。面倒くさいから、瑠衣を紹介することにしたんだ」

　それは当然であるように彼は軽く説明する。

　だけど私は初めて会った日と同じように、驚きで動けなくなってしまった。

「ま……待って。いきなりそんなこと」

「いきなりじゃないよ。君と結婚するのは事実だし、二週間も準備してきたんだから。君と会えなかった期間にずっと考えていた。パーティーを終えたら、明日にでもすぐに籍を入れてしまいたいとね。まあ、いいからいいから」

　またしてもズルズルと引きずられるように、船内へと入っていく。

「勝手です。私のほうは誰も知らないのに」

「大丈夫。近日中には君の実家に行くから」

「私の田舎まで、移動だけで何時間もかかるのに無理です。それにお父さんになんて言えばいいかわからないし」

「自家用ヘリがあるから。すぐに着くよ」

　自家用ヘリ!?　もう滅茶苦茶だ。

　私はどうなってしまうの？

　手を引かれながら、もう不安しかない。

「瑠衣、自信を持って。君は大丈夫。笑っているだけでいい。俺が守るから。ただ隣にいてくれるだけでいいから」

　余裕のある笑みを浮かべて言う彼に、私は微かに頷いた。

　だがあまりの展開に動揺して、うまく歩けない。頭ではわかっていても心が拒んでいる。

「あ……足がもつれて……」

　今から月島グループの親戚中の人の前に立つなんて。

　考えれば考えるほど怖くなる。

　おそらく月島グループの傘下にある会社の社長クラスの人ばかりだ。庶民の私が認められるはずなんてない。

「怖い……。奏多さん、歩けない」

　足がすくんで急に震えだした私を見て、彼は足を止めた。

「わかった。じゃあこうするしかないな」

　彼が言った直後に、私の身体はふわりと宙に浮いた。

「えっ」

　私を抱き上げた彼の首にとっさにしがみつく。

「君はもう逃げられないんだ。突然で悪いのは承知してるけど、覚悟を決めてほしい。俺の妻となることを」

　彼の言葉に返事ができない。

　男性に抱きかかえられるのも豪華客船に乗るのも初めての私は、いっぱいいっぱいの状態だ。

「いや……下ろして。重いでしょ？　恥ずかしい……無理、すべてが無理……っ。もういや。帰りたい」

　彼に抱えられたまま入った船内は、眩しいほどのライトアップで、金色の装飾が壁一面に施されていた。

　私は現実逃避するかのように、彼の胸に顔を埋めて目をぎゅっと閉じた。

「いつもの勢いはどうしたの。顔を上げて笑って」

　そっと彼を見上げると、いつもと変わらない優しい笑顔がある。

「奏多さんと結婚するなんて……やっぱりとんでもないことだったんだわ。私みたいな庶民が、皆さんに認められるはずないもの。場違いだって、追い返されるに決まってる」

　ぼそぼそと小さな声で彼に訴える。

「らしくないな。運命を変えるんだろ？　その程度の気持ちだったの？　逃げ出したくなった？」

　彼は私を挑発するように鼻でフッと笑った。

　わざと言ってるのはわかるけど、ムッとくる。

　二週間もの間音沙汰無しで、突然現れたかと思えば、いきなり親戚にお披露目すると言われ、こんなに豪華な船に乗せられている。

　動揺しないほうがおかしいはずだ。

「一度決めたことをやめたりなんかはしたくない。だけどデートだと思っていたのに、こんなに大きな船でパーティーだなんて、驚くに決まってるでしょ」

　彼を睨む真似をする。精いっぱいの強がりだ。

「ようやく元気が出てきたね。言っただろ、君を守るって。俺を信じて」

　彼がそこまで話した瞬間。

「奏多さん。ごきげんよう。お元気でしたか」

　女性の声がして、ふたりでそちらを見た。

「麗れい子こさん。お久しぶりです」

　急に現れた女性に、奏多さんはにこやかに挨拶をする。

　私は彼の腕から下りようと、足を伸ばした。すると彼の腕にグッと力が入る。

『ちょっと。下りないと……！』

　そう目で訴えるが、彼はそんな私をチラッと見てから再び彼女に話しかけた。

「臼うす井い社長はお元気ですか」

「父は相変わらずですわ。奏多さんの話ばかりしてますの。私に『早くお嫁に貰っていただきなさい』なんて言うのよ」

「へえ。臼井社長もそんな冗談を言うんですね」

　私がここにいることに躊躇う素振りも見せず、あからさまに奏多さんにアプローチする彼女を、私は信じられない気持ちで見た。

　よほど自分に自信があるのだろう。

　そんな私に一瞬、睨むように目を向けた彼女だったが、またすぐに奏多さんに視線を戻す。

「父の話は冗談ではありませんわ。ですから父を安心させるつもりで、一度お食事に連れていってほしいんです。奏多さんがお忙しいのはわかってるんだけど、結婚に向けて今後の段取りなんかも話し合えたらいいかと思って」

　私の目から見ても高いものだとわかる、光沢のあるグリーンのドレスを纏い、首からキラキラとした長いネックレスを下げている彼女は、奏多さんと同じ上流階級の女性だろう。

　その顔にはかなり派手なパーティーメイクを施しているが、化粧を落としても充分な美人だと思う。

　そんな彼女に、奏多さんは私を腕に抱いたまま低い声で言った。

「……麗子さんは目がお悪いんですか？　それとも、もうすでに酔っているとか。俺が抱いているこちらの女性が見えませんか」

　急に自分の話が始まり、私は彼を見上げた。

「俺はあなたにプロポーズした覚えはないんですが。先ほどから、ずいぶんとおかしなことを言ってますね」

「え……？」

　彼女のにこやかな笑顔が、急に真顔になる。

「そういう話ならば、もうあなたと話すことはありません。彼女があなたに嫉妬したら、俺は今夜、寝かせてはもらえなくなるんですが。こう見えて、彼女は激しくてね。まあ俺としては、それは嬉しいからいいんですけど」

　私と彼女は、驚いた顔で奏多さんを見る。

　彼は私たちの反応を楽しむかのように、私と彼女を交互に見た。

「誤解を招くような発言は控えていただきたい。今日は疲れているので、彼女の嫉妬に付き合う体力があるか自信がありません」

　なっ！　なにを言ってるのよ！

　目で彼に訴える。

「あ……私はただ……」

　彼女は奏多さんの冷たい言い方に、わずかに後ずさる。

「おかしな話で周囲を混乱させたくはない。あなたに勘違いをさせた原因が俺にあるのならば謝ります。だが勝手にありもしないことを言っているのであれば、臼井社長に今後のことも含めて話をさせてもらう。これ以上、あなたに勘違いされないために」

　急変した奏多さんの態度に、彼女の顔が強ばる。

「いえ、違うんですの。そうだといいな、という話で……」

「そうでしたか。では、はっきりと申し上げておきましょう。それはあり得ない話です。あんまりおかしなことを言うと、今後の貴社に対する弊社の対応が変わってきます」

　苦し紛れの言い訳をする彼女を冷たい視線で見下ろす彼を、私は冷静な気持ちで見ていた。

「無意味な話で俺を怒らせても、貴社にはなんの得もない。俺は笑えない冗談は嫌いなんです。……わかりますか」

　私を抱くこの人は、沙也加が言うような優しいだけの男性ではない。

　紛れもなく、国の経済をも揺るがす財閥グループのトップなのだ。

「もっ申し訳ございません。では私はこれで失礼いたします」

　逃げるように立ち去る彼女を、奏多さんは睨むように見つめた。

　おそらく彼女のような女性は、ひとりやふたりではないのだろう。

　油断するといつしか思ってもみない方向へと話が進みかねない。公私を問わず、彼はいつでもそんな状況に置かれているのかもしれない。

　そう考えるとたまらない気持ちになり、思わず私は彼の身体を抱きしめた。ぎゅっと抱きつくように腕の力を強める。その肩に顔を埋めた。

「瑠衣、どうした。怒ったの？　今の話なら誤解だから」

　私に話す彼の声は優しく甘く、すでに先ほどとは違う。

　今のようなことが頻繁に起きるのであれば、奏多さんが女性不信になって結婚を避けたくなったとしてもおかしくはない。

「大丈夫よ、奏多さん。怖がらないで」

　彼の首にしがみついたまま言う。

「え？」

「私がいる。私があなたを助ける。もう誰もあなたを追いつめないように。だから私のことを信じて」

　私がいることで、彼の心が少しでも軽くなればいいのに。

　そんな気持ちでいっぱいだった。

「ふふっ。……君は不思議だな。人を信じることなんて……ずっとなかったのに。瑠衣にならばなんでも話せる気がするよ」

　彼の温かい手が私の髪を撫でる。

　その感触が幸せで心地よくて、なぜだか今にも泣きだしそうな気持ちになる。

　だけどこの想いはやはり封印するべきものだとあらためて強く感じた。

　偽装であるからこそ私は彼のそばにいられる。

　本物になる可能性などほぼないのだから。




　彼は私を抱いたまま階段を上ろうと、一段目に足をかけた。

　金色の手すりが左右にある、赤い絨毯が敷き詰められた階段を見ながら、私は奏多さんに言う。

「奏多さん、ありがとう。もう歩けるわ」

　足の震えは止まっていた。

　私たちはそれぞれの目的を果たすため、偽装結婚という形の契約を結んだ。

　いずれ彼はいなくなるのだから、自分の足で歩かなければならない。だけどその手を私に差し伸べてくれる間は、彼を信じてついていこう。

　やがてあなたの姿が見えなくなるときがきても、私は自分の未来を自分で作っていこう。

　奏多さんといると、次第にそう思えるようになってくる。あなたが私を大切にしてくれるから、自信が湧いてくるのだ。

　彼との間に確かにある信頼。それは私を強くする。

　ふたりを結んでいるものは愛情ではないけれど、大切にしたいと思う。

「そう？　じゃあ、名残惜しいけど解放してあげようかな」

　彼は私の額に優しくキスを落とすと、私の身体をそっと下ろした。

「うんとドレスアップして親戚を驚かせよう。君が一番綺麗なはずだから、誰も文句なんか言えないさ」

　彼が囁く魔法の言葉が私の耳をくすぐる。

　弱気で卑屈な私を今夜は封印できそうな気がしてきた。

「私、頑張る。奏多さんの隣で引け目を感じたくないもの。堂々としていたいの」

　私の言葉に彼は極上の笑顔で応える。

「引け目なんて感じるな。今のままでも充分だよ。これ以上綺麗になられると俺が瑠衣の横にいられなくなる。だって君と釣り合わなくなるだろ。だから気合いはほどほどにしてもらわないとね。さあ、行こう。今夜の主役は君だ」

　彼が差し出した手をそっと掴み、私は奏多さんのエスコートでゆっくりと階段を上った。

　海斗が今の私を見たらなんと言うだろう。

　素敵な彼ができたら、土下座して謝ると言った約束を彼が覚えているかはわからない。

　だけど奏多さん以上の人なんていない。海斗も認めざるを得ないはずだ。

　奏多さんが私を振り返る。

「今日の瑠衣のドレスは俺が選んだんだ。完全に俺の趣味だけど、この前みたいに文句は言わないでよ？　君に似合うはずだから」

　私は彼を夢見るように見つめた。

　胸の奥から、切ないほどに愛しい気持ちが沸き起こり苦しくなる。

　そのまま、とある部屋の前まで来ると彼はドアを開けた。

「じゃあ待ってるから、変身してきて。楽しみにしてるよ」

　そっと彼の手を離し軽く頷くと、私は覚悟を決めて中に入りドアを閉めた。

「瑠衣さま。お待ちしておりました」

　中に入るとすぐに、待っていたかのように数名のスタッフが一列に並んで私にお辞儀をする。

「よろしく……お願いします」

　躊躇いながら私もお辞儀を返すと、彼女たちはにこやかな表情で私を見た。

「ではこちらへどうぞ」

「はっはい」

　案内されてさらに奥の部屋へと進む。

　そこは大きな鏡が壁一面にある部屋だった。中央に色どり鮮やかなメイクアップの道具が置かれている。

「どうぞ私どもにおまかせください。リラックスしてお過ごしくださいませ」

　私を椅子に座らせそう話す彼女から溢れる自信が、私にも伝わってくる。

　私はこれから、奏多さんの婚約者としてふさわしい女性へと生まれ変わる。誰もが驚くほどの美女に。

　メイクを施す彼女の指が優しく私の頬に触れる心地よさに、私はそっと目を閉じた。




「これが……私？」

　鏡に映る自分の姿をまじまじと見つめる。

「このドレスはスタイルが際立つデザインですので、着こなせる方は少ないと思います。ＣＥＯは瑠衣さまのことをよくご存知ですね」

　私を変身させてくれたスタッフのひとりに言われ、私は顔が熱くなるのを感じた。

　大胆なデザインのパーティードレスは、背中と胸元が大きく開いており細く絞ったウエストを強調するかのように、膝丈のスカートにふわりとしたボリュームがある。

　薄桃色の優しい色合いは受付の制服とよく似ていた。

　パーティーメイクを施し髪をすっきりとアップにした鏡の中の私は、自分で言うのもおかしいが、普段とは似ても似つかないほどに華やかなイメージに変わっていた。

「ＣＥＯが首を長くして待っておられることと思います。早くお見せしないとしびれを切らせてしまいますわね」

　私の背を優しく押しながら誘導するスタッフに従いビューティーサロンを出た。

　一緒に部屋を出たスタッフのあとに続き船内の廊下を歩く。

　左右に無数の扉が並ぶ光景は、ここが船の上であることを忘れそうだ。地上の高級ホテルとなんら変わりない。

　しばらく歩くと彼女は、あるドアの前に止まりノックした。

「月島ＣＥＯ。瑠衣さまの準備が整いました」

「入って」

　中から奏多さんの声がして、彼女はドアを開けてさっと横にずれる。

「では私は失礼いたします」

　深々と頭を下げたままドアをそっと閉めて彼女は立ち去り、ここにいるのは私だけとなった。

　窓のそばに立ち海を見つめていた奏多さんが、ゆっくりと振り返る。

「奏多さん……？」

　私を見たままなにも言わない彼の表情は、驚きに満ちていた。

「……驚いた。最高だよ」

　ひと言だけ言うと、彼は私に向かって歩いてくる。

　目の前まで来た彼を見上げると、優しい微笑みを湛えた彼と目が合った。

「こんなに大胆なドレスは初めてで、ちょっと困る……」

　私が言うと、彼は私の唇に人差し指を当てる。

「文句は言わない約束。綺麗だから結果オーライだろ。俺の見立てに間違いなんかないんだから」

　彼の甘い声と、とろけるような笑顔。

　この視線が欲しくて私は生まれ変わったのだ。

　もっと綺麗になった私を見て。そんな欲望が心から溢れて流れ落ちる。

「参ったな……。君をパーティーに誘ったことを後悔しそうだよ。瑠衣を皆に見せることもね」

「どういう……意味？」

　私から目を逸らし呟いた彼の言葉が私の胸に刺さる。幸せな気持ちは泡のように一瞬で消えた。

　やはり私は、プロの手を借りて変身しても奏多さんには釣り合わないのだろうか。婚約者として親戚の皆さんの前で私を紹介するのを、彼は恥ずかしいと思ったようだ。

「なに、その顔。そんなに不安そうにしないで」

　彼はそう言って俯く私の頬を両手で包んだ。

　顔を上げて彼を見ると、優しく私を見つめる瞳が目の前で揺らめいた。

「まさか誤解した？　後悔しそうだと言ったのは、君を誰にも会わせたくないからじゃない。俺が瑠衣を独り占めしたいからだ。子供じみた独占欲だよ」

「奏多さん」

　たまらなくなって、私は彼の胸に飛び込んだ。

「わっ。危ない」

　とっさに私の身体を抱きとめる腕。

　私は彼の身体にしがみついた。

　このまま離れたくない。ずっと一緒にいたい。偽装結婚の夢から覚める日がずっと来なければいいのに。いつまでもこうして、あなたの腕に抱かれていたい。思わず本気で願ってしまう。

「さあ、行こう。綺麗になった君を見せびらかして俺たちの関係を認めてもらう。今日のルールは簡単。自信を持って堂々と婚約者を演じきることだ」

　ふと我に返り彼の胸から顔を上げた。

「そうよ、本物じゃない。……演じきらないと。認めてもらわないと」

　彼を好きになったら割れてしまうガラス細工のような関係。私たちはそれ以上でもそれ以下でもない。

「さっきの麗子さんのように、今夜はいろんな話が耳に入ってきて君は混乱するかもしれない。だけど仕方がないんだ。これが俺の生きる世界だから。君を巻き込んでしまうことを、先に謝っておくよ」

　彼は自嘲気味に話しながら苦笑いをする。

「俺の失脚を願う者や、娘や親戚を俺と結婚させて経営権を狙おうとする者。恥ずかしながら、一族やグループ会社の中にたくさんいるんだ。派閥もあるから、本当にややこしいんだよね」

　その肩に背負っているあらゆるものに押しつぶされ、奏多さんはさぞかし苦しいだろう。藁をも掴む思いで、その世界に無関係の私に助けを求めたのだ。

「油断すると取り返しのつかないことになる可能性もある。返事ひとつも気が抜けないんだ。常に相手を疑いながら話してる。君にとっては信じられないことかもしれないが、君も気をつけて。俺も精いっぱい瑠衣を守るから」

　今の私が彼のためにできるのは、彼を少しでも楽にしてあげることだ。

「大丈夫よ、任せて。田舎の女は噂話なんて聞き慣れてる。あなたに群がる女性たちを、徹底的に追い払うから」

　腰に手を当て、もう片方の手でガッツポーズをしながら言うと、彼は私を見ながら大笑いした。

「あははっ、楽しみだな。どんなふうに変身しても瑠衣の中身は変わらないね。安心したよ。今日は弱気に見えたからさ。まあこの状況じゃ、無理もないことだけど」

　話しながら部屋を出る。

「私にだってあとがないもの。ここでしくじったら、海斗に嫁ぐ羽目になる。そりゃあ驚きの連続だったけど、もうあとには引けないわ。私も人生をかけてるの」

　話しながら廊下をドシドシ歩いていく。

　躊躇ったりときめいたり、驚いたり、切なくなったり。自分の感情をうまくコントロールできないでいた。

　奏多さんといると私は少々おかしくなる。これも惚れてしまったからなのか。

　中野さんを好きだと思っていたときは、もう少し冷静だったのに。

「奏多さんといると、なぜだかうまくできないことが多くなるのよ。普段の私らしくいられないのよね。パニックになっちゃう」

　ぼそっと呟くように言うと、彼は私を振り返ってニヤリと笑った。

「あれ。まさか俺を意識してる？　早くも俺の魅力に気づいてしまったのか」

　私は顔から火が出そうな思いで彼を見た。

「なっ！　そんなはずない！　きっと初めてのことばかりだから緊張の連続なの！」

　彼の言葉を全否定する。

　すると彼の顔から意地悪な笑みが消えて、悲しそうな表情になった。

「違うの？　てっきり俺のことを好きになったのかと思ったよ。変身した自分を一番見せたい相手は、俺じゃなくて幼なじみの彼なのか？」

「えっ……。あの、そんなことは」

「本当は俺のためじゃなくて、彼に釣り合うようになりたかったんじゃないのか」

　彼の予想外の反応に私は、どう答えたらよいものかわからなくなる。

　もしも私が好きだと告げたなら終わってしまうはずなのに、どうしてそんなことを言うのだろう。

　しばらく微妙な沈黙が続いたあと、大きな扉の前で足を止めた。

「いよいよこの先はパーティー会場だ。最後のチャンスだよ。やめるなら今しかない。幼なじみの彼にその姿のまま会いに行くか？」

　そう尋ねる奏多さんの瞳の奥に、嫉妬の炎が燃えているような気がする。だけどさすがにそう考えるのは図々しいと思い直し、その気持ちを打ち消した。

「違うわ。そんなこと考えてもみなかった。海斗に会っても〝馬子にも衣裳〟だと言われるだけよ」

「そう、よかった。もしも本当に幼なじみの彼のところに行かれたら、今日の俺はとんだピエロになるところだったよ。彼を呼ばなきゃよかったと死ぬほど後悔する羽目になる」

　彼は楽しそうな表情に戻って言った。

「彼を呼ぶ？　誰のこと？」

　私が聞き返した瞬間、奏多さんは目の前の扉を勢いよく開いた。

　天井からぶら下がる、キラキラと光る大きなシャンデリアがまず目に飛び込んできた。眩しくて思わず目を細める。

　私たちが開けた扉は、吹き抜けの二階部分に繋がるものだったようだ。

　赤を基調とした大きな花が描かれた、豪華な絨毯が足元に広がっている。

　眼下を見ると、目の前に広がる大きな階段の先の一階部分で、大勢の人がこちらを見上げていた。

「こっ……これは」

　驚きで身体が硬直したまま目を見開いた。

　私を品定めするような、人々の厳しい視線が全身に突き刺さるようだ。

　奏多さんは、私の耳元に口を当てるように身体を屈めると、小声で言った。

「君は今、俺の婚約者としてここに立っている。俺に愛されているのは自分なんだと自信を持って。俺が君じゃなくてはならないと、君を必死で口説いたのだと」

　彼を見ると、彼は私の頬に軽くキスをした。

「きゃ……」

「驚いた顔をしちゃダメだ。堂々として。笑って」

　一瞬顔が引きつったが、もう一度気を取り直して私は人々のほうを見た。

　もちろん知った顔などはない。だけど、誰もが私の存在を歓迎していないことはわかる。

「さあ、行こう。俺たちの未来の第一歩だ」

　差し出された手を掴み、私は彼のエスコートで階段を下りた。そんな私たちの様子を見つめる人々は、百人はいるだろうか。

　誰もが皆正装で、これは本格的なパーティーなんだとあらためて思う。

　その中にいる若い女性のグループが私を睨む表情は、『どうしてあんな子が』とでも言いたげで、まるで汚いものでも見るようだ。

　だがそんなことは気にならなかった。私は雲の上を歩いているような、ふわふわして実感がない気分で奏多さんの隣にいた。

　初めて味わう優越感と緊張感。自分が別の誰かに生まれ変わったように感じる。

　まるで本当に、奏多さんに心から愛される幸せな女性であると錯覚しそうになる。ときおり私を振り返る彼があまりに優しい顔をするから、ますますそう勘違いしてしまいそうだ。

　階段を下りきったあと、伊吹さんが奏多さんにマイクを手渡した。

　奏多さんは周囲をサッと見回してから、マイクを片手に話しだす。

『月島グループ各社の皆様、ならびに月島一族の皆様。今夜はお忙しい中、私事でお集まりいただきまして、ありがとうございます。今日は皆様にお伝えしたいことがあります。日ごろより、私が良縁に巡り合えないのではないかと、これまでに多くの方からお気遣いをいただきました。それは大切な娘さんやご親戚のお嬢さんを、私の妻にと申し出てくださったことです』

　私はドキドキしながら、繋いでいる彼の手をギュッと握っていた。

『ですが今夜は、私にとって大切な女性を皆様に紹介させていただく機会を持つために、親睦会を兼ねてこの会を開催いたしました。彼女の存在を知っていただくことで、今後一切の縁談をお断りするためです』

　奏多さんが私と繋いでいる手をすっと前に出し、私の足が彼の前に一歩動く。

　ざわつく場内にお構いなしで彼は私に微笑んだ。

「さあ、瑠衣。自己紹介して。君のことを皆に知ってもらわないと」

　私は彼に頷いてから正面を向いた。

「有森瑠衣と申します。奏多さんと結婚のお約束をいたしました」

　声が震えないようにゆっくりと話す。

「あなたはどちらの会社の方ですか。お父上はどちらの社長さんですか」

　ひとりの男性がこちらに向かって声を張り上げた。

　奏多さんとその男性を見る。

「失礼ですが、あなたとＣＥＯとの婚姻によって、我がグループにはどのようなメリットがあるのですか」

　その男性の鋭い目つきと私の目線がぶつかった。

　初老と思われる彼は、グループ会社の社長のひとりだろう。

「私は月島グループの従業員です。本社で受付をしています」

　嘘は言えない。批判を覚悟で開き直った。

　奏多さんは私を守ると言った。それを信じるしかない。

「ただの社員ですか？　だったら私は認めるわけにはいかない。この婚約については、役員会で話し合う必要があります」

　彼がそう言い放つと、周囲からパラパラと微かに同意の拍手が起こる。

　それはいつしか、大勢の人たちの拍手となった。彼らはお互いの顔を見合わせ、大げさに頷き合う。

　奏多さんの話は本当だった。

　結婚が自分の意思でできないなんて。会社にとってのメリットで考えるなんて。

　この人たちは奏多さんの人生を、なんだと思っているのだろう。普通じゃない。

『言いたいことはそれだけですか』

　そのとき、奏多さんが彼に向かってマイク越しに言った。

　拍手が止まり、皆の視線が奏多さんへと移る。

『あなたに彼女を認めていただかなくても構わない。私もあなたを認めなければ済む話だ』

　低い声でそう話す彼を見上げる。

　彼は周囲を見回しながら、はっきりとした口調で言い放った。

『今まであなた方の言い分は、可能な限り聞いてきたつもりです。だが今回ばかりは、私の思った通りにさせていただきます。杉すぎ田た社長。前言撤回するならば今しかないが、どうされますか』

　睨むように杉田社長と呼ばれたその男性を見る奏多さんは、ＣＥＯとしての険しい顔になっている。

『ご意見を変えるつもりがないならば、あなたには今すぐにここからご退場いただこう。同時に御社との契約は、今をもって切らせていただく。彼女を認めないならば、あなたは月島の名を語ることはできない。もちろん、途中解約の違約金はお支払いしますよ』

　会場が凍りついたように静まり返る。

「ま、待ってください。私はただ、今後のグループのことが心配だったので――」

『あなたにご心配いただかなくてもいい。私の結婚によってもたらされるメリットなどなくても、困ることなどありません。グループの未来を案じるのは私の役目です。杉田社長、ご自分の立場をおわかりですか。あなたが私に意見するということは、御社の今後に大きく影響することを』

　誰ひとり、口を開く者はいない。

　私も驚きながら、彼を見たまま黙った。

『今さらだが覚えておかれたらいい。グループの最高責任者は私なのだということを。先ほどの話を実行されたくなければ、どうか考え直していただきたい』

　私をお姫さまのような気分にさせてくれる彼と、グループの人々に厳しい顔を見せる彼が頭の中で重ならない。

「も、申し訳ありません。出すぎたことを申しました。どうかお許しください」

　はっきりモノ申され、がばっと頭を下げて詫びる杉田社長の様子を、奏多さんは冷ややかな目で見下ろした。

　そのまま無言でマイクを伊吹さんに返すと、彼から顔を背けて歩きだす。

「月島ＣＥＯ！」

　奏多さんはその呼びかけには答えない。私の肩を抱き会場の中心へと向かう。

「奏多さん、あの人は？　あのままでいいの？　なにか言ったほうが」

　頭を下げたまま奏多さんの返事を待つ男性を見ながら、彼に小声で言う。

「別にいいんだよ。話の通じない人は嫌いなんだ。自分の意見を押し通そうとする人もね。いい機会だ。彼の考えていることなど通らないって、皆にわかってもらうよ。考えを変えないようなら、彼の進退は今後考えるよ。処罰を含めてね」

　そう答えた彼の手を引っ張り、私は彼を立ち止まらせた。

「処罰ってなに？　それはダメよ。人の人生がかかってるのよ。話し合いで済むでしょ？」

　私は怒って彼に訴えた。たったひと言意見しただけで、人の人生が危機に晒されるなんてあり得ないことだ。

「じゃあこの先、ほかに君を貶めるやつが現れたら？　身の危険だってないとは言えないんだぞ？　君のためでもあるのに」

「そんなこと頼んでない。身の危険が必ずあるとも言えないわ。世の中は悪い人ばかりじゃないの。あなたは知らないかもしれないけど、応援してくれる人だっているはず」

　私の言葉に奏多さんも怒って反論してくる。

　人を疑うことで身を守ってきた彼に、どう言えば伝わるのだろう。話し合わずに押し通すだけでは、決して円満にはならないのだと。

「君は人が良すぎないか？　身の危険を感じた経験がないから、そんなことが言えるんだよ」

「あなたが厳しすぎるの。話し合ってから案じるのでも遅くはないわ」

「瑠衣になにがわかるんだ」

　場内の注目を集めたまま私たちは言い合う。

　急にケンカを始めた私たちに、皆は驚いた顔をしている。私たち以外、誰も言葉を発する人はいない。

　いけない、やめないと。そう思うが、引けない気持ちが勝る。

　あの男性の今後が、たったのひと言で、私のせいで苦しいものになるなんて間違っている。

　そもそも私たち自体が愛し合っていると嘘をついているのに、どうして他人を責めることができるのよ。

　そう思う気持ちが止まらなかった。

　睨み合う私たちを、周囲は固唾を呑んで見つめる。場内は異様な静けさに包まれていた。

「ふ……っ。あはは」

　そのとき急に聞こえた笑い声。

　私は会場の隅を見た。皆もそちらに注目する。

　人垣の奥に、楽しそうに笑う長身の男性がいる。

「お見事。さすがは奏多の心を射止めた人だ。奏多も瑠衣さんにはタジタジだな。いやぁ愉快だ」

　笑い続ける彼は私たちと同世代だと思う。顔や雰囲気が、奏多さんによく似ている気がする。

「龍りゅう、来てたのか。なんで」

　奏多さんが彼に言う。

「来ちゃダメなのか？　お前の婚約発表だなんて面白いイベントを、俺が見逃すはずないだろ。伊吹に今日だと聞いて、スケジュールを調整したんだよ」

　彼は笑うのをやめてこちらに向かい歩いてくる。

「お前は呼んでないよ」

　奏多さんが呆れたように言うと、私たちの目の前に立った彼が私をじっと見つめた。

「へえ。今までと違うタイプだな。奏多にここまで言える女は初めてだ。奏多もずいぶんと素を見せてるようだし。いいんじゃない、結婚すれば。どうせ反対しても無駄だろ」

　背の高いふたりの男性に囲まれ、私は上を見た。

　顔がよく似ていてまるで双子みたいだ。

　明らかに違うのは、奏多さんの黒髪に対して、彼は透き通るような茶色の髪だということ。

「杉田社長、もういいよ。瑠衣さんが許してくれるってさ。もうふたりの婚約を、認めざるを得ないよね」

　龍さんと呼ばれた彼が、先ほどの男性に言う。

「はっはい、もちろんです。ありがとうございます」

　先ほどとは打って変わって、彼はにこやかに答える。そしてそのあとすごすごと奥に下がっていった。

「お前、なにを勝手に――」

　奏多さんが言いかけると、龍さんは奏多さんにパチッとウインクをした。

「もう解決したからいいじゃないか。あんまりしつこい男は、瑠衣さんに嫌われるよ。ね？　瑠衣さん。終わったことをいつまでもくどくど言う男は嫌いだよね」

　私は唖然として彼を見た。

「ああ、そうか。俺が誰だかわからないんだね。俺は月島龍。奏多の従兄弟だよ。月島観光の責任者だ。グループのホテルやリゾート全般を管理している。この船も月島観光のもので、俺が管理してるんだ。奏多は気が利かないな。紹介くらいしてくれよ。相変わらず俺の扱いが雑だな」

「従兄弟……ですか」

　奏多さんが龍さんに促されて、ため息まじりで言う。

「龍は母方の従兄弟で伯父がアメリカ人なんだ。観光業の拠点がアメリカだから向こうに住んでる。一応、月島観光の社長だよ」

　ぼんやりとふたりを見比べていた私だったが、ハッとなり慌ててお辞儀をした。

「有森瑠衣です。よろしくお願いします」

　セレブの集まりだということはわかっていたが、やはりスケールが違う。社長クラスの人しか、ここにはいないのだとあらためて思う。

「こちらこそよろしくね。いやー、かわいいな。こんなタイプの女性もいいね。清純そうで新鮮だわ。瑠衣さん、気に入ったよ。奏多はやめて俺にしない？　俺だったら、こんな品評会みたいなことに付き合う必要もないよ」

　驚いて顔を上げ、龍さんを見る。冗談なのか本気なのか、その表情はにこやかで読み取れない。

　ただひとつ言えるのは、顔は似ているが奏多さんとはずいぶんと違うタイプだということだ。

　私たちがそんなやり取りをしているうちに、会場には軽やかな音楽が流れ始めた。人々がぞろぞろと、階段下からフロアへと移動を始めている。

　中には私たちを見たまま立ちすくんでいる人もいたが、先ほどの奏多さんの態度を見たせいかなにも言ってはこない。

「お前はすぐにそういうことを言う。瑠衣はダメだよ。俺のだから」

　奏多さんが龍さんを見て顔を歪める。

「そんな必死になるなって、社交辞令だよ。奏多は本当に瑠衣さんが好きなんだな。面白すぎだろ」

「そういうことじゃないだろ。瑠衣が驚いているから言ってるんだ」

　龍さんは奏多さんをからかうような口調だ。

　ふたりの会話を聞きながら、私はどんな顔をしたらよいのかわからなくなっていた。

　そのとき、背後からふと強い視線を感じた気がして、ふたりから目を逸らして後ろを見た。

「なっ……？」

　階段の横にじっと立ち、私を睨むように見つめている男性。

　彼を見間違えるはずなどない。小さな頃からいつもそばにある顔なのだから。

「海斗……。なぜ」

　私の呟きに、ふたりも海斗を見る。

「誰？　見ない顔だな」

　龍さんが私に言うが、驚きでなにも言えなかった。

「彼はスペシャルゲスト。今日のパーティーの、もうひとつの目的だよ」

　奏多さんが私の代わりに答えた。

「近いうちに彼に挨拶すると言ったよね？　まずは彼の気持ちをなんとかしないと、今になって君をさらわれても困るから」

「だからって……どうしてここに」

　展開が急すぎて心の準備ができていない。

　近いうちに海斗とは婚約解消の話をすることになると、漠然と思ってはいたが、それがまさか今だなんて。

「海斗は海外出張のはずじゃ……」

「今日のためにチームは現地に残して、彼だけ帰国してもらった。業務に影響がないよう配慮したから心配ないよ」

　奏多さんにできないことはない。彼が私たちの勤める会社の総帥なのだから。

「ねえ奏多、話が見えないんだけど。彼は誰なんだよ」

　私たちのやり取りを聞いていた龍さんが、しびれを切らしたように言う。

「彼は……瑠衣の幼い頃からの婚約者だ。偶然にも月島グループに勤めていた。俺にとっては好都合だったよ。こうして最高の別れを演出できるからね」

　奏多さんがにっこりと笑うのを、龍さんとふたりで見る。

「マジかよ。お前、婚約者がいる女を奪ったわけ？　なんなの、その熱い展開は。らしくねぇ。黙っていても女が群がってくるくせに。なんでよりによって人のものを」

　先ほどから面白がっていた龍さんだったが、奏多さんの説明に、さすがに笑うのをやめた。

「俺は欲しいものはすべて手に入れる。それが誰かのものであっても奪えばいいだけだ。お前もそう思うだろ。自分が間違っているとは思わない」

　小声で話す奏多さんの話に、龍さんはなにも言わなかった。

　だけど、本当に彼が欲しいものは私ではない。彼の未来に渡っての、結婚にとらわれることのない自由だ。龍さんはもちろん事実を知りはしない。私と奏多さんが愛し合っていると思っている。

　ふたりの会話を聞きながら、私はただ海斗の鋭く光る視線を見つめ返していた。




　たくさんの人が会場に優しく響き渡る音楽に合わせて華麗にステップを踏む中、私たち四人は互いの顔を見たまま張りつめた空気を纏い黙り込んでいた。

「月島社長」

　私と奏多さんの隣で、龍さんを呼ぶ男性の声がした。

「接待のお時間が迫っております。そろそろ退出いたしませんと、先方をお待たせしてしまいます」

　彼は秘書だろうか。申し訳なさそうに告げる。

「ええ？　もうそんな時間なのかよ。今からが面白いのに」

「ですが……」

「わかってるよ。仕事だから仕方ないね」

　ふたりの会話を聞きながらも、そちらを見ることはできない。私は海斗から目を逸らせないでいた。

「じゃあ、瑠衣さん。またね。これからの展開については後日まとめて聞くよ」

　私の肩に手を置いて龍さんが言う。

　私は海斗を見たままの状態で微かに頷いた。失礼だとは思ったが、それが私にできる精いっぱいだった。

「龍。アクティブトラベルの商談なら決裁は下りてるから。思いきりやってくれ」

「ああ、任せて。その代わり、この状況がこれからどうなるのか、ちゃんとあとで教えろよ」

「わかったよ。商談、期待してるよ」

　奏多さんと龍さんは、今起きていることに動じてはいないかのように軽く会話をする。そのあと龍さんは、足早に去っていった。

「……さて。じゃあこちらも本番といきますか」

　奏多さんが私の肩をグッと抱いて身体を密着させてくる。

「どうしよう。海斗になんて言えば……。なにも考えていないわ」

　海斗の怒りに満ちた、燃えるような目が私を捉えている。

　彼の気迫に、正直私はたじろいでいた。

「俺の存在を忘れてない？　話をつけるのは君じゃなくて俺だよ。瑠衣は黙って見ていたらいい。なにも言わないで、ここにいてくれるだけでいい」

　奏多さんが私の耳元で囁きながら、私の肩を抱いたまま歩く。

　私は気が進まないながらも彼の動きに従った。

「長澤海斗さん、初めまして。……というのはおかしいか。いつもお疲れさま。月島ホールディングスＣＥＯの月島奏多です」

　海斗の目の前に立ち、奏多さんがにこやかな声で海斗に言う。

「住建、営業二課の長澤海斗です。お初にお目にかかります」

　海斗はそれだけ言うと、営業マンらしくきちんとお辞儀をした。そのあと顔を上げて奏多さんを見る。

「とりあえず……言いたいことがあるならば聞くよ。今日ばかりは無礼講だ。君がなにを言っても、仕事には影響しないと約束しよう。遠慮なく言って」

　黙ったままの海斗を挑発するように、奏多さんが言った。海斗は俯いて軽く深呼吸をすると、奏多さんをまっすぐに見た。

「月島ＣＥＯ。ではお言葉に甘えまして、遠慮なく失礼を承知でお尋ねいたします。今俺が見ているすべてのことは、果たして事実なんでしょうか。真実でないならば、このような冗談は今すぐに取りやめていただきたいのですが」

　奏多さんは待っていましたとばかりに、にっこりと余裕のある笑みを浮かべた。

「こんなに大がかりなイベントを意味もなくやるほど、俺はあいにく暇じゃないんだ。俺は君の婚約者である瑠衣さんと結婚の約束をしてる。それを君に伝えたくて、今日はここに来てもらった」

　海斗は奏多さんを睨むように見て黙っている。

　彼が今なにを感じているのか、その表情から読み取ることはできない。

「俺は回りくどいのは嫌いなんだ。申し訳ないが、単刀直入に言うよ。長澤くん、彼女との婚約を白紙に戻してもらいたい」

　はっきりと告げた奏多さんの顔からは、もう笑みは消えている。

　奏多さんの挑発的な言葉になにも言わない海斗を、私は食い入るように見つめていた。

　どうしてすぐに返事をしないのだろう。私と奏多さんが婚約し、海斗との関係を清算することは海斗にとっても好都合なはずだ。

　ひと言「そうする」と言うだけで、嫌々だった私との結婚から逃れられるのに。好きでもない相手と無理やり結婚させられる運命を、海斗は私とともに背負ってきたのだから。

　ずるずると引き延ばしてきたのは、婚約破棄をするタイミングが悪くて両親に説明する理由もなかっただけ。これまで彼は常に、私に対する不満を口にしていたのだ。

「すみませんが、婚約解消は……できません」

　海斗がポツリと言った瞬間、私は驚いて目を見開いた。

「君は瑠衣を好きではないんだろう？　彼女からはお互いに嫌々だと聞いている。君にとっても好都合な話だと思うが」

　奏多さんが言うと、海斗は静かに話しだした。

「自然しかない山あいの土地で……俺はいつも瑠衣と一緒にいました。結婚するのだと親に言われたとき、驚くほどに自然とそれを受け入れた。嫌だと感じたことなどありません」

　私と奏多さんは、黙って海斗の話を聞いた。

　目の前で語る彼は、今まで知っている海斗ではない。初めて聞く海斗の気持ちに、私は驚きを隠せず、両手を口に当てて彼を見つめる。

　私たちはそれほどまでに、これまでお互いの本音を話してこなかった。彼がそばにいて当たり前の日常の中で、その機会を逃していたのかもしれない。

「瑠衣は大人になるにつれてどんどん綺麗になっていきました。そんな彼女を誰かにさらわれるのではないかと不安で、ほかの人を好きになろうと必死になったこともありました。気持ちを隠して必要以上に瑠衣に冷たくしていたのは、気持ちを悟られたくはなかったからです。だけどいつも瑠衣のことを見ていました。俺が嫌々結婚するのだと思われても、無理はないです」

　まったく気づけなかった彼の本心を初めて知る。

「君はこれまで……彼女に近づく男を排除してきたんじゃないのか？　これはあくまで俺の想像だけど」

　奏多さんを見る。

　排除してきた？　どういう意味か、私にはよくわからない。

「瑠衣に恋愛経験がないと聞いて、君がそれを邪魔しているような気がしたんだ。瑠衣はかわいいし、男が放ってはおかないだろうからおかしいなってね」

　奏多さんの言葉に、さらに驚く。

　ずっと自信がなかった。

　周りの女の子が当たり前に愛されるのに、私にだけ王子様は現れなかったのだから。

「それなら初めから、気持ちを言ってくれたら――」

　私が言いかけると、海斗は私を睨んだ。

「瑠衣が俺を好きじゃないことはわかってた。田舎の呪縛から逃れる勇気がないことも。俺が好きだなんて言ったら、お前は逃げだすに決まってるだろ」

　絞り出すような声で話す海斗を初めて見た。

　いつも自信家で、私を斜め上から見下ろす彼しか知らない。

「気のないフリをして成り行きに任せるつもりだったんだ。結婚してから気持ちを告げようと決めていたから。ずっとそばでお前を見守っていたのに。まさかこんなことになるなんて思いもしなかった」

　海斗はずっと私を想ってくれていた。

　だけど私は彼と同じ気持ちにはなれない。それだけははっきりとしている。

　言葉を探して黙る。

　どう言ったら、海斗をできるだけ傷つけずに済むだろう。それは不可能なことなのに、必死で考える。

「そうか、やっぱりね。長澤くん、そんな方法じゃ瑠衣を何年想っても彼女は振り向いてはくれないんじゃないかな。君は彼女に拒絶されるのが怖くてずっと逃げてきた。それなのに、都合よく彼女を自分のものにしようとしてる」

　奏多さんが真剣な顔で海斗に話す。

「肝心なことを伝えないで、成り行きで彼女が手中に収まるのを待っていた。瑠衣の気持ちなんかはお構いなしで、自分の欲望だけを優先してきたんだ。結婚してから気持ちを伝えるのではなく、好きだから結婚したいと言うべきだったんだ」

　海斗がそんな奏多さんに向かって、急に声を張り上げた。

「そんなつもりはなかったんです。俺は自分の気持ちには正直に向き合ってきました。瑠衣と結婚するつもりでずっと生きてきた。瑠衣を守るために、安定した生活を送ってもらうために仕事も精いっぱい頑張ってきました。常に自分を高めてきたんです」

「君はわかっていない。瑠衣が幸せになれる条件は、結婚相手を心から愛することだ。独りよがりな愛情は、結果的に彼女を不幸にする。たとえ君がどれだけ瑠衣を好きでもね」

　奏多さんは隣にいる私を見下ろした。

「君の幸せは、君自身がつくるものだ。彼に色々文句を言われながらも、離れるきっかけがなくて一緒に過ごしてきた日々は、瑠衣を幸せにはしなかったんだよね。だけど今、君は彼の本当の気持ちを知った。君はこれからどうしたい？　彼と生きていくなら、このまま行けばいい」

　奏多さんに尋ねられて、その目を見つめ返す。

　嘘で固められている私と奏多さんの関係は、本当ならばここで終わらせたほうがいいに決まっている。私たちにふたりで手を取り合って歩く未来はない。

　いつか必ず訪れる別れを、無傷で受け入れられるはずなどないのだから。

「私は……」

「瑠衣が長澤くんのところに戻るならば、俺は君を追わない。ここからは君が決めていいんだ。君の人生だからね。俺との出会いが本当の気持ちを知るきっかけになったなら、俺たちが出会った意味はある。たとえここで終わってもね」

　奏多さんはそう言って極上の笑顔をみせる。

　私を好きだと言った成り行きの婚約者と、私に愛情を持たない偽りの婚約者。

　答えは明白だ。

　幸せになりたいならば、どちらを選べばいいのかは目に見えている。

　問題なのは私の気持ちだ。

　たったの数日間で、長年そばにいた海斗には抱けなかった気持ちを、私は奏多さんに対して感じている。

　彼の口から紡がれる優しい言葉の中には、演じているものも多いだろう。彼の本心はわからない。

　だけどわずかな時間で、彼は私をお姫様のように扱い、その魅力を見せつけた。

　もしもここで終わっても、意味があると言って、自分のことよりも私の幸せを優先した。

　この状況で、奏多さんに心を奪われないで済む女性など果たしているのだろうか。

「私は……海斗とは結婚できない。あなたは大切な人だけど、これまでもこれからも、愛することはないわ」

　海斗の目を見て言う。逸らさずに真っ直ぐに。

「月島ＣＥＯが……そんなに好きなのか。ずっと一緒にいた俺よりも」

　悲しげな表情をする海斗に尋ねられ、私は素直に頷く。

「ええ。奏多さんを愛してるの」

　隣で聞いている奏多さんは、今の私の告白が本心だということを知らない。うまく演技をしていると思っているはずだ。

　だけど私は、胸に溢れる想いを抑えきれなかった。海斗には、私の気持ちに偽りがないと伝わっただろう。

　彼ほど私を理解している人などいないのだから。

「わかった。俺の……完敗だな」

　私はわかっていた。海斗が食い下がるようなことはしないと。

　いつだって堂々としていて自信を持っている。だからこそ、悪あがきなどはしない。奏多さんのような人に盾突くような真似は決してしない。

「瑠衣、嬉しいよ。生涯をかけて君を大切にするから。約束する」

　奏多さんに言われ、彼を見上げて微笑んだ。

　この甘い愛の囁きには、嘘しかないのだとわかっている。それでも私にとっては夢見るような幸せに感じられるのだ。

　奏多さんと別れた暁には、海斗はおそらく面白そうにほくそ笑むだろう。

『やっぱりバカだな、お前は。初めからわかれよ。月島ＣＥＯみたいな人にとって、お前なんかはただの遊びに決まってるだろうが。だから俺が、お前をもらってやるって言っただろ』

　そのときの海斗のセリフまでもが頭に浮かぶ。それほどまでに私たちは親密だった。

　だけどもう、海斗は私のそばからいなくなる。

　後悔したりはしない。自分が選んだことなのだから。

「長澤くん、本当にすまない。君の存在を知っていながら、瑠衣を愛してしまった。彼女がいないと……俺はこの先を歩いてはいけないから。俺には彼女が必要なんだ」

　奏多さんの嘘がうますぎて、私はまたしても頭がぼんやりとしてくる。

　私を見つめるその艶やかな視線が、本物だったらいいと心から願ってしまう。

　海斗はなにも言わずに私たちに背中を向けると、出口に向かって歩きだした。

「海斗。素敵な彼氏を紹介したけど、かわいそうだから土下座は勘弁してあげるわ」

　私が彼に向かって言うと、彼はゆっくりと振り返った。

「バカ。調子に乗るなよ。初めからそんなことをするつもりなんかないんだよ。真に受けやがって」

　いつもの睨むような視線と、意地悪な言い方。言われて悔しいはずなのに、いつもと変わらない彼の態度に、少し安堵する。

「バカは海斗でしょ。悔しかったらあなたも早く彼女をつくりなさいよ」

「お前に心配なんかされなくても、俺はお前と違ってモテるんだよ。彼女候補が列をなして待ってるからな。痛くもかゆくもないね」

　いつもと変わりないやり取り。

　次にこうして言い合うのは、いつになるだろうか。

「いつも大げさなのよ。そう思っているのは自分だけだと、早く気づけたらいいわね」

「自意識過剰はお前のほうだ。今に痛い目に遭うからな。覚えとけよ」

　そこまで言うと、彼は再び前を向いて歩きだした。振り返らずに、軽く片手を上げてから会場を去っていく。

「妬けちゃうなぁ。彼は瑠衣にそんな顔をさせちゃうんだね」

　海斗の背中を見送る私に奏多さんが言う。

「え……？」

　気づけば私の目からは、涙がぽろぽろとこぼれ落ちていた。

「……大丈夫か？　これでよかったの？」

　奏多さんが心配そうに尋ねてくる。

「いいの。奏多さんがいてよかった。最後に海斗と言い争う最悪な事態にならなかったから。彼は本当にプライドが高いから、私だけだったらこんなにあっさりと納得しなかったわ」

　涙を手のひらで拭いながら奏多さんを見上げる。

　無理に笑う私を、奏多さんはそっと抱き寄せた。彼の胸に包まれ私は目を閉じる。

　この温もりが偽りであっても、私は奏多さんを求める。そんな自分を抑えきれない。

「無理しないで。悲しいなら泣いていいから」

　耳を掠める優しい声。ずっとこうして聞いていたいと願う。

　この先もあなたを好きでいられるのなら、なんだってするのに。どうして本心すら言えないんだろう。

　納得して始めたはずの関係なのに、そんなことを考えてしまう。

「ねえ、踊ろうか。少しは仲のいい様子を見せておかないと。フロアの中央に行けば目立つから、注目を集められる」

　彼が私を抱く手の力を緩め私の目を見る。

「踊るですって？　無理よ、ダンスなんてできないわ。したことないもの」

「いいよ、うまくなくても。俺がリードするから」

　私の手をそっと握ると、彼はダンスフロアへと歩きだす。

「奏多さん。無理だってば」

　私の声に反応せずに彼はずんずんと進んでいく。

　私たちの行く手にいた人たちが、さっと脇に逸れ道を開ける。私と奏多さんは、ダンスフロアの中央に立って向かい合った。

　奏多さんが言った通りに、周囲からの視線が私たちに集まっている。

「無理だと言ってるのに。後悔するわよ。あなたも一緒に恥をかくんだから。転んでしまうかもよ？」

　小声で抗議する。

「君が転びそうになったら、身体ごと抱き上げるから大丈夫だ。そうなったら、キスでもしたほうがいいかな。そしたら誰も俺たちの関係を見破れない。そう思わない？」

　彼の返事に驚いて、なにも言えない。そんな私の反応を楽しむように、彼はニヤリと笑う。

「君が俺の花嫁なんだと見せつけないとね。なんと言っても君は、俺が決めた最愛の女性なのだから」

　そのとき、隅のほうで演奏していた楽団が急に曲調を変えた。軽やかなワルツが会場に響く。

　奏多さんは私に軽く頷くとステップを踏み出した。

「えっ」

　私の身体はふわりと彼に寄せられ、彼のリードでダンスが始まる。

「うわっ……きゃ」

　くるくると身体を回され、私は彼があやつる人形のように動いた。

「待って、待って。どうしたらいいの」

「あはは、そうそう。うまいじゃない。それでいいよ」

　彼は楽しそうに笑う。

「奏多さんが勝手に回してるんでしょ。目が回るぅ」

　私は必死になって彼の動きに合わせようとした。

「一点を見て。なかなかいいよ、わははは」

「いいって言いながら笑ってるじゃない」

　そう言いながらも、私も次第に楽しくなってきた。

　運動神経は悪くはないと自分では思っている。もしかしたらダンスの素質があるのかもしれない。

　軽やかに舞う私たちを見つめる大勢の目。どう見ても若い女性が多い。

「あの人たちは皆、奏多さんの婚約者候補なの？　彼女たちの視線が私に刺さるんだけど」

　奏多さんに尋ねると、彼はふと周囲を見てから私に視線を戻す。

「おそらくそうだろうね。全部順番に紹介されたらたまらないよ。あとで顔と名前すら一致しない。俺が逃げたくなる気持ちがわかるだろ？　ああ、確かに視線が怖いな。目が合うと、それだけで捕まりそうだ」

　彼の言い方におかしさがこみ上げる。

「ふふっ。でも中には、タイプの人がいるかもしれないじゃない。順番に会う価値はあるかも」

「たとえそうでも、あの中から探す気にもならない。彼女たちの目的は会社だろうから。俺を見ているわけじゃなんんだ。それに、今の俺には、瑠衣しか見えてない。君が一番大切だ」

　彼の言葉の真意は、虫除けに私が適任だということだ。

　それをわかっているから、都合よく勘違いしたりはしないつもりでいるけど胸は高鳴っている。

「俺自身を理解してくれてるのは、瑠衣だけだと思うよ。君の前では、俺は一番素直でいられる」

「奏多さんと話してるとドキドキしてしまうわ。勘違いする言い方はやめてと言ったのに」

　ターンをして身体を回す。

　彼のほうを向いた瞬間、私は彼にギュッと抱きしめられた。足の動きが止まる。

「奏多さん……？」

「俺は前に勘違いしてもいいと言ったよね。……こうするともっとドキドキする？」

　彼の吐息が頬にかかる。

「やめて。皆が見てるわ」

「見せてるんだって。ねえ……こんなふうに君を抱きしめたら、俺を好きになりそう？」

　奏多さんが次々と仕掛けてくる甘い誘惑に動じないよう、私は必死で強がる。

「好きになれば終わるつもりのくせに。本気じゃないなら、そんなことは言わないほうがいい。私をバカにしてる？」

「まさか。尋ねているだけだよ」

　そのときふと思った。

　なぜだろう。彼の笑顔がぼやけて見える。

「瑠衣？　どうした」

　奏多さんが心配そうな表情に変わる。

　私は『大丈夫』と言うつもりで唇を動かすが、声が出ない。足元の感覚がなくなっていくような気がする。

　ここへ来るまでに飲んだワインがいけなかったのかもしれない。それとも、いろいろなことが一気に起こり気持ちがついていかなかったのかも。

「瑠衣！」

　彼が私を呼んだのを最後に、私の記憶は途絶えた。
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　瑠衣を抱き上げたまま、船内の廊下を歩く。

　力の抜けた彼女の身体は小さくて軽い。華奢で守ってあげたくなる女性だ。

　俺の腕の中で、目を閉じたままの彼女の顔をまじまじと見つめる。

　ほんのりと赤い頬と、長く伸びた睫毛。滑らかな肌は透き通るほどに白い。

　彼女の婚約者であった長澤が、いつか誰かにさらわれるのではないかと不安に思いながら、彼女の隣で気を揉んできた気持ちがわかる。

　見たままの事実しか信じていないような素直で無垢な彼女は、彼の気持ちに気づかなかった。俺はそれに心から安堵していた。

　これまでに抱いたことのない気持ちが沸き起ってきて戸惑う。

「医師を呼びますか」

　背後から伊吹に言われ、俺は首を軽く振る。

「いや、大丈夫だろう。もしなにかあれば言うよ」

　ダンスのあと、急に倒れ込んだ彼女の半身をとっさに抱き上げた。

　必死になって平静を装っていた瑠衣の心は、酔いと緊張で極限まで追い込まれていたようだ。

　倒れた彼女を抱えて、迷わず会場をあとにした。

　一瞬は慌てたが、彼女が微かに寝息を立てているのに気づき、部屋へと連れていくことにしたのだ。

「私は近くで待機しています。ご用があればお呼びください」

　伊吹が立ち止まって言う。

「悪いな。ありがとう」

「礼には及びません。当然のことです」

　相変わらずの無表情で彼は答える。

「その話し方はやめろって。俺たちの仲だろう。ふたりのときは普通でいいから」

「私は普通に接しておりますが」

　秘書という立場の者は、仕える相手に感情を出してはならないものだと教えられる。

　伊吹は俺や龍とは違い、いつしか俺たちに仕える側の人間になるように育てられた。

　月島の直系子孫である俺たちと、遠縁にあたる伊吹の歩く道がいずれ分かれていくことを昔の俺たちは知らなかった。

　だからこそ、伊吹と従兄弟の龍とは、三人で仲のいい幼少時代を過ごしてきた。

　今となっては楽しく遊んだ日々も、遠い過去の思い出だ。あの頃に戻れないとわかっているが、少し寂しい気もする。

　瑠衣が過去の自分たちを知ったらきっと『どうして。昔仲良くしていたのに、今になってなんでそんなによそよそしくなるの』と言われそうだ。




　個室に入り、瑠衣をそっとベッドの上に寝かせた。

　心地よさそうに寝息を立てる彼女を見下ろし、思わずクスッと笑ってしまう。

　彼女を見ていると、どうして誰に対してもあれほど素直に接することができるのか不思議な気持ちでいっぱいになる。

　俺がいつしか忘れ、過去に取り残してきたあらゆる感情を、彼女は失わずに大人になったのだろう。

　その頬に手を伸ばし、そっと触れる。

　出会った瞬間に偽装結婚を申し込み、お互いの利点だけを求めてここまで演じてきた。相手を好きになれば終わると決め、海外に渡る前には別れるつもりでいることを告げた。

　だが時間が経つにつれて、俺はいつしかとんでもない間違いを犯しているような気になっていた。

　瑠衣とともにいる俺のことを『らしくない』と龍に言われたが、実は一番それを感じているのは自分自身だ。

　人前で素直に自分の感情を出すことなど、何年もなかったからだ。

　長澤海斗を海外から呼び戻してまで、なぜ一刻も早く彼女から遠ざけたかったのか。

　これまでは呼ばれただけで憂鬱だったパーティーを、今回は自ら主催している。伊吹や龍が驚くのは当然のことだと思う。

「瑠衣、ごめんな。……君をこんなふうに追いつめるつもりじゃなかった。なにをそんなに焦ってるんだか、自分でもわからないんだ」

　小声で呟いてから、彼女に触れている手を離す。

　立ち上がろうとした瞬間、手をぱっと掴まれ、驚いて彼女を見た。

「謝らないで。ごめんなさい、うまくやれなくて……。最後まで持たなかったわ」

　うっすらと目を開けている彼女が、不安そうな顔で俺を見上げている。

「目が覚めたのか。気分はどう？　君は気を失ったんだよ」

　彼女は頭を押さえながら「大丈夫」と答えた。

　顔色が悪い気もするが、医師を呼ぶほどではなさそうだ。

「いや、上出来だったよ。少なくとも、俺に縁談の話はもうこないだろう。断る理由も明確になったし、本当に助かったよ」

　彼女が身体を横たえているベッドにそっと座る。

　掴まれた手はそのままだ。そっと離してから、再びしっかりと握り直した。なぜか離れ難い気持ちになったのだ。

「長澤くんには申し訳ないことをしたな。まあ薄々、彼の瑠衣に対する気持ちは気づいていたけど」

　俺の言葉に瑠衣は首をかしげる仕草をした。

「どうして会って間もない海斗のことがわかるの？」

　俺はフッと笑った。

「瑠衣がかわいいからかな。男ならば、離したくはないと思うんじゃないかってね」

「お世辞ばっかり。そんなに私を持ち上げなくても、逃げだしたりはしないのに。今、理想の婚約者を演じてもここにギャラリーはいないわよ」

　瑠衣は俺から目を逸らした。

「俺は思ったことしか言わないよ」

　彼女が言うようにすべてが演技で嘘ならば、心に吹き荒れるこの愛しさをどう説明したらよいのか。

　手を引いて瑠衣の身体をそっと起こし、彼女を座らせる。

　目の前で彼女をじっと見つめた。彼女もまっすぐに俺を見つめ返す。

　潤んだ瞳に艶やかな唇。見つめていると、そのすべてに触れたくなる。

「奏多さんは私みたいな女性が珍しいだけよ。花嫁候補の人たちは皆綺麗だったわ。美人を見飽きてるんじゃないの」

　そう言って、再び目を逸らそうとする彼女の顎を掴む。

「綺麗な女なんて確かに見飽きたよ。飾り立てているだけの女を見ても、俺の心にはなにも響かない」

　それだけ言うとそのまま唇を重ねた。

　ダメだと思えば思うほどに彼女に触れたくなる。手放すことを条件に入れた途端に、そうすることが惜しくなる。

「かな……んんっ……」

　瑠衣の吐息を掬うように舌を絡めていく。

　説明のつかないもどかしさが心を占めていくのを、息苦しく感じる。

　瑠衣を偽装結婚の相手に選んだことを、激しく後悔しそうだ。君の純真な心が、俺を捉えないはずなどなかったのだと。

　いっそ瑠衣に抱くこの気持ちを愛情だと認めてしまえば、俺は変わるのだろうか。

　そっと唇を離して彼女を見ると、驚いたような顔で俺を見ていた。

「どうして？　私は逃げだしたりはしないと言ったのに。終われなくなるじゃない。こんなキスはしないで」

　今にも泣きだしそうな彼女から目を逸らし、俺は立ち上がった。

「そうだね。君は逃げだしたりはしない。それは君自身のためになるからだ。これから出会うはずの愛する人と、未来を歩けるからだよ」

　認めるわけにはいかない。彼女は俺と同じ気持ちではないからだ。

　臆病だと自分でも思う。だが愛する気持ちも失った苦しみも、これまでに経験したことのない俺はどうすれば正解なのかわからないでいた。

「この先本当にそんな人が現れるのか、私には自信がないわ。未来をともに歩く愛する人というのは、奏多さんなのかもしれないと思ってしまいそうになるの。奏多さんはそう考えたことはない？」

「それは君次第だ」と言おうとしたが、あまりにも都合がいい気がしてやめた。

　好きになってはいけないと、初めに言ったのは俺のほうなのに。

「俺たちの始まりはあまりにも打算的だった。これは恋愛ではない。俺たちは目的を果たすための同士だ。その関係はきっと最後まで変わらないんじゃないかな」

　彼女を振り返り見下ろす。

「俺は疑似恋愛によって、君に男と接する方法を教えてあげるつもりでいた。それが恩返しだと思ってね。それくらいしか、君にしてあげられることはないから。それが本気だと思われてしまうと困る」

　もっともらしい言い訳は自分を守るための嘘だと、俺はすでに気がついていた。

「始まりはどうであれ、今は君が好きになったのかもしれない」だなんて勝手なことを、今さら言う資格など俺にはない。

「そっか。そうよね、奏多さんが私を本気で好きになるわけなんてないものね。なんの取り柄もない田舎娘じゃ、あなたほどの人が心を動かすはずはないし」

　俺は余裕のあるフリをして笑う。

「ははっ。田舎娘か。確かに君は素朴で純情だから、悪い男に騙されたりはしないかと心配だ。だから男に慣れてもらおうと思ったのかもね。そばから離れてしまったら、もう君を守れなくなるから」

　話しながら、自分の拳が震えてくるのをこらえる。

　いつか自分が彼女のそばにいられなくなることを認めたくはない。

　これでは、長澤と同じじゃないか。

「私はそんなに純真じゃないわ。大勢の人の前で、あなたの婚約者だと嘘をつくこともできたのよ」

　口を尖らせて言う彼女を見つめる。君は嘘をつくことが平気ではなかったからこそ、意識を失ったのだと強く言おうと思ったがやめた。

「あんなに華やかなパーティーなんて初めてで、ちょっと驚いてしまったの。いつもならば大抵のことでは動じないはずなんだけど。意識を失ったのは……海斗が突然現れたのもあるかも」

　彼の最後の笑顔でも思い出したのか、彼女が悲しげな顔になる。

「今になって後悔してないか？　彼に言った言葉を」

　尋ねると彼女は、首を横に緩く振った。

「彼の気持ちを知ったときは驚いたけど……海斗には幸せになってもらいたいの。愛してなんかいないのに、このまま結婚なんてできない。小さなころからずっとそばにいた、兄のような人なの。かけがえのない存在だからこそ、愛のある結婚をしてもらいたいの」

　まるで俺の気持ちを知る前から否定されたような気になった。

　彼女の中では、長澤ほどに大切な男など、これまでもこの先も現れないかのように感じる。

「そんなに彼が大事ならば、彼に許しを乞えばいい。すべては偽りだったと正直に告げれば、彼は君に戻るだろう。彼も君を誰よりも大切だと思ってるし、相思相愛じゃないか。俺のことはいいから」

　自分の中にある感じたことのない感情が爆発して、口から思ってもみない言葉が勝手に吐き出されていく。

「私は彼を愛していないの。相思相愛ではないわ。意味が違う。無責任なことは言わないで。私たちの過去をなにも知らないくせに」

　瑠衣は彼のために身を引く決意をした。彼の前から消えようとしている。幼い頃からずっとそばにいた長澤の存在を、もしかしたら永遠に失うことになるかもしれないのに、自分の気持ちを正直に貫いた。

　愛情を超えた絆がふたりの間に見え隠れしているようで、俺は冷静さを失いかけていた。

「俺との関係はすぐに終わる。彼はきっと君を離しはしない。永遠に続くだろう。どちらがいいかなんて、比べるまでもないことだ。答えは見えてる。彼のところに戻れよ」

　彼女を突き放すように言う。これではただの嫉妬だ。

　彼女の記憶の中にある彼の存在が、いっそすべて消えてしまえばいいとさえ思うほどの。

「……どうしてそんなことを言うの？　今さらずるいわ。偽装結婚のための芝居をしたことを後悔しているのは、奏多さんのほうじゃないの。会社にとってプラスとなる要素もないし」

　瑠衣は泣きだしていた。

　そんな彼女を見てさらに苛立ちが募る。

　俺は会社の話なんかはしていない。泣きたいほどに大切な相手ならば、初めから偽装結婚の計画に応じる必要などなかったのではないかと思っただけだ。

　自分がふたりを引き離したような錯覚に陥ってしまう。

　初めから瑠衣が応じなければ、俺もこんなわけのわからない気持ちに支配されずに済んだはずだ。そう言って彼女を責めたい気持ちを、必死で封じ込める。

「ちょっと出てくる。君はここで休んでいて。頭を冷やしてくるよ。俺たちは今、冷静じゃないからね」

　このままここにいたら、自分がまたなにを言い出すかわからない。

　それだけ言って足早に部屋を出た。廊下に出た瞬間、部屋のドアにもたれかかり額を手で押さえる。

「……余裕ないなぁ。なんでこんなことに」

　小声で呟き、頭の中を整理しようと考える。

　だけど瑠衣の顔がちらついてどうしようもない。

　ウェディングドレスを着たまま、俺の腹の上で座ったまま笑う彼女。受付で声をかけると、驚いて目を見開いた顔。ダンスのステップを踏むたびに、照れてはにかむ仕草。

　長澤の後ろ姿を見送っていた寂しそうな表情。

　そんな彼女の隣には必ず、彼女を愛しく思いながら見つめていた自分がいた。

　自分にこんな感情があるなんて知りもしなかった。

　廊下を歩き、彼女のいる部屋から遠ざかる。彼女から一旦距離を置き、一刻も早く冷静になりたかった。何事にも動じない自分に戻らなくてはならない。

　廊下の一角にある応接セットのソファに腰かけ天井を見上げる。

「奏多さま。いかがなさいました」

　突然伊吹が現れ、心配そうに俺に声をかける。

「君は本当に俺の動きに敏感だね。まるで影武者のようだ」

　嫌みのつもりで言ったが彼は動じない。

「ええ。私はいつでも奏多さまのおそばにおります。それが任務ですから」

　いつもと変わらない事務的な彼の献身ぶりにフッと笑う。

「いいよね。そうやって自分のすべきことを貫けるのは。俺にはわからなくて。瑠衣といると、俺は予想もつかない行動をする。……傷つけるつもりなんてなくても、気づけば泣かせてしまって」

　素直に胸の内を話す俺を伊吹は黙って見ていた。そんな彼に構わず話し続ける。

「彼女がどんな答えを言えば自分が納得するのかわからないんだ。瑠衣はいずれ俺の前からいなくなるはずだ。だけど今だけは大切にしたいんだ。そう思っているのに、なかなかうまくいかないよ」

　惚れたら終わりだと自分に言い聞かせるほどにうまくやれない。こんな俺を見て、伊吹はどう思うだろう。

　きっと無表情な顔のままいつものように、俺らしくないとでも言うのだろう。

「人は誰しも本当の気持ちを隠して生きています。あなたのような立場の方は特に、常に自由に振る舞えない状況に縛られています」

　ゆっくりと話し始めた伊吹を見る。その表情はいつもみたいに仮面を貼り付けたようなものではなく、ずいぶんと穏やかに見えた。

「そんな奏多さまが、瑠衣さまの前で感情を顕にする様子に正直驚きました。遠い昔に見て以来、あなたの素顔を見たのは久しぶりのことでした」

　俺は驚いた。

　伊吹が過去の話をしたのは、秘書になってから初めてだったからだ。

「奏多さまは瑠衣さまには本音で話せています。瑠衣さまに心を許しているのです。素直な気持ちが現れるのは、無理もないと思います」

「……君も本音で話してよ。だったら彼女を責めたくなったり、苦しくなったりするのはなぜだと思う？」

　一瞬の沈黙のあと、伊吹はクスッと笑う。

「わかりました。あなたがご自身の気持ちがわからなくて取り返しがつかなくなる前に、今だけ私も本音で話します。一瞬だけ失礼をいたしますがお許しください」

　伊吹は俯いて軽く息を吐くと、顔を上げて俺を見た。

　その顔は無表情な秘書のものではなく、笑いを押し殺したようなにこやかなものだった。

　子供の頃の彼がいつだってこんなふうに、顔から笑みを消さなかったことを思い出す。

「悪いけど見ていてイライラするんだよね。もう思いきって言うよ？　だからさ、君は彼女のことが本当に好きなんだって。昔からそうだった。欲しいものもやりたい遊びも、全部俺と龍くんに譲ってさ。いつも格好つけてたんだよ、今みたいにね」

　俺は目を見開いた。

　まるで過去にタイムスリップしたような気分だ。素の伊吹を見るのは子供の頃以来だったからだ。

「今回もどうせ、瑠衣さんのためだとか思って身を引くつもりなんじゃない？　大人なんだからもう、そういうのはよせよ。相手にすべて合わせることだけが正しいわけじゃないだろ」

「そんなことは……ないと……」

　豹変した伊吹に驚きながらもなんとか弁明しようとするが、伊吹の話は続く。

「下手な演技なんかしなくても、本音でぶつかればいいんだよ。優しさと臆病はまったく違うものだ。遠慮されても、ありがた迷惑だってことがわからないのかなぁ。本当に昔から変わらないよね」

　一瞬の間にすべてを言い当てられたような気がして俺は黙った。

　伊吹が過去と変わらない一面を持っていたことと、自分ではわからなかった弱点。驚きの連続で言葉を失う。

　そんな俺にクスッと笑うと伊吹はさらに言う。

「しっかりしろよ。俺はもうこれ以上なにも言わないよ？　どうすべきか自分で考えて。後悔しないようにしてよ」

　その直後に、彼は姿勢を正してガバッと頭を下げた。

「……失礼をいたしました。思わず言葉がすぎてしまいました。お許しください」

　伊吹の話し方が秘書に戻っている。

　彼もいろいろなことを考えながら、本当の自分を封印して演じてきたのだろうか。

　彼も俺と同じように、瑠衣の素直な態度に感化されて本音で話したくなったのかもしれない。彼女にはそれだけの力があると思う。

「ときには今の伊吹のように、素直になる必要があると？　そう言いたいのか」

　尋ねた直後にぶっと思わず吹き出した。急におかしくなってきたのだ。

　ふたり揃って瑠衣に大きく影響されている。大人の男が感情を押し殺せないでいる。何年もお互いを偽ってきたのに。

　笑いを堪えながら彼を見る。

　彼は頭を下げたままで答える。その表情はわからない。

「はい。緊急時にはこのような措置も必要かと思います」

「緊急時って。ははっ」

　彼の言い方に思わず笑った俺だが、彼の次の言葉に瞬時に真顔になった。

「私がこちらに来るとき、お部屋から出る瑠衣さまのお姿を見かけましたが大丈夫ですか。取り返しがつかない事態にならないのならいいのですが。今がまさに、緊急時かもしれません」

　立ち上がり伊吹を見下ろす。

「取り返しがつかない事態？」

「はい。たとえば長澤さんのもとへ向かわれたとか」

　彼の名前が出てきてカッとなる。

　きっと伊吹は面白がっている。彼の無表情な顔の裏にある表情がわかった気がした。

「今ならばまだ近くにいらっしゃるかと思います。どうされますか。そろそろ素直になられたほうがいいのではないでしょうか」

　港から離れた船を降りて外に出るには、送迎ボートに乗る必要がある。すぐには船を降りることはできない。

　だが広い船内で彼女を見失うことは容易だ。

　伊吹は顔を上げて俺を見たまま、微かにニコッと笑った。

「私は初め、奏多さまの気持ちまでもが偽物ならば面倒事になるかと思い、おふたりの結婚には反対の気持ちでおりました。周りを欺くためのものであるのではないかと勘ぐっていましたから。ですが、あなたが彼女を本気で想うのであれば反対する理由はございません」

　ふいに幼い頃に伊吹に言われた言葉がよみがえる。

『奏多くんがやりたいことをしよう。僕たちの意見ばかりじゃつまらないだろう？　君は正直に自分の気持ちを言えばいい。そしたら僕は反対しないよ。龍くんだってそう思ってるよ』

　当時の彼と、秘書となってよそよそしくなった彼が初めて重なる。

「奏多さまがご自分でお決めになって瑠衣さまと結婚なさるのであれば、よろしいと思います。そこに愛があるのであれば」

　彼に頷くと、彼は微かに笑った。俺はその場から走りだす。

　廊下を見回しながら彼女を捜す。偽装結婚を持ち出すような男の話を君は信じるだろうか。

　だがこのまま、勢いに任せて瑠衣に好きだと告げてもよいものか。ふたつの気持ちが胸の中でひしめき合う。

　躊躇う気持ちは大きいが、伊吹に背中を押されたせいか、正直になりたいという想いが溢れている。

　この気持ちを大切にしたい。そんな衝動を掻き立てられる。

　近くにはいないようだ。エレベーターに乗ったか、それとも階段を使ったか。息を切らせて辺りを見回す。

　ふとエレベーターのランプに目を遣ると、階が上昇しているのが見えた。それは甲板のある七階で止まる。

　慌ててボタンを押し、隣のエレベーターに乗り込む。

　どうか束の間の結婚であっても、時間が許す限り俺のそばにいてほしい。手の届かないところに行かないでくれ。

　そんなことを考えていると、エレベーターの扉が開いたので、外に出る。

　大きな月と船のライトが船上を照らし、デッキは思いのほか明るい。

　海を渡る強い風が髪を逆立てるが寒くはなかった。

　パーティー参加者のみを乗せた航海なので人影はまったくない。

　まだ宴は始まったばかりだからだ。会場では、今ごろ俺と瑠衣の噂話でもちきりだろう。

　そのとき、手すりに両手をかけて佇む瑠衣が、海を眺めている姿が目に入った。ゆっくりと彼女に近づいていく。

　風にひらひらと揺れるドレスの裾が月明かりに照らされている。海に浮き上がっているように見える彼女の姿は、白く光り幻想的だ。

「瑠衣」

　呼ぶと彼女は振り返った。涙の残るその赤い目が俺をじっと見つめた。

「勝手に部屋から出てごめんなさい。少し頭を整理しようと思ってここに来たの。考えてみたら、奏多さんが怒るのも無理はないわね。初めから本物になるはずなんてないもの。ちょっと調子に乗ってしまったみたい。きっと素敵な夜のせいだと思う。さっきの話はどうか忘れて」

　そう言って微かに笑う瑠衣の顔は儚げで、今にも消えてしまいそうな錯覚に陥りそうだ。まるで今感じていることがすべて、束の間の夢であるかのように思える。

「奏多さんが言う通り、今夜は忘れられない時間となったわ。あなたのパートナーとして階段を下りたとき、初めは人々の羨望の眼差しが痛いと感じたの。だけどしばらくしたら、それが嬉しくなった。私は徐々に、あなたの不思議な魔法にかけられていった」

　振り返った瑠衣の目の前に立つ。

　自分が嫉妬にとらわれ、突き放すように言った言葉を後悔した。彼女は自分を責めることで解決しようとしているみたいだ。

「奏多さんにとって私がどういう存在なのかを、ときおり忘れそうになるの。あなたがあまりにも優しいから、嘘と現実の間にある境界線が消えそうで。このままじゃもう、嘘の芝居は続けられなくなりそう。私には免疫がないから、刺激が強すぎるのよ」

　このまま俺は君が好きだと告げたら、君は楽になるだろうか。境界線を消してしまうような気持ちを持っているのは、俺のほうだと。

　だが俺の気持ちに応えられないとしたら、瑠衣はさらに自分を責めるかもしれない。

　どうしたらいいのか、答えが見えない。

「混乱するようなことを言ってごめん。キスをしたりするのも本当は必要ないことだ。ちょっとやり過ぎたな」

　だがきっと、彼女が余計なことを考えずに目的を最後まで全うするためには、本来のふたりの関係に戻らなくてはならないのだ。困らせるつもりなどないのだから。

「俺たちは妙に気が合って、俺は君といると楽しくなった。親密に振る舞う必要があると錯覚していたのは、俺のほうかもしれないな」

　彼女の心の負担を軽くしようと言葉を選んで話す。

　伊吹の言う通りだと思う。俺はどうしても先に、相手の気持ちから考えてしまうようだ。

　だけどそうすることで、瑠衣が元通りに笑ってくれるのならばそれでいいと思えた。

「演じるだけの関係に戻ろう。自分の目的を最優先してお互いをうまく使う。それが本来の目的だからね。余計な感情はぬきだ」

　瑠衣が小さく頷く。

「好きになったら終わると決めたのに、奏多さんの気持ちを聞いたりするのはルール違反だったわ。私はあなたを好きじゃない。あなたも私を恋愛対象として見てはいない。しっかりと割り切らないと、どこかで本物だと思ってしまうものね」

　彼女の話はもっともだ。

　だけどもう、俺の本心は告げることができなくなった。

「そうだね。お互いに迫真に迫った演技に流されそうになったんだ」

　本当の俺は、演じるままに流され君への気持ちに溺れかけている。君を手放す日が来るのを恐れている。

　だがそれは俺の勝手な考えだ。

　気持ちを告げてさらに先を望めば、君をまたしても苦しめてしまうのだろうから。

「奏多さん、見て。波が月の光に反射してキラキラしてるの。私……今夜過ごした時間を忘れないわ。見たものすべてがキラキラしていて、ここでの私は自分じゃないみたいだった。お姫様にでもなった気分よ」

　海を見ながら話す瑠衣の横顔は、信じられないほどにかわいくて切ない気持ちになる。

　封じこめた想いをいっそすぐにぶつけたい。

　今の俺は演じてなどいないのだと。君は勘違いしたのではなく、本当に愛しく思っているのだと。

「これからもこの景色を思い出して。いつか愛する人とまた見に来たらいい。そのときは歓迎するよ」

「そうね。頑張らなくちゃ。奏多さんのお陰で、せっかく海斗との関係をリセットできたんだもの。奏多さんよりも素敵な人と、いつか必ず結婚するの。素敵な恋愛期間を経てね」

　俺と離れたあと彼女は未来をしっかりと見据え、この景色を見ても俺を思い出すことはないだろう。

　その頃俺は、異国の地で君を恋しく思っているのだろうか。

「部屋に戻ろう。夜風で風邪をひく前に」

　タキシードの上着を脱いで彼女の細い肩に羽織らせる。

「ありがとう。温かい……」

　瑠衣は俺の上着に袖を通し、それを抱きしめるように身体を縮めた。

　彼女の手をそっと繋ぐと、その手を引いて歩きだす。

　溢れる想いを封じこめるよりも、君ともう会えなくなるほうがさらに辛いから。

　伝えたりはしない。

「本当は君が好きだ」と。君と過ごすわずかな時間を守るために。
















ルールその三・諦めてはいけない！













　奏多さんに肩を抱かれ部屋へと戻った。

「大丈夫？　寒くない？」

　特別な想いを抱くことはなく、これまでと変わらず偽りの関係でいようと言われたけれど、それでもやはり彼は私を優しく扱う。

　私をソファにそっと座らせると、心配そうな眼差しで私を見つめた。

「これ、ありがとう。温かかった」

　借りていたタキシードの上着を脱いで差し出すと、彼はそれを受け取りにっこりと笑った。

　上着を羽織っていると彼の香りを全身に感じ、まるで抱きしめられているようだった。それを伝えようと思ったが、迷惑だと思われてしまうと思いやめた。

　彼は腕時計に目をやり尋ねる。

「今夜はどうする？　帰るならば送るけど。ここに泊まるなら、部屋を用意させる」

　部屋の時計の針は、二十一時を指している。

「じゃあ……帰ろうかな。一旦、会社に戻って服を取りに行かないと。守衛の方に入れてもらうわ」

「ああ、服か。そうだったね。悪い、結局秘書に取りに行ってもらうタイミングを失ったな」

　そうあっさりと言うと、彼は立ち上がって、ドアのほうへと身体の向きを変えた。

「俺は廊下に出てるから、制服に着替えたらいい。終わったら声をかけて」

　そう言い残して、そのまま彼は部屋を出ていった。

　言われた通りに、彼にもらったドレスを脱ぎ会社の制服に着替える。

　その瞬間、シンデレラの夢の時間が本当に終わってしまったように感じ、悲しい気持ちに包まれた。

　首にスカーフのリボンを巻き、私は普段の私の姿に戻った。

　鏡に映る自分を見つめていると、いつしか涙が頬を伝っていた。彼に自分と本物の関係になることを考えたかと尋ねたが、どうやらその可能性はないようだ。

　初めから叶うはずなどないとわかっていたけど、やはり悲しみに襲われた。

「ダメね。……割り切らないと」

　そう決めて、無理やり笑顔をつくってみる。

　限られた時間しかなくてもそばにいたい。もう少しだけ、あなたの婚約者でいたい。

　せめて、すべてを終えるときに後悔しないように、思いきり奏多さんを好きでいよう。

「奏多さん」

　ドアに向かって声をかける。

「終わった？　開けてもいいかな」

　静かにドアが開いて、おそるおそる彼が顔を出した。

「ただの私に戻っちゃった。誰にも会わないようにこっそりと船を降りないと。ドレスを脱いだら、よけい釣り合わないと言われて批判されるから」

　おどけて言うと、彼は緩く首を横に振った。

「君を輝かせているのは、ドレスや飾りじゃない。普段のありのままの君の姿が、本当は一番瑠衣らしくてかわいいんだ。君の魅力がシンプルに引き立つからね。俺はそれを知ってる。誰がなにを言おうが、君はなにも心配しなくていいんだよ」

　彼の言葉に胸が苦しくなる。

　もしも本当に私に魅力があるのならば、それはあなたを好きな気持ちが溢れているから。ずっと奏多さんの隣にいたいと思っているから。少しでも輝いていたいと願っているせいだ。それを彼に告げることはできないけれど。

　そのとき、私のバッグの中からスマホの着信音が鳴り響いた。

「ごめんなさい、私だわ」

　慌ててバッグから取り出し画面を見ると、それは母からだった。

「お母さんだわ。出てもいいかな」

　彼に尋ねると、どうぞと言うように手を差し出した。

「はい」

『瑠衣！　あなた、どういうこと？　会社のＣＥＯと婚約って』

　大きな声で言われ、思わず私はスマホを耳から遠ざけた。

「お母さん、落ち着いて。説明するから」

『海斗くんはどうするのよ。あなたたちはずっと一緒にいて愛し合ってたんでしょ。順調にお付き合いしていたじゃないの。まさかあなた、お金や地位につられて海斗くんを裏切ったの？』

　母には私の言葉など届いてはいないようだ。一方的にまくしたてる。

「違うわ。初めから海斗とはなんでもないのよ。私はお金につられてなんかいないわ。そういうことじゃないのよ」

『それとも、海斗くんとケンカしてその腹いせとか？　冷静になりなさいよ。さっき海斗くんから連絡があったの、瑠衣の婚約パーティーに行ったって。本当にどういうことなの？　そんな人があなたなんかを相手にするはずないでしょ！　目を覚ましなさい』

「ちょっと待ってよ。少し私の話を――」

　私が言い返そうとしたとき、奏多さんが私の肩をポンと叩いた。自分にスマホを貸してほしいと、ジェスチャーで伝えてくる。

『あなたはその人に、遊ばれてるに決まってる！　ケンカしたのなら、海斗くんに謝って許してもらいなさい！　仮に本気だとしても、うちとじゃあまりにも格差があるでしょ！　普通の家なのよ。困るわよ！』

　私は奏多さんに、ダメだと首を振った。母が叫ぶ大きな声がスマホから漏れている。会話は筒抜けだ。

　今奏多さんに代われば、興奮している母になにを言われるかわからない。

　だが彼は私の手からそっとスマホを取ると、冷静に電話に出た。

「待って、奏多さん。今はダメよ」

　私の制止は間に合わない。

「お母さま。ご挨拶が遅れて申し訳ございません。私は月島ホールディングスＣＥＯの月島奏多と申します」

『はっ!?　えっ!?　嘘！　本当に？　本物？』

「本当です。この度は誠に勝手なことをしてしまい、本当に申し訳ございません。瑠衣さんを公の場に出させていただいたのは、立場上必要でしたので、取り急ぎ――」

　奏多さんは母と話しながら、ひとり部屋を出ていこうとする。

「……ええ、そうです。……いえ、本当の話です。おっしゃることはごもっともですが」

　気が気じゃない私は、彼についていこうとした。だが彼は私の動きを手のひらで制し、そのまま部屋を出た。

　ひとり取り残され、私は呆然とする。

　小さな窓の外には、先ほど見た月明かりに照らされている水面が揺れている。窓際に立ってそれを眺めた。

　周囲の人々を欺き、こうして嘘を重ねることと比例して、私たちの関係は深くなっていく。結婚に向けて逃げ出せなくなってくる。

　だがそれと同時に、心の距離は少しも縮まらないままなのが次第に虚しく感じてくる。

　海斗との婚約が解消され、奏多さんも親族に私を紹介した。あとは本当に結婚して、別れのときを待つのみとなった。

　私の気持ちをするりとかわしつつも、恋を教えると言いながら甘い視線を向けてくる。そんな奏多さんに、いとも簡単に心を奪われていく私。

　この関係が嘘だと知れたら、私の両親はどう思うだろう。奏多さんを心から憎むのではないだろうか。そう考えると怖くなる。

　彼だけが悪いわけじゃなく、私もそれを望んだ。だがそれを、両親はわかってはくれないだろう。遊ばれたのだと彼を責めるはずだ。

　やはり自分で母にはっきりと説明すべきだと思い直し、ドアに向かって歩きだそうとした瞬間、彼が部屋に戻ってきた。

「奏多さん。母はなんて？　ひどいことを言われてない？」

「ずいぶんと驚いていたけど、なんとか状況だけはわかってもらったよ。最後には、瑠衣の気持ちが変わらないならばどうしようもないっておっしゃってた」

　彼はソファに座り私に手招きをする。私は素直にその隣に座ると、彼のほうを見た。

「君を好きだと言ったんだ……幸せにすると。心苦しかったけど、その嘘は君のためにもなるから。近々、ご両親に会いにいこう。あらためて結婚を許してもらおう」

　彼が腕を伸ばして、私を包むように抱きしめる。その胸に頬を寄せ、目を閉じた。

　彼の胸に抱かれていると、この上ない幸せに包まれる。だけどこの温もりは、永遠ではない。すべてが偽りだと思うと、言いようのない悲しみが襲ってくる。

　窓から見える波のように、私の心も大きく揺れていた。

「あ、そうだ。これを渡さないと」

　顔を上げて彼を見ると、ポケットから小さな箱を取り出した。

「一応、婚約指輪。君に」

　彼は私の左手をそっと持ち上げると、箱の中に入っていた指輪をはめた。

「芝居が終わるまでは、これを外さないで。お守りだと思ってほしい。決して悪いようにはしない。俺を信じてほしい。君の望みを叶えるから」

　薬指に収まった指輪を見つめる。

　まばゆく光る大きなダイヤモンド。イミテーションではない、本物の輝き。

　この石が放つ輝きが、まるでふたりの未来を示しているかのように感じる。明るく、幸せな。

　だけど高価なお守りを肌身離さず身に付けても、私の望みは叶わない。一番手に入らないものを求めているのだから。

「有森瑠衣さん。あらためて言うよ。俺と結婚してください」

　真剣な眼差しを私に向けて奏多さんが言う。

　女性ならば誰もが憧れるシチュエーションが、今まさに自分にふりかかっている。自分に向けられたプロポーズの言葉を、最高の男性から聞くことができた。

　彼の気持ちが本物ならば、私は天にも昇る気持ちになっただろう。

「はい」

　だけど胸が苦しい。本当は、必死で彼に縋り気持ちを伝えたい。今の私は、溢れる想いを抑えることに必死だ。

「失礼いたします。奏多さま。東とう堂どうさまが、面会を求めておられますが。お断りいたしますか」

　そのときドアの向こうから、伊吹さんの声がした。

「東堂が？　そうか……いいよ。少しなら会おう」

　彼は立ち上がる。

　甘く広がっていた空気が、一瞬のうちに消えた。

「瑠衣、悪い。しばらく待ってて」

　東堂？　誰だろう。取引先の人かしら。

　プロポーズの余韻もなく彼は普通に戻り、私にそう言って部屋を出た。

　指輪を見ながらぼんやりしていると、ドアをノックする音がした。

「奏多さん？　もう戻ったの？」

　取引先と話していたのなら、あまりにも戻りが早い。

　まさか気持ちが変わって、取引先の人と話す前にプロポーズのやり直しに来たのかもしれないだなんて思いながらドアを開けた。

「こんにちは。有森瑠衣さん」

　だがそこにいたのは、若い女性だった。

　パーティーの招待客だろう。華やかな黒のドレスを着ている。美しい顔立ちの、背の高い人だった。

「あの……？」

　誰だかわからず、彼女をじっと見つめる。

「突然ごめんなさい。あなたに言っておかなくてはならないことがあるの。私の話を聞いていただけるかしら」

　にこやかな彼女の表情から感じられる余裕。

　だがそれに反し、私は意味がわからず、ただ戸惑っていた。

「私に話ですか。あなたは……？」

「私は東堂聖せい羅ら。奏多さんは今、私の父と話しているの。私の父は月島の中では大きな力を持っているわ。奏多さんにとって、一番怒らせたくはない相手だと思う」

　この人が私になにを伝えに来たのか、話の序盤だけでわかる気がした。

　ここにいるということは、彼女も奏多さんの花嫁候補のひとりなのだろうから。

「今日集まった人々は、あなたの存在を知るまで奏多さんと結婚するのは私だと思っていたはずよ。彼は父には逆らわないから。有力なのは私だったの」

　私はドアを閉めることもできずに、ただ彼女の話を聞いていた。

「私だって、奏多さんが本当に愛する人に出会えたのならば、もちろん祝福したいと思ってるわ。だけどそうしたら彼の立場はどうなるのかと考えたら、賛成しかねるの」

　私と奏多さんの結婚を祝福する人など、はなから存在しないことは初めに奏多さんから聞いている。

　だが、彼にとってマイナスになる情報は聞かされてはいなかった。

「私と結婚したら、奏多さんは……どうなるんですか」

　尋ねると、東堂さんは眉尻を下げて困った顔つきになった。

「断言はできないけれど……最悪の場合、ＣＥＯの立場を追われてしまうかもしれないわ。私の父が率いる派閥は、かなりの力を持つ人の集まりなの。奏多さんと私の婚姻で、月島の中にある二大勢力がひとつになるのよ」

　私は口を押さえて驚く。

　派閥が存在することは、奏多さんから聞いている。でも、派閥の内情は聞かされてはいないし、詳しいことなど知るはずもない。彼女の話は本当なのだと、内情を知らない私は信じるしかない。

「私は……どうしたらいいんですか」

　足が震えてくる。

　奏多さんの失脚なんて、私は望んではいない。嘘の結婚が彼の人生を大きく変えてしまうなんて。そんなことはあってはならないことだ。

「言いにくいけれど……彼の立場を守る一番の方法は、あなたが別の人と結婚することじゃないかしら。誰かと籍を入れてしまえば、奏多さんとの結婚は不可能になるから」

　私は絶句する。

　それを避けるために演じてきたのに、演じることを終わらせるために、別の人と結婚するだなんて。本末転倒だ。

「奏多さんとあなたが別れただけでは、きっと彼は諦めないわ。今の奏多さんにできないことはない。だけど婚姻だけは、法律上ひとりの人としかできないものね」

　東堂さんの話の意味はわかる。

　奏多さんが私を諦めないという言い方だと私たちには当てはまらないけど、責任感の強い彼ならば、派閥に関係なく勢いで私と籍を入れてしまいそうだ。

　彼は私を裏切ることはしないだろう。必ず最後までやり遂げる。失脚の危機に晒されても。

「私は……彼の立場を守りたい。アドバイスしていただけるなら、東堂さんの言う通りにします。どうしたらいいか教えてください」

　思わず彼女に頼んでいた。

　彼女が奏多さんと結婚し、そのお陰で奏多さんがＣＥＯであり続けるならば、それでいいと思った。

「じゃあ聞くけど、パーティーにいた男性は誰？　あなたと親しげに見えたけど、会話までは聞こえなかったの。これは私の予想なんだけど、彼はあなたを好きなんじゃないの？」

　恋する女性ならば、それくらいの洞察力は持つだろう。

　海斗とのやり取りを最後まで見物していたのなら、彼がどういった立場の男性なのかを容易に見抜いても不思議ではない。

「彼は私の知人です。事情があって、周りから結婚するんだろ、と言われていました。私にその気持ちはなかったので、断ったけれど」

　嘘をつく必要などない。ありのままを告げた。

「やっぱりそうだったの。どうして結婚が決まっている相手がいるのに、わざわざ奏多さんを選んだの？　奏多さんの婚姻が今後の月島ホールディングスを左右すると承知で。あなたと奏多さんとでは、住む世界が違うのよ!?」

　彼女が私に望んでいることはわかる。

　海斗と私が結婚すれば、奏多さんに迷惑をかけることなどないからだ。

「海斗と奏多さんは、私の中では違います。どちらを選ぶとかの問題ではありません。もし奏多さん以外の人と結婚するならば、私は海斗以外の人を選びます。彼とは幼なじみで、これからもずっとそれ以上でもそれ以下でもないからです」

　東堂さんの優しげな目が急につり上がった。

「あなたの気持ちなんかどうでもいいのよ。要するに、あなたに奏多さんと結婚する資格なんかないってこと。気持ちが問題ではないの。今すぐに彼のために身を引くべきだわ。奏多さんを愛しているのならばなおさらね」

　彼女が怒るのは、奏多さんを思えばこそのことだ。

　私が急に現れたことにより、奏多さんと結婚するはずだった者として彼女は奏多さんの身を案じている。

「先ほどの彼と結婚したらいいじゃない」

「それは無理です。海斗と籍を入れるなんて考えられません。だけど身を引くことはできます」

「強情な人ね」

　彼女と睨み合う。

　私だってそんな事情を知っていたなら、偽装結婚なんて考えたりはしなかった。周りを説得して、時期が来たら去るつもりでいたのだから。

「海斗さん、だったかしら。彼の部屋番号を知ってるわ。奏多さんがここに戻る前に、とりあえず今すぐに彼の部屋へ移動してくださらないかしら。海斗さんと船を降りたらいいわ」

「そんな。無理です」

　今さら海斗にどんな顔で会えばいいかわからない。

「実はね、海斗さんには瑠衣さんを家まで送るようにお願いしてあるの。船が港に着いたら彼と一緒に降りて。奏多さんには私から話しておくわ。奏多さんも自分がどういう状況かがわかってるから、あなたがいなくなっても納得するはずよ」

　東堂さんは私の身体にぶつかりながら、急に強引に部屋へと入っていった。

「あなたのバッグはこれ？　ドレスは置いていけばいいわ。奏多さんが用意したものでしょ。もういらないわよね」

　ドアまで来ると、彼女は私にバッグを差し出した。

「早く行って。奏多さんがここに戻ってくる前に。あなたが去るタイミングがなくなってしまう。奏多さんからは帰れとは言えないでしょ」

　確かに彼女の言う通りだ。ここを去るなら今しかない。

　バッグを受け取り、海斗の部屋番号が書かれたメモももらう。

「あなたの心中はお察しするわ。だけど月島ホールディングスの社員や、事業のすべての責任を背負う奏多さんには立場があるの。どうか私を恨まないでね」

　東堂さんに頷く。

「わかっています。あなたを恨むどころか、むしろ感謝しています。大変なことになる前にそれを教えてくれた。ありがとうございます」

「わかってくださって本当によかったわ。奏多さんの立場を守りたいのは、あなただって同じだものね。こちらこそありがとう。奏多さんが好きになったのがあなたのような話のわかる方で、本当によかったわ」

　私は彼女に頭を下げてから歩きだした。

　とりあえずは、海斗と一緒に船を降りよう。奏多さんとはもうふたりで会うことはない。

　なにかを聞かれたら、海斗と結婚すると言えばいい。実際はあり得ないけれど。

　その前に、海斗に奏多さんとの結婚がなくなった事実を告げる必要がある。

　いろいろなことを考えて気を紛らわせながら足を早めた。
















それぞれの新しいパートナー　＊奏多ＳＩＤＥ＊













　東堂との会談はおよそ三十分ほどかかった。

　彼に任せている電機事業は最近調子が良く、グループ全体の中でも売り上げ上位に食い込みつつある。

　そのせいなのだろうが、最近彼の傲慢な態度が目に付くようになった。

「東堂の動きを把握しておいて」

　部屋に向かって歩きながら、伊吹に言う。

「わかっております」

　俺が言う前にすべてを把握している有能な秘書は、俺の心の中までをも見透かす。幼少期に仲良くするよう俺たちを指導した、今は亡き父の考えていたことがわかる気がする。

「瑠衣は？」

「お部屋におられるはずです」

　部屋に残してきた瑠衣が気になり、足早にエレベーターに乗り込んだ。

　鍵を開けて部屋へと足を踏み入れる。

「瑠衣、悪い。遅くなっ……」

　ソファに座る女性を見て言葉が止まる。

「君は……」

　先ほどまで話し込んでいた東堂の娘が、にこやかな表情でそこにいた。

「奏多さん、ご無沙汰しております」

　立ち上がってお辞儀をする東堂聖羅を見て唖然とする。

「有森瑠衣さんでしたら、先ほどお帰りになりました。なんでも、今回の奏多さんとのご婚約を破棄したいとのことです」

「えっ」

　顔を上げた聖羅は、満面の笑みを俺に向けた。

「えっと……海斗さんとおっしゃる方との関係を、考え直したいと言ってましたわ。奏多さんには立場がおありになるから、ご自身は身を引かせていただくと。困った方ですわね」

　楽しそうに話す彼女を見ていると、気分が悪くなりそうだ。

「君はなにを言ってるの。それにどうしてここにいるんだ？」

　自分の顔が歪んでいるのがわかる。

　口から出任せのようなことを言うところが、父である東堂と似ている気がした。

「私は偶然部屋の前を通りかかったときに、瑠衣さんに頼まれただけです。奏多さんが戻ったらそう伝えてほしいと。部屋で待つように瑠衣さんに言われたのでここにいました」

「嘘だろ？」

　信じられない。偶然通りかかっただけの見ず知らずの女性に、そんなことを頼むだろうか。

　だが瑠衣の姿がないことは確かなようだ。焦って部屋のあちこちを捜す。

　そんな俺の様子を見て、聖羅はクスクスと笑った。

「奏多さん。彼女はここにはいませんよ。……ほら、外をご覧になって？　あそこにいるでしょう」

　窓の外を指差して彼女が言う。

　港に着いた船から大勢の招待客がぞろぞろと降りていく様子が見える。

　その中にひと組の男女がいた。

「なんで」

　間違いない。それは長澤と瑠衣だった。

　彼が彼女の肩を抱き寄せ歩いている。

「父がね、個人で所有している海外工場を月島に譲渡する計画があるって、先日私に話してくれました」

　彼女の突然の話に、俺は彼女を振り返った。

「えっ？」

　先ほどの会談の内容は、まさにそれだった。

　東堂の所有する最後の砦ともいえる、十カ所ほどの海外工場は、ここ数年もの間月島が狙ってきたものだ。

　父もそれを欲しがっていた。

　だがこちらの条件をなかなか呑もうとはしない東堂に、半ば諦めの気持ちを持っていた。

「たったひとつのことを受け入れてくだされば、父は納得すると思います」

「こちらからは過分すぎる条件を提示している。これ以上のものを要求されたら、こちら側の利益はない。惜しいが、白紙に戻すつもりでいる」

　苛立ちを抑えながら言う。再び窓の外を見る俺に、彼女はさらに言った。

「有森さんとの婚約は、彼女にその意思がなくなった以上、事実上の婚約破棄です。そこで東堂の条件としてお願いしたいことは、私と奏多さんの婚姻です」

「は？」

　耳を疑った。再び彼女のほうを向く。

「あなたがＣＥＯとしての役割を果たす、一番確実な方法です。失礼ですが、有森さんとの結婚には会社にとって利点がありませんでしょ」

　飄ひょう々ひょうとした様子で話す彼女が、ふいににっこりと俺に笑う。

「あなたは断ることはしないでしょう。もしも不服ならば、役員会で話し合ってみたらいいですよ。有森さんとの結婚において、幹部を納得させる策がありますか」

「会社と結婚は別の話だ。俺は政略結婚はしない。役員会など必要ない」

　言ってからハッとなる。

　瑠衣との婚約も、偽装結婚へと繋がるものだ。政略結婚も偽装結婚も、愛がないことには変わらない。

　俺がどんなに彼女を想っても、彼女は俺を愛してはいない。瑠衣が長澤のもとに戻ると決めたならば、俺に止める権利などはない。

　初めから、いずれ終わるという話だった。俺が生涯をかけて彼女を幸せにするわけじゃない。

　急に黙った俺のそばに、聖羅が歩み寄る。

「私はあなたが好きだった。たとえあなたに卑怯だと思われても、あなたを手に入れるためならば構わないわ。父の個人事業が欲しいなら、私から父に頼んで差し上げます。月島が有利になるように、条件だって変えてもらいましょう」

　彼女が俺の頬に手を伸ばす。

　振り払う気力もなく、俺は彼女を見下ろした。

「それに……私は、私の邪魔をするものは排除しないと気が済まない性分なの。有森さんの存在があなたを苦しめるならば、あなたのために手を尽くすつもりよ。彼女が二度とあなたに近づけないようにね」

　驚いて目を見開く。

「瑠衣は……関係ない。俺の問題だから。手出しは無用だ」

　自分の立場をわかっていないわけではない。

　策略や陰謀が渦巻く中で、苦肉の策として偽装結婚を選んだ。

　だがやはり瑠衣を巻き込むべきではなかったのだと、聖羅の話を聞きながらあらためて感じた。

「じゃあ……受けてくださるのね？　私を花嫁にしてくれるということでしょう。よく考えて。そしたらすべてがうまくいくじゃない。会社も、結婚も。彼女だって平凡で幸せな結婚ができる」

　母が父を愛せなかった理由がわかった気がする。

　生涯の伴侶ですら自分で選べない世界で、彼女は愛を求めていた。婿養子であった父が見ていたものは、母ではなく彼女を取り巻く華やかな世界だったのかもしれない。

　目の前で俺に結婚を迫る聖羅のように。

「俺は君を愛してはいない。俺と結婚しても、君が幸せになれるとは思えないが」

　聖羅を母のような女にしたくはない。純粋に彼女のためを思い告げる。

　ＣＥＯである俺と結婚したことで仕事上での影響が生じれば、簡単に離婚などできるはずはない。瑠衣と聖羅とでは事情が違う。

「私は幸せよ。あなたがそばにいて私の立場さえ確立できたなら、それで充分だわ。あなたに愛がなくても、私があなたを好きだから。きっと今に、あなたも私を愛するようになる」

「愛なんて……そんなに簡単に生まれるものではないよ。俺の母がそれで苦しんだからわかるんだ」

　確かに東堂との婚姻関係が月島にもたらすメリットは大きいだろう。自分の気持ちさえ納得させることができるならば、決して悪い話ではない。

「瑠衣と一度話をさせてもらえないだろうか。彼女の気持ちを確認したい。本当にこれでいいのか」

　聖羅は俺の頬から手を離し、にっこりと笑った。

「ええ、もちろん。奏多さんが納得しないと始まらないわ」

　瑠衣と会うことを渋るかと思ったが、聖羅はあっさりとそれを承諾した。

「ただし、有森さんがあなたと結婚する気がなければ、私と結婚すると約束してください。そして父を、月島の取締役に入れていただきたいの。花嫁の父親だから当然よね？」

　潔いと感じるほどに、彼女の要求はストレートだ。むしろ清々しいとさえ思う。

「わかった。瑠衣が決めることだから、今はまだ約束はできないが」

「ええ、それでいいわ。よく彼女と話し合って」

　瑠衣が長澤のもとに帰ろうと思った理由がただ知りたい。それを避けるための計画だったはずだ。どうして急に割り切ったのか。

　まさか俺の気持ちが知られてしまったのだろうか。

「では私はこれで。また近々、お会いしましょう」

　聖羅はにこやかな顔で言うと、静かに部屋を出ていった。それと入れ替わりに伊吹が入ってきた。

「瑠衣さまは船を降りました。長澤さんとご一緒のようですが」

「ああ。わかってる」

　俺がいないわずかな時間に、いったいなにがあったのか。

　長澤がこの部屋にいる瑠衣を見つけだすことは不可能に近い。ならば彼女が自主的に部屋を出たということか。

「東堂が俺と聖羅との結婚を望んでいる。聖羅の話では、瑠衣は長澤のもとに戻るつもりだそうだ」

　伊吹に話す。

　彼は黙って話を聞いていた。

　驚きもしない。まるでこうなることを、初めから予測していたかのように。

「奏多さまは瑠衣さまにご自身の気持ちを伝えましたか」

　彼の問いに一瞬躊躇ったが、正直に答える。

「……いや、言ってない。瑠衣を苦しめるだけだ。俺の自分勝手な想いを、彼女に押しつけるつもりはないから」

「なんで言わないんだ」

　伊吹がぽつりと言う。

「え？」

　聞き返すと同時に、彼は俺をキッと睨んだ。

「どうして言わない？　君の一生がかかってるんだぞ。好きでもない相手と、君はどうやって幸せになるんだよ」

　再び彼が素に戻る。

　煮え切らない俺に、どうやらしびれを切らせたようだ。

「彼女が……泣くんだよ。嘘と本音の狭間で自分が置かれている状況がわからなくなって、大勢の人を騙すことに抵抗を感じてたんだ。俺が苦しめているんだと思ったら、気持ちを打ち明けることなんかできなかった」

　伊吹から目を逸らす。

　気持ちを告げることができないで、自分の首を絞めながら瑠衣までもを迷わせた。

　やむなく俺の手を取った彼女だったが、その先には不透明な未来しかない。

「瑠衣は気を失うほどに自分を追いつめていた。そんな瑠衣には言えるはずなどなかった。君が好きだと。今すぐに瑠衣に会わなければいけない。まだ終わってないからね」

　伊吹は深いため息を吐き、俺を責めることをやめた。

「わかりました。瑠衣さまのアパートまでお送りします。長澤さんがいるかもしれませんが。明日にしますか？」

　もう逃げることなどできない。好きになったらいけないと自分で決めた茶番を、この手で終わらせるまでは。

「いや。今から向かう」

「車を手配いたします。東堂については、私にお任せください。調査いたします」

　伊吹が部屋を出る。

　蝶ネクタイを首から抜き取り、ワイシャツのボタンを外す。

　寄り添って船を降りるふたりの姿が目に焼きついて息苦しい。彼女に会ったら、今度は俺が尋ねる。

　俺と生きる未来を考えたりはしないのかと。

『私は逃げだしたりはしないわ』

　彼女の言葉が脳裏を掠める。

「奏多さま。車の用意ができました」

「ああ」

　答えが見つからないまま、俺は部屋をあとにした。

　船の前に停まっていた車に乗り込む。

　軽く固めていた髪をクシャッと崩すと、窓の外に停泊している船を見つめる。

　月明かりの下で、夢のようだと笑う彼女の顔を思い出す。

　あのとき、伊吹が言うようにその身体を抱きしめればよかったのか。「好きだ」と耳元で囁けば君は頷いてくれたのか。

　聖羅のように愛を求めずに、俺も瑠衣に手を伸ばせばこの苦しみが消えたのか。

　どれだけ心で問いかけても、答えてくれる彼女の顔に笑顔はない。

　走りだした車の中でいろいろ考えるが、どこからが間違いであったのかさえもわからなくなっていた。

『到着いたしました。一階手前のお部屋です』

　車内スピーカーから運転手の声が聞こえ車を降りた。

　小さなアパートの一階手前の部屋には灯りがともっている。一歩一歩、扉に向かって歩く。

　インターホンを押し、彼女の返事を待った。

『はい』

　インターホンから、聞きなれた瑠衣の声がする。

「奏多だ。話があるんだ」

『えっ……』

　それだけ言って声が途絶えた。

　待ちきれなくなり、ドアに向かって直接話す。

「教えてくれ。俺は君になにをした？　どうして急にいなくなったのか、説明してほしい」

　一気に言ってから彼女の反応を待つ。

　しばらくすると、ドアが静かに開いた。

「瑠衣」

　化粧を落とし、部屋着に着替えた瑠衣がそこにいた。

「奏多さん。なにも聞かずに帰って。私はもう、あなたとは一緒にいられないの」

　小さな声で言った瑠衣の両肩を掴んだ。

「君は逃げないと言った。理由を知るまでは帰らない」

　顔を近づけて言う。

　中途半端なままでは終われない。君が好きだから。

　口にはしなかったが、心の中でそう訴える。

「私はあなたとは結婚しない。恨まれてもいいわ。勝手だと怒ってもいい。理由は言えないから」

　彼女は俺と視線を合わせない。だがその指には、俺が贈った指輪が光っていた。

「納得できないんだ。俺がいない間になにがあった？」

　さらに強い口調で尋ねる。

　瑠衣が結婚する意思を失えば、俺は聖羅と婚約しなければならない。

「あなたが納得できないのは保身のためでしょう。縁談話を避けるための策を、失くすのが嫌なのよ。だったら私じゃなくてもいいと思うの。どうせなら、会社のためになる結婚をするのもありだと思うわ。結婚してしまえば、縁談話なんかは来ないんだし」

「……なにを言っている？　会社は関係ないし、俺には結婚願望もないんだが」

　彼女がどうして急にそう思ったのか、まったく理解できない。

「私は月島一族に認められなかった。無理もないわ、あなたはＣＥＯなんだから。だから私は身を引くことにしたの。身分違いも甚だしいから」

「賛成されないことは、初めからわかっていただろ？」

　彼女はなにを言いたいのだろうか。

「月島……ＣＥＯ？」

　そのとき背後から、男の声がした。

　振り返ると、長澤がコンビニの袋を下げて立っている。彼も瑠衣と同じく、部屋着に着替えていた。

　瑠衣に視線を戻す。彼女は唇を噛んで、ばつの悪い表情をした。

「これが……答えか？　回りくどい言い訳をしていたのは、これが理由なのか」

　瑠衣に尋ねる。

「彼を選んだのか。だったら……確かに俺も、ほかの誰かと結婚することを決めるべきだな。どうせならば君が言うように、会社のためになるような人とね。やっぱり俺には、政略結婚しか道はなさそうだ」

「奏多さん」

　瑠衣は悲しげな顔をする。

「確かに君は身を引いて正解だ。長澤くんならば君を不幸にはしない。ご両親もさぞかし喜ばれることだろう。誰にも反対されずに済むんだし、嫌な思いをすることもない」

　驚くほどにペラペラと嫌味を言える。

　俺の中でなにかが吹っ切れたようだ。

「君といると自分が違う人にでもなったように、思いきり笑えたんだ。そんな自分を知れただけでよかった。君が決めたことなら、やめていいんだ。引き止めたいわけじゃない。ただ、本当は最後に聞きたいことがあったからここに来たんだ」

「え……なに」

　瑠衣が俺を見上げた。

「君は俺と本当の恋愛から始めることを、少しも考えたりはしなかったのかとね。聞いてみたかった」

　彼女の肩に置いていた手を引く。なにも言わない彼女からの答えはないのだと悟ったからだ。

　瑠衣の目が涙で滲んでいくのを見ながら、俺は彼女に微笑んだ。

「もういいよ。最後まで困らせて悪かった。婚約解消……ということでいいか？　実はすでに違う縁談がまとまりつつある。君の要望通りの、会社にとっては利益が出る相手とのね。君も会っただろ？　東堂聖羅とのことを、前向きに考えようと思う」

　俺の言葉に彼女は驚いた顔をした。

「奏多さん……そんな」

「どれだけ逃げても、俺を取り巻く状況からは逃げきれない。なにをしても無駄だと、今回のことでわかったんだ。いっそ割り切って、身を固めるしか道はなさそうだ。君が言うように、俺には立場があるから」

　彼女に背を向け、長澤に笑いかける。

「俺の負けだ。君に瑠衣を任せるよ。ただし君には、守るべきルールがある。……彼女を、思いきり幸せにすること。ゲームは続いてるんだ。俺の中ではまだね」

「ゲーム？」

　彼は不思議そうに首をかしげる。

　彼の肩を軽く叩くと、俺は歩きだした。瑠衣のいない未来に向かって。

「奏多さん！」

　瑠衣が呼ぶ声にはもう振り返らない。

「あ、そうだ。指輪は餞別。売ってくれていいよ。もう君にお守りは必要ないから」

　これで終わった。自分の気持ち以外、もう誰にも嘘はついていない。

　瑠衣の心の負担もなくなるだろう。

　いつまでかかるかわからないが、俺は今日から君を忘れる努力をする。

　君の笑顔を頭の中から消していく。

　そのやわらかな肌も、ふわりと揺れる髪も、楽しかった時間もすべて。

　いつかもう一度君に会えたら、幸せで暮らしているとお互いに言えるように。

　これからは聖羅を愛する努力をしなければならない。そうしないと、君を諦めた意味がないから。

　そう心に誓いながら、ギュッと切なく痛む胸を手のひらで押さえた。
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「瑠衣。部屋に入ろう」

　奏多さんの背中を見送りながら涙を流す私に、海斗がため息交じりの声で言う。

　もう聞くことができない奏多さんの声。私だけに向けられていた笑顔。何度も優しく触れ合った唇。

　なにもかもが愛しくて、身を切られそうな感覚になる。

　私は予定よりもずいぶん早くに、彼を失ってしまった。もう彼はそばにいないのだという実感がない。

「いや……離れたくない。奏多さん……行かないで。好きなの。本当はずっと言いたかったの」

　小さな声で想いを告げる。

　だがその背中は振り返ることなく、遠くで待機していたダックスフンドの中へと消えていく。

　ここであなたを見失えば、もう二度と話せなくなる。

「瑠衣」

　海斗が私の背を押し、部屋に入ろうとした。それを振り払い、私は思いきり駆け出した。

　そんな私に気づくはずもなく、車はゆっくりと発進し遠ざかっていく。

「奏多さん、奏多さん。待って、行かないで。ひとりにしないで」

　泣きながら彼を呼び、車を追った。

　だが追いつけるはずもなく、角を曲がった車は見えなくなった。

　私は足を止めその場に泣き崩れた。

　いくら涙を流しても、あなたは手の届かない場所へと戻っていった。キラキラ光る思い出と、狂おしいほどの恋心を私に残して。

　別れることが奏多さんのためになることも、会社にとって必要であることも納得している。だけど心が勝手に彼を求める。

　外せないでいた指輪を、そっと薬指から抜いて見つめる。

　その裏側に彫ってある小さな文字に気づき、涙を拭って目を凝らした。

【ＪＵＳＴ ＦＯＲ ＹＯＵ／Ｋ ＴＯ Ｒ】

〝君のために〟。シンプルな彼らしいメッセージが刻まれている。

　さらに溢れる涙を止めることもできずに、指輪をギュッと握りしめた。

　過酷な運命を背負った御曹司との恋は、あっという間に散っていった。

　周りに決められたものに囲まれて、自分の意思など存在しないと話した彼の寂しげな笑顔を思い返す。どうしたら彼を救えたのか、私にわかるはずなどない。

　海斗が私のそばまでやってきた。彼には婚約破棄になったとだけ伝えてある。

　くわしく聞いてくることなどない彼の配慮がありがたかった。

「逃した魚は大きかったな。お前にしてはいい夢が見れてよかったんじゃないか。上等だよ」

　無理に冗談を言おうとする海斗に、顔を上げないまま頷くことしかできない。

　そのまま無言で部屋に戻り、海斗が買ってきた弁当を食べた。

　奏多さんは、コンビニの弁当を食べたことはあるのだろうか。

「……おいしい。やっぱり私には、こういうものが合っているわ。確かに背伸びしすぎて、ちょっときつかったかも。セレブなんて、田舎娘にはなれないわね」

「そんな言い方をするなよ。無理するな。背伸びしているなんて、言わなければわからないことだ。お前はまあまあ様になってたからいいんじゃない」

　彼なりの慰め方に私は笑った。

　不器用だけど私を一番わかってくれる、海斗を好きになれたならよかった。

「夢のような時間はあっという間に終わったわ。早く忘れなくちゃ」

「忘れる必要はない。それもお前の財産だ」

「そっか。……そうだね」

　海斗の言葉に救われた気がした。

　奏多さんは私の心にいる。いつだってその顔を思い出せるのだから。

　素顔の彼が驚くほどにピュアだったことは、きっとずっと忘れない。




「いらっしゃいませ。ご用件を賜ります」

　翌週。

　私の日常は元に戻った。

　仕事をしている間は、どうにか余計なことを考えずに済みそうだ。思いのほかうまく平静を保てている。

　泣いて腫れた瞼も、化粧でうまく隠した。

「ねぇねぇ、瑠衣。教えてよ。どこでＣＥＯと知り合ったの？」

　沙也加は興味津々だ。

「だからあれはＣＥＯの冗談だったの。前の部署でたまたま知り合って、からかってきただけなのよ」

　パソコンを見ながら事も無げに答える。

「嘘。本当は冗談なんかじゃないんでしょ。誰にも言わないから」

　彼女の口が堅かったことだけが幸いだ。社内で噂にはなっていない。

「あなたを連れ出したときのＣＥＯは素敵だった。ドラマのワンシーンを見ているようで。ときめいちゃって、とても冗談には見えなかったわ」

　彼女はうっとりとしながら、その場面を思い出しているような顔で言う。

「きっと実際のところは罰ゲームかなにかだったんじゃないかな。素敵なことなんかない」

「本当にそうなの？　確かにあり得ないとは思ったけど」

　沙也加はくわしく聞き出すことを諦めたようだ。私と同じようにパソコンに向かう。

「あっ、見て。噂をすれば」

　彼女の言葉に顔を上げる。

　厳しい表情をした奏多さんが、大勢の人を引き連れて目の前を歩いていく。

　現実では想像できないほどの雲の上にいる人。好きになるなんて、普通はあり得ない。私たちの日常の中では、出会うきっかけなどありはしないのだから。

「そうかー、ＣＥＯの気まぐれだったのか。私もあんなふうに、からかわれてみたーい」

「実際そうなったら、困るだけよ」

　彼はこちらに目を向ける素振りすらなく通り過ぎていった。

　笑顔で声をかけてきたときのほうが夢だったのだと思えるほどの遠い距離だ。

　そのとき、彼の後ろを歩く人の中に、女性の姿があるのに気づいた。彼女は東堂聖羅さんだった。

　私に彼との終わりを告げた人。彼女には感謝している。

　知らずにいたなら、後悔してもしきれない傷を負うところだった。

　軽く会釈をすると、彼女も笑顔で返してくれた。

　彼には彼女がふさわしい。美しくて家柄もよく、彼女の持つすべてが今後の彼のためになる。

　緊張のあまり足がすくんで歩けなかったり、ダンスが踊れないことも、彼女ならばないだろう。

　私はここで一社員としての業務を、こつこつとこなしていくつもりだ。それがせめてもの、彼のためになることだから。

　今は彼が経営する会社に尽力することが、私と彼を繋ぐ唯一の方法なのだ。せめて人知れずひっそりと彼と繋がっていたい。そんな気持ちで、再びパソコンに向き合った。




　業務が終わり、沙也加と会社の外に出る。

「ねえ、本当にいいの？　長澤さんもＣＥＯも彼氏じゃないのね？　あとで恨まれるのは嫌よ」

　沙也加が心配そうに聞いてくる。

「違うわ。ふたりとも彼氏なんかじゃない。実はね、私合コンなんて行ったことがないの。海斗が過保護で許してくれなかったから」

「行ったことがない!?　嘘でしょ。本当に愛されてるわね。お熱いお兄ちゃんに」

「そう。そんな感じね」

　ようやく奏多さんも海斗も婚約者ではないと沙也加はわかってくれた。

『だったら遠慮なく誘うわよ。覚悟はいい？　訂正するなら今しかないわよ』

　昼間そう言って目を光らせた彼女に頷くと、早速合コンへと連れて行かれる羽目になった。

　出会いの場に出向くことに抵抗はない。私も新しい恋がしたかったから。

　誰かに愛され、私もその人を大切だと思うようになれば、きっといつか奏多さんを失った苦しみを乗り越えられる。そう信じていた。




「カンパーイ！」

　ビールの入ったジョッキを豪快に合わせる。

　沙也加と参加した社内合コンには、ほかの部署の人を合わせて十人ほどの参加者がいた。同じ会社に勤めているのに知らない顔ばかりだ。

　私は異動して日が浅いから無理もないが、沙也加も顔見知りはいないと言っていた。

「君たちのことは見たことがあるよ。受付は目立つからね」

　ひとりの男性に言われ、沙也加と私はにこやかに返事をした。

「ありがとうございます。いつでも声をかけてください」

「私は異動したばかりなので、仲良くしてください」

　初対面の人との異様な盛り上がり。普段とは違うテンション。本当ならばこのような場は苦手なはずの私だが、素直に楽しく思えた。

　家にいて余計なことを考えるよりは全然いい。次々に出されるビールを順番に飲み干していく。

　奏多さんと飲んだ甘いワインの味とは違い、とても苦く感じる。

　開始からそんなに経ってはいないはずだが、ビールをジョッキで三杯は飲んだだろうか。私は早くも自分が酔っていることに気づいた。

「沙也加、ごめん。ちょっとトイレ。飛ばして飲みすぎたみたい」

　気分が悪くなり、沙也加に声をかけた。

「え、もう？　お酒苦手だったの？　ついて行こうか」

「いいの。ありがとう」

　心配する彼女に言って席を立つ。そのままトイレではなく、店の外に出た。

　今夜は風が強い。

　船の上で感じた風を思い出して、ギュッと目を閉じた。ゆっくりと深呼吸して気持ちを落ち着かせる。閉じた目から涙がこぼれてくるのを防ぐように、慌てて上を向いた。

　どうしても、なにをしていても、本当は片時も頭から離れない奏多さんの笑顔。思い出さないように努力しても、最後に見た悲しげな顔が消えない。

　彼の最後の問いかけに対する答えは、ずいぶん前から出ていた。いつも本当だったらいいのにと夢見ていた。

　あのまま本物の夫婦になれるのならば、なにを失ってもよかった。あなたさえそばにいてくれるなら。

　気づけばその場にしゃがみ込んで、私は泣いていた。好きになってはいけないというルールを破って、あなたを本気で好きになった。

　今すぐにあなたのもとへと駆けていき、あなたを強く抱きしめたい。もう一度私の耳元で『かわいい』と囁いてほしい。それが嘘であっても構わない。奏多さんの声が聞きたい。

　私の心を根こそぎ奪ったまま、あなたは今夜の風のように一瞬で通り過ぎていった。

　今はその腕に東堂さんを抱いているの？

　私にしたように、甘く優しいキスをしているの？

「う……っ」

　今の私の口から漏れるのは、甘くとろけるような吐息ではない。苦しみの中から生まれた嗚咽だけ。

　彼を失った喪失感が私の心を襲う。失うことがこんなに辛いのならば、私は二度と誰も愛さない。

「奏多さん……」

「はい。なに」

　え？　驚いて顔を上げる。

　目の前に見えるのは、綺麗に磨かれた革靴。

　え？　え？

　見上げると、腰を屈めて私を真上から見下ろす顔があった。

「呼んだ？　なに」

「奏多さん……嘘」

　彼は驚く私を見たままニコッと笑った。

「ひどいな。もう顔を忘れたのか？　お願いだから、誰かわからないなんて言うなよ」

　本物だ。間違いなく、会いたくてたまらなかった笑顔だ。

「どうして。もう会わないって……」

「そのつもりだったけど、事情が変わったんだ。俺には敵は多いけど、献身的に尽くしてくれる部下もいるから。事実を暴くのは早いんだよ」

　彼の話の意味がまったくわからない。わかるのは、愛しい人が目の前で微笑んでいるということだけ。

「俺の事情はあと。とりあえず、瑠衣が今俺を呼んだ理由を教えてよ。なんでそんなに泣いてるの？」

　彼はおかしそうにクスクスと笑いながら言う。

「よ、呼んでない。空耳じゃないかな」

　彼から目を背けた。

　格好つけて平気なふりで別れたのに、立ち上がれないほどに恋しかったなんて言えない。

「そうなの？　瑠衣は都合が悪くなるとすぐに目を逸らすからなぁ。ま、そこがかわいいんだけど。意地っ張りでさ」

　彼に手を引っ張られて立ち上がる。

　背の高い彼を、信じられない気持ちでじっと見つめた。

「……細かい事情はともかく。抱きしめてもいいか？　再会を祝して。と言っても、ほんの数日ぶりだけどね」

　彼の艶やかな視線に身体の奥が痺れそうになる。返事をする前に、自分から彼の胸に飛び込んだ。

　そんな私をしっかりと抱きとめる腕。

「会いたかった。……あれからあなたのことばかり考えてたの。奏多さん」

　ずっとこうしたかった。離れたくなんかなかった。

「立てないほどにボロボロじゃないか。しかも酒くさい。ほんと目が離せないよな。こんな女は初めてだよ。まさか俺がいなくてヤケになってたの？　だとしても羽目を外しすぎだ」

「言わないで」

「はははっ」

　抱き合いながら話す。

「こんな状態でひとりでいるなんて。車で俺が通りかからなかったら、誰かにさらわれたかもしれないんだぞ」

「誰も私を連れてなんかいかないわ。かわいい子ならまだしも」

「またそんなことを言う」

　彼の声が身体に響いて、ようやくこれは現実なんだと実感した。

「瑠衣ちゃん、大丈夫？」

　背後から合コンにいた男性が現れた。

　私たちはお互いの身体を抱いていた腕を離し、ふたりで彼を見る。

「通りすがりの方ですか。ありがとうございます。僕は彼女の連れです。連れていきますので……」

　合コンにいた男性はそう言った直後、奏多さんの顔を見て顔色を変えた。

「え。マジ？　え……」

　奏多さんの顔を知らない社員などいないだろう。

　月に一度は、終礼があるのだから。

「俺からも礼を言わせてもらいたい。俺の大事な人に付き添ってくれてありがとう。ところでひとつ聞きたいんだけど。彼女にこんなになるまで酒を飲ませたのは君？」

　途中までにこやかだった彼の顔が、最後には真顔になっている。

「えっ。いや、あの。今日は合コンでして。誰が飲ませたというわけでは」

「合コン？」

　彼が私を見下ろす。

　目線が合わないよう、私は目を逸らした。なんだか気まずい。

「そうか。君は？」

「企画一課の鴨かも池いけです」

「ああ。今期のプロジェクトリーダーの鴨池くんだね。覚えてるよ」

　奏多さんの言葉に、彼の顔がパッと明るくなる。

「あっありがとうございます！　光栄です」

　バッと頭を下げた彼に、奏多さんが言う。

「有森さんは俺が連れて帰るから。ほかの人たちも全員、月島の社員？」

「はい。いろんな部署から十人ほどいます」

　奏多さんが片手を上げると、街路樹の横から伊吹さんがサッと出てきた。

「彼らの会計をしておいて。車はもういい。歩くよ」

「はい。かしこまりました」

　伊吹さんに手短に指示を出すと、奏多さんは歩きだした。私は伊吹さんが現れたことに驚きを隠せない。

　きっとそばには、警護の人たちもいるはずだ。

「月島ＣＥＯ！　ありがとうございます。ご馳走さまです！　皆にも伝えます」

　背後から鴨池さんの声がする。

「普段、頑張ってくれるせめてものお礼。ただし飲み過ぎないようにね。気をつけて帰るんだよ。悪いけど、有森さんをこのままさらっていくって伝えておいて」

　奏多さんが振り返って言うと、鴨池さんは再び深く頭を下げた。

「伊吹さんたちがいたのね。私ったら、抱きついたりして恥ずかしい……」

「今さら。伊吹たちも見慣れてるよ。瑠衣が甘えん坊だってことも知ってる」

「ひどい」

　手を繋いで歩く。涙はもう乾いていた。

「俺のマンションに来る？　ここから五分ほど歩くけど」

　話したいことがたくさんある。こうして一緒にいても、いつまた別れが訪れるかわからない。

　だけど後悔だけはしたくない。

「はい」

　今夜が最後かもしれない。

　奏多さんには婚約者である聖羅さんがいる。私と一緒にいたら、今の立場を失くす恐れもある。

　そう考えて繋いだ手に力を込める。

　今夜が最後。言いたかったことをすべて打ち明けよう。そしたら、きちんと終われる。

　風に揺れる彼の髪を見上げ、そのすべてを忘れないように目に焼き付けた。




「ここだよ。歩かせて悪かった」

　しばらくしてから着いた建物を見上げ、私は驚きで口を開いたままなにも言えなかった。ある程度想像はしていたが、奏多さんの住むマンションは庶民が一生足を踏み入れることがないほどの豪華なものだった。

　奏多さん以外にどんな人たちが住んでいるのだろう。

　入口に立つ警備員の隣を横切りながら思う。

　建物に入ってからのエレベーターまでの距離が異様に長い。エントランスには、室内庭園まである。

　キョロキョロしながら歩いていると、ようやくエレベーターが見えてきた。

　エレベーターの銀色の扉に映る自分を見つめていると、扉がすっと開いた。

　ガラス張りになっているエレベーターの中からは、夜景がよく見える。

「すごいところに住んでるのね。さすがＣＥＯだわ。やっぱり庶民の私たちとは違いすぎ」

　なにげなく言うと、彼は不機嫌な声で答えた。

「違わないよ。持ってる時間も、気持ちもね。人の価値は目に見えるものだけじゃない」

「気を悪くしたならごめんなさい。あまりにも驚いたから」

　そんな話をしていると、最上階に着いた。エレベーターは三十階で止まっている。彼の自宅はここにある。

　高いところに来たからか、酔いのせいでもあるのか、頭がふわふわしている。なにより、二度と会うことはないと思っていた最愛の人が隣にいるのだから。

　重厚なつくりの玄関ドアを開け、彼は中に入るよう私に促した。

「どうぞ」

「お邪魔します」

　キョロキョロしながら奥へと進む。

「この階には俺しかいないから、楽にして」

　彼はそう言ったが、広すぎてどこにいたらいいかわからない。

　十人以上は座れそうな、大きな応接ソファの隅に座る。

「ここに母以外の女性が来たのは初めてだ」

　彼はネクタイを外しながら、私の隣に座った。

「東堂聖羅さんは？　デートでここには来ないの？」

　聞くと、怪訝な顔で私を見る。

「やっぱり聖羅になにか言われたか。あの日、君が急に消えたからおかしいと思っていたんだ。君ではなく聖羅がいたから、なにがなんだかわからなくて動揺したよ」

　奏多さんが彼女を悪く思ったらまずいと思い、慌てて取り繕う。

「なにも言われてないわ。彼女は奏多さんの立場を守ろうとして、あの日私にいろいろ教えてくれたの」

　奏多さんと私は明日には他人になるかもしれないが、彼女は違う。私はふたりを引き離すために、ここまで来たわけではないのだ。彼の幸せを心から願っている。

「俺の立場って？」

「あなたが彼女と結婚しないとＣＥＯとしての地位を失ってしまうかもしれないことや、会社としても東堂さんとの縁談が重要だって聞いたの。なんか派閥の偉い人が、彼女のお父さんなんでしょ。仲が悪かったのが、奏多さんと聖羅さんの結婚で収まるって」

　奏多さんはキョトンとした顔で私を見ている。上層部の重要な事情を、私には知られたくなかったのかもしれない。

「ごめんなさい。聞くつもりなんかなかったのに、彼女の話を遮れなくて。だけどあの日聞いたことは誰にも言わない。約束するわ」

「ぶっ」

「えっ」

　奏多さんが顔を伏せて、肩を震わせている。

「奏多さん？」

　恐る恐る彼を呼ぶ。

　怒ったのだろうか。会社にとっての重大な情報を私が知ってしまったから。

「怒ったの？」

「ふふっ。はははっ」

　えっ。なにがおかしいの？

　顔を上げた彼が笑うのを、私は唖然としながら見つめる。

「ごめん、ごめん。瑠衣が素直に聖羅に騙されて、オロオロする様子が思い浮かんだから。君は強気な割には案外人がいい」

「騙されて？　どういうこと？」

　彼女の話が嘘だったと言いたいの？　だけど信ぴょう性があった。なにも知らない私は信じざるを得ない状況だったのだ。

「東堂は月島ホールディングスから追放したよ。月島の予算で個人事業を行っていた。月島の金を勝手に使用したんだ。これから月島は東堂を訴える予定だ。ついでに経営不振だった個人事業は、結局月島で引き受けた」

「は？」

「今日は緊急の役員会だったんだ。まあわかりやすく言うと、東堂の罪は横領だな。聖羅も尋問を受けたが、あの場では瑠衣と話したことまで聞かなかったから。あの日の君たちがなにを話していたか、知らなかった」

　奏多さんは突然私をギュッと抱きしめると、ため息交じりの声で囁くように言った。

「危なっかしいなぁ。素直に部屋のドアを開けるから、こんな嘘に引っかかるんだ。策略には気をつけろとあれほど言ったのに。本当にどうしようか悩んだんだぞ」

　彼の背中に手を回し抱きしめ返した。

「ごめんなさい」

「長澤と船を降りたと聞いたときは、絶望に近い気持ちになった。言っただろ？　俺に任せろって。俺を信じろと。必ず守るから」

　熱い涙がまたしても溢れてくる。彼を信じきれなかった自分を本当にバカだと思った。

「だけど奏多さんが絶望を感じたのは……偽装結婚がしたいからでしょ？　私が離れるのが悲しいわけじゃない」

　私を失うことを彼は恐れない。私を守るのは自分のためなのだ。

　だけど今日ははっきりと想いを告げよう。私はあなたとは違う気持ちで、あなたを見つめてきたことを。

「本当にそれだけだと思うか？　この気持ちが嘘ならば、長澤に寄り添って去っていく瑠衣を奪い返したいと苦しむか？」

　彼が私を見つめる。黒く深い色の瞳の奥に、彼の本心が見えた気がした。

「まさか……私を？　いいえ、違うわね。何度も騙されそうになってしまう。これは、恋のレッスンだった」

　私は彼から離れようと身体を起こした。

　だがグイッと引き戻され、彼の熱い唇が私の唇を塞ぐ。

「待っ……んっ！」

　絡まるようなキスに目眩めまいが起きそうになる。激しく追い込むように、彼の舌が私の口の中をまさぐる。

　溶け合ってなにも考えられなくなってくる。

　震える手を彼の首に回し、私は彼にしがみついた。

　どうかこのまま一生終わらないと言って。あなたの瞳には、私しか映らないと。

　二度とあなたを失う苦しみを、私に与えはしないと。

　その唇が私の首すじに移り、私は目を閉じて吐息を漏らした。

「あ……っ」

「どう言えば……君に伝わる？　この気持ちを……まだ疑うか？」

「奏……多」

　そのままソファに押し倒され、彼が私を真上から見た。

「ずっと言えずにいた。偽装結婚を提案した俺には、気持ちを告げる資格などないと思ってきた。だけどどうしても……想いが止まらない」

　長い指が私の髪をそっと撫でる。

「瑠衣を見ていると胸が苦しくなる。人を愛せないと思ってきた自分が、こんな気持ちになることを受け入れるのに時間がかかった」

　その手が私の肩に流れ腕を伝い、私の手を握った。

　そのまま奏多さんの唇へと持ち上げられ、彼が優しく指にキスをする。

「瑠衣が好きだ。どうしようもなく。偽装じゃない。俺は一度も君への気持ちを演じてはいないんだ。男を教えるという口実で君に触れていた。君の勘違いなんかじゃない」

「奏多さん……」

　再び私の首すじを這う彼の唇に、私の吐息が乱れる。

　私もあなたを好きだった。いつかくる別れを恐れ、ひとり怯えてきたのだ。

「好き……」

　やっとの思いで伝えると彼の動きがピタリと止まった。

「本当に？」

　私は頷く。

　嘘で始まった私たちの関係だが、今ここにあるのは本物の想いだけ。

　あなたに伝えてどうかわかってもらいたい。身を焦がすような愛に私が溺れていることを。

「かわいい。瑠衣がこれからもそばにいてくれるなら、俺は一生君を愛していく。俺は……両親のようにはならない。結婚を偽装なんかで終わらせはしない」

　彼が私の服のボタンをゆっくりと外していく。

「ずっと……思い描いてきた。君にこうして触れる日を」

　顕になった胸元に、彼はキスをした。

　自分のワイシャツのボタンにも手をかけ、それをバサッと脱ぎ捨てる。

「何度も諦めようと思ったんだ。だけど……その笑顔を失いたくはなかった。どうしても」

　そのまま彼の熱い手と唇が、私の全身を撫でていく。

　私はそんな彼の滑らかな背中に手を伸ばしこの身を彼に委ねていた。感じたことのない激しい痛みと幸福に包まれ、私は彼のものとなった。

　身も心もすべてをあなたに捧げる。

　この幸せを私にくれた奏多さんに出会えたことを、なによりも嬉しいと思う。

「奏多さん……愛してる」

　私の言葉に彼は極上のキスで応える。

　偽装の裏にひっそりと隠れていた真実があった。それに気づけて本当によかった。

　あなたを絶対に離さない。あなたが私を必要とする限り。
















ルールその五・真剣に愛し合わなければいけない！













「長澤くんとは……本当になんでもなかったのか？」

　激しく抱き合ったあとに彼の腕枕でまどろんでいると、突然尋ねられた。

「ずっと昔から海斗との関係は変わらないわ。ただ兄のように思っているだけ」

「そうか」

　奏多さんも嫉妬で胸を熱くしたりしたのだろうか。そう考えると急に愛しくなり、ギュッと彼の身体にしがみついた。

「どうした？」

　尋ねながら、長い腕で私をしっかりと包んでくれた。偽りの先には溢れるほどの愛があった。

「じゃあ、来週は結婚式だな」

「へ？」

　突然の言葉に、ガバッと身体を起こして彼を見下ろした。

「もともと早く籍を入れるつもりだった」

　彼は身体を起こしてそのままベッドから下りた。棚の引き出しからなにかを取り出すと、ベッドに腰かけて真剣な顔で私を見る。

　私は首をかしげながら、彼から差し出された封筒を見た。

「瑠衣の心が俺のものになった今、遅らせる理由がない。これを開けてみて」

　言われた通りに封筒を受け取り、中に入っている書類を広げて見る。

「え……嘘」

　それは婚姻届だった。

　奏多さんの名前は記入されている。承認欄にも、龍さんと伊吹さんの名前があった。

「本当に？　私……思いがけなくて……。こんなことって」

　なんと言ったらいいのかわからない。

　熱い涙が頬を伝う。

　彼の気持ちが本物だという証明である婚姻届を見て、驚きと感動が押し寄せる。

「ご両親には結婚の許可をいただいてる。先週、会いに行ったんだ。瑠衣を幸せにすると伝えてきた」

　彼は私の手をそっと握ると、私の手の甲にキスを落とした。

「明日にでもこれを出して、瑠衣を正式に俺の妻にしたいんだ。君の人生を、俺に預けてほしい。必ず後悔はさせないから」

　涙でぼやける視界の中、彼の自信に溢れた笑顔を見つめる。

「奏多さん……ありがとう」

　彼の胸にもたれかかると、私を優しく抱く腕に包まれる。

　この幸せは終わらない。ずっと続くのだと、ようやく実感できた。

「さて。じゃあ……そろそろ続きを再開するか」

「え」

　そのままドサッとベッドに押し倒され、彼が私を見下ろす形になる。

「人妻なら合コンにも行けないからな。君が新しい出会いをいつ求めたくなるかわからない」

　私の涙を指でそっと拭いながら、彼はクスクスと笑う。

「あ、あれは付き合いで」

「冗談だよ。別に怒っているわけじゃない。あのときは離れて、寂しい思いをさせていたし」

　彼の手がゴソゴソと動く。

　そのまま頭を布団にもぐらせ私の身体にキスをしてくる。

「ちょっと。なにをしてるの」

「瑠衣がかわいいから誘われてみた。こうしてほしいんだろ？」

「誘ってないからやめてよ。ふふっ。くすぐったいわ」

　ベッドの上でふたりでじゃれる。

　やはりふたりのときの彼は、会社で見る彼とは別人だ。

「奏多さんこそ、聖羅さんとはどうなったの？　綺麗な人だったけど」

　正直、奏多さんの周りにいる令嬢の皆さんのレベルが高すぎて、彼がなぜ私を選んだのかが未だに疑問だった。

　私には会社にもたらすメリットがないし、容姿だって普通なのに。

「なに。妬いてるの？　前に言ったと思うけど、綺麗なだけの女に興味はないんだよ」

　その言い方が引っかかる。

「綺麗じゃなくて悪かったわね。美人は三日で飽きると言うものね」

　彼からサッと離れて反対を向いた。

「瑠衣。そうじゃないよ」

　私の様子を見て、彼が心配そうな声を出す。

「瑠衣は無条件に惹かれた女だ。かわいいと思うし、愛しいと思う。俺は……ただ君が好きなだけ。どうしようもなく」

　彼のほうを向くと、髪をクシャッと掻いてドサッと仰向けになった。

「自分でもなんて言ったらいいかわからないんだよね。君といると、初めて俺らしくいられた。条件や容姿の次元じゃない。理屈じゃないんだ」

「いいわ。許す」

　ゴソゴソと彼に近づき、身体をぴたりと寄せる。

「君のそういうところがね」

　私を見て言う彼にその先を促す。

「こういうところが？　どうなの？　無神経だとか」

　クスッと笑うと彼は私の髪を優しく撫でた。

「たまらないんだ。胸の奥を掴まれたみたいになる」

「わからないわ」

「いいよ、別に。わからなくても」

　ふたりで笑いながら、しばらく他愛のない話で盛り上がる。

　奏多さんと過ごす時間は、なにをしていてもキラキラしていて宝石のようだ。

「明日から二日ほど、有給休暇を取ろう。婚姻届けを出してから、出かけるから」

　またしても突然、彼が言い出す。

「そんなの無理よ。急には休めないわ」

「経営責任者がいいと言っても？　君に拒否権はないよ。伊吹に任せれば君の抜けた穴は埋まる」

「勝手なんだから。いきなり休んでどこへ行くというのよ」

「さあね。内緒だよ」

　そのときは深く考えてはいなかった。

　明日、自分がどこにいるのかを。
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「ねえ、奏多さん。……ここはどこなの」

　翌日。

　昨夜はあのまま彼の家に泊まり、朝早くに起こされた。

　婚姻届けを提出、私たちは正式な夫婦となった。

　そのまま彼の所有する自家用ヘリコプターに、彼のマンションの屋上にあるヘリポートから乗り込み、意味がわからないまま連れてこられた。

　ヘリで一時間ほどで到着したこの場所には、豊かな緑とプライベートビーチが広がっていた。

　彼はサングラスにビーチサンダル、真っ白なシャツとショートパンツといったラフな格好をしている。

　スーツ姿しか見たことがなかったが、妙に似合っている。こんな奏多さんも新鮮だ。

　私は、今朝手渡された軽い素材のワンピースを着ていた。朝早くに伊吹さんに届けさせたようだ。

　奏多さんが選んだのだろうか。小さなリボンが胸元にいくつかついている、かわいいデザインの真っ白なワンピース。

　奏多さんはどんな顔でこれを選んだのだろう。

「ここは俺の別荘がある島。都内だよ」

　彼は手短に説明すると、目前に広がる海を眺めた。

「やっぱりここは暖かいな。もうじき秋だけど、まだまだ泳げそうだ。だけどプールのほうがいいかな」

　私は彼に手渡されて被っている麦わら帽子を、風にさらわれないように押さえる。これも、奏多さんにもらったものだ。

「本当に、意味がわからないんだけど。どうしてこんなことになってるの」

「どうしてって。瑠衣とゆっくりしたかったから。意思疎通記念旅行みたいな感じかな。なにせ俺たちは、始まりが特殊だったからな。気持ちを切り替えるイベントが必要なんだよ。新婚旅行はまた別に考えている」

　彼は私を見てニコッと笑うと、私が押さえていた帽子を取って自分で被った。

　大きな赤いリボンがついているが、これもまた似合う。

　私は空を見上げる。雲ひとつない青空が私たちの頭上に広がっている。

　辺りを見回すが人影はない。

「意思疎通記念～！　なんじゃそりゃー！　なんでなのー！」

　私は叫んだ。

「あはははっ。でかい声だ。今日の瑠衣は威勢がいい」

「突然すぎて意味がわからないわよ。ここはどこなのよ～」

　彼を見ると、楽しそうに笑いながら足元の荷物を抱えている。

「だから都内だって。別荘に行こう。日差しが強くなる前にね」

　私の問いに真面目に答える気はないようだ。歩きだした彼について、私もヘリポートから続いている歩道を歩いた。

　しばらくすると、白い大きな建物が木の陰から目の前に見えてきた。

「えっ！　なにあれ。お城なの？」

　中世のヨーロッパを思わせるような豪華なつくりの建物。

「城じゃない。だから、別荘。今日はここでゆっくりしよう。新婚旅行のリハーサルだと思って」

　あらためて彼と私の違いを見せつけられる。どう見ても別荘のレベルじゃない。

「奏多さま。お待ちしておりました」

　城のような別荘の入口で、私たちを出迎えたのは数名の人たち。

　その中に伊吹さんがいる。どうして彼がここに？　奏多さんの秘書だから、有給休暇中でも奏多さんと行動をともにするのは当たり前なのだろうか。

　もしかすると伊吹さんは休暇ではなく、これも業務の一環なのかもしれない。

「伊吹。早かったね」

「はい。奏多さまの到着に間に合いました」

　伊吹さんに私も挨拶をする。

「こんにちは。よろしくお願いします。今朝は服を届けてくださってありがとうございます」

「いえ。ごゆっくりおくつろぎくださいませ」

　彼は普段からニコリともしないが、今日の口調は穏やかな気がする。彼も会社から離れ、多少は開放的な気分なのだろうか。

　奏多さんについて、早速中に入っていく。

　リゾート地を思わせるような爽やかな内装に、風が吹き抜けている開放感のある空間が広がっている。

「素敵ね」

「気に入った？　これからはいつでも来ていいよ。俺の奥さんだから君の家でもある。ヘリですぐだし」

「めっそうもない！」

「武士かよ。なんだそれ」

　私が謙遜して言うと、彼はまたしても楽しそうに笑う。

「奏多さんを知る前は、月島ＣＥＯってもっと厳しい人だと思っていたわ。いつも眉を吊り上げて険しい顔でいたでしょ？　近寄り難い人に見えたわ」

　彼は顔をしかめる。

「『眉を吊り上げて』は余計だろ。そりゃ、仕事中にへらへらしないよ。それに俺が笑うのは、君といるときだけだから」

　奏多さんの言葉に顔が火照る。どうしてこの人は、こんなにもストレートなんだろう。

　人を疑ってきたと言いながら、本当は誰よりも素直なのかもしれない。だからこそ誰のことも信じないのかも。傷つくことがわかっているから。

「入って。ここが今日の部屋」

　私たちのために用意された部屋には、大きなベッドにハンモック、ガラスの壁の向こうには、プールと気泡風呂がある。

「キャー。素敵」

　私はベッドに腰かけ部屋を見回した。

「プールに入る？　それともエステでもする？　エステスタッフもいるよ。呼ぼうか」

　目を大きく見開いて彼を見る。

「そんなことまでできるの？　あり得ないわ。すごいのね」

「月島の人間ならば当たり前のことが、瑠衣にとってはすごいことかもしれない。だけど一族の中で、俺のように愛する人がいる者は少ないと思う」

　彼は私の隣に座る。

「政略結婚が主流の世界で、俺もいずれそうなるのだと漠然と思ってきた。そんな結婚ならしないほうがいいと思うあまり、結婚願望が湧かなかった。だけど君との出会いが俺の人生を変えた。決められたところを歩くしかなく、無気力だった頃には感じなかったことを今は感じてる」

　奏多さんが私を見つめる。

「瑠衣には感謝してる。俺に幸せを教えてくれたから。明日が楽しみだなんて思ったことはなかった。今は君となんだってしたいと思うんだ」

　顎を掴まれ私は目を閉じた。

　彼からのキスを受ける瞬間は、何度めでもドキドキしてしまう。私をこんなふうにとろけさせるのは、彼にしかできないことだ。

　そのとき。

　部屋のドアの向こうから声がした。

「かっなたちゃーん。遊びましょー」

　ふたりでパチッと目を開けドアのほうを見た。

「開けていい？　服は着てるだろうね。まさかふたりで、到着早々裸じゃないよな」

　ずいぶんとにぎやかな人がドアの向こうにいる。

「奏多さん、誰？」

　彼のほうを見ると頭を抱えていた。

「龍だ。呼んでないのにまた勝手に来やがった」

　彼がそう言った瞬間ドアが開いた。

「開けちゃうよ？　ほら、開いた」

　龍さんは、私を見てニカッと嬉しそうに笑う。

「瑠衣ちゃん。相変わらずかわいいね。どう？　あれから気は変わった？　奏多から俺に乗り換える準備は進んでるのかな。俺ならいつでもウェルカムだよ」

　龍さんの冗談に、奏多さんは付き合うつもりはないらしい。

「お前はそういうことを言うなって、いつも言ってるだろ？」

　怒った声の奏多さんを龍さんは待っていたかのようにからかう。

「あはは、出た。また必死かよ。実はそんな奏多を見たくて言ってるんだよね。面白すぎだからさ」

　呆れて奏多さんはそっぽを向く。

「イチャイチャしてたところだろうに、邪魔して悪かったよ。そんなに怒るなよ」

「ほんとに邪魔だよ。わかっててやってるところが嫌だね」

　ふたりが従兄弟同士なのが不思議でたまらない。顔は似ているが性格は真逆だ。

「じゃあ、邪魔者は退散するか。夜にまたね」

　龍さんが出ていき、私は奏多さんに尋ねた。

「夜になにかあるの？　一緒にご飯とか？」

　奏多さんは私のほうに向き直り答えをはぐらかす。

「なんだろうね。まあ、そんなとこ。ところで瑠衣。さっきの続き、瑠衣からして？」

「えっ」

　目を閉じた奏多さんを見つめる。やっぱり綺麗な顔だと思う。

　ＣＥＯじゃなくても、彼ならば女性には困らないだろう。

「瑠衣？　早く」

　片目をうっすら開けて彼がキスを催促する。

「こういうの……照れるんだけど」

　思いきってチュッとキスをした。彼が目を開ける。

「え？　それだけ？」

「それだけよ。急に言われてもできない」

　奏多さんが再び私の顎をそっと掴んだ。

「下手だな。こうやるんだよ」

　そのまま彼の唇が私の唇を包んだ。お互いの舌を絡め合い、奏多さんを感じる。

　彼の仕草がいつでも私を骨抜きにする。ほかのことなどなにも考えられなくしてしまう。

「瑠衣……愛してるよ」

　この状態で囁かれたら、もうたまらない。

「奏多さん……もっとして」

　普段の私ならば絶対に言わないようなお願いを思わず口にしてしまう。

「君は……俺からまだなにかを奪うつもり？　もう、あげられるものなんかないよ」

　ワンピースの裾から彼の手がするすると入ってくる。

　好き、大好き。心の中で何度も繰り返す。

　もっと私を求めて。溶け合ってひとつになっても、ずっと離さないでいて。

　私は時間が経つにつれて我が儘になっていく。

　だけどあなたが、本物の愛ですべてを受け止めてくれることを知っている。恋ほど贅沢な幸せはないのだろう。奏多さんがそれを私に教えてくれた。




　ふたりでうつ伏せになってお互いを見つめる。抱き合ったあとの彼の甘い視線は、普段より数倍もの色気がある。

「昨夜からこんなことばかりしてる。いいのかな」

　私が言うと彼は優しく微笑んだ。

「いいんじゃない？　今まで本音が言えず辛かったから。頑張ったご褒美だよ」

　ずっとこうしていたい。彼を見つめて時間の限り求め合いたい。

　そんなことまで考えてしまうほどに彼を愛している。

「じゃあ、そろそろ起きるか。確かにいつまでもこうしてはいられないな」

　起き上がり、服を着る彼を見つめる。

「遊ぼう。久々に龍や伊吹と騒ぎたくなったな。瑠衣のお陰かもしれない。こんな気持ちは長い間忘れていたから」

　彼は子供のような笑顔で言った。

「瑠衣も一緒に来いよ。ビーチバレーでもする？」

　彼の提案に自分の目がキラッと光ったのがわかる。

「本当？　する！」

「やっぱり元気だ。瑠衣らしいよ」

　私は跳ね上がるように起きると、脱ぎ捨てて落ちた服をいそいそと拾った。

「あ。瑠衣はこれもね」

　赤い水着を手渡され、それを広げてみる。

「ビキニじゃないの？」

　尋ねると、彼は「ダメ。肌は必要以上に出さないの。彼らにサービスはしないよ？」と言う。

　目を見合わせてクスクスと笑い合った。




　それから私たちは四人で砂浜へとやってきた。

　盛夏を過ぎた午後の日差しはまだまだ強い。

「四人でビーチバレーですか。なんだかね」

　伊吹さんが呟くが、あとのふたりはそれを聞き流している。

「よし、奏多。俺の本気を見せるときが来たようだ。今回は俺が瑠衣さんと組ませてもらう。奥さんを借りるけど嫉妬で動揺しないようにな。覚悟はいいか」

　龍さんが奏多さんを挑発するように言う。

「なんでお前が瑠衣と組むんだよ。確かに面白くはないが、嫉妬くらいでお前の策略に俺が陥るかよ。伊吹がいれば俺は敵なしだ。彼のサポートのお陰で今の俺がある。伊吹と組んで負けることはない」

「今さら勝手なことばかり言って。いつも俺の話なんか聞いてはいないくせに。ずいぶん調子がいいな」

　伊吹さんの話し方が砕けている。本人は気づいているだろうか。

　仕事を離れ友達に戻った束の間の三人。これが本来の関係なのだろう。

　小さな頃からともに過ごしてきたという三人は、絶妙なバランスでお互いを尊重し合っている。

　この人たちが世界に名を轟かせているグループ企業のトップだと、今の彼らを見て思う人はいないだろう。

　派手な柄のシャツとパンツを着て、虹色に反射する奇抜なサングラスをかけ、無邪気にはしゃいでいるのだから。

「瑠衣ちゃん！　いくよ！　自称名コンビをボコボコにしてやる」

「はいっ。手加減はしませんよ」

　龍さんに呼ばれ簡易コートに入った。

「だから、俺は名コンビだなんて言ってないってば。龍くんが勝つに決まってるだろ」

　伊吹さんの呟きに私は大笑いをした。

　ビーチバレーの結果は、伊吹さんが言った通り私と龍さんの圧勝だった。

　と言っても、スポーツ万能の龍さんが、ほとんどひとりで技を決めていたけど。

　ふたりは仕事があるからと別荘に戻り、私は奏多さんとふたりで砂浜に並んで座っていた。

　大きな夕陽が私たちをオレンジ色に照らす。

「楽しかった。まさかこの年でこんなことをするなんて」

　私が言うと奏多さんが優しく言う。

「これからはいつでもできる。実はさ、瑠衣が俺と結婚したことを後悔しないように、ふたりを誘って遊んだんだ」

「どういうこと？」

「自信がないのかもな。俺ひとりじゃ君を喜ばせられてるかわからないから。女性の気を引くことに慣れてなくて。いつも向こうから勝手に来てくれたし」

　女性が勝手に来るというところに突っ込みそうになったが、確かにそうだと思う。

　これだけの容姿を持ちながら肩書きも立派で、その仕事ぶりは経済界で話題になるほどのものだ。飛ぶ鳥を落とす勢いをみせる、月島ホールディングスの代表なのだから。

「私は充分幸せよ。結婚したことを後悔したりはしないわ。あなたしか考えられないもの。もちろん、たまにこうやって遊べたら嬉しいけど」

「そうか。だったらもう……急にいなくなったりしないでほしい。怖いんだ。目覚めたら隣に瑠衣がいないんじゃないかって」

　彼を抱きしめる。

「ごめんなさい。ずっといるから」

　彼のためだと自分に言い聞かせ、聖羅さんに言われるがままに姿を消した。あのときの私は、本当は自分に自信がなかっただけなのかもしれない。

　彼ほどの人ならば、簡単にその地位を失ったりはしないだろうから。

　夕陽が海に吸い込まれていくのをふたりで見つめる。

「瑠衣。初めに期間限定の偽装結婚なんて言い出して、本当にごめん。最初からきちんとプロポーズしたらよかった。君に一瞬で惹かれたからこそ、結婚しようと思ったのに。そしたら君を苦しめずに済んだのに」

　俯く奏多さんの顔に夕陽が影をつくる。そんな彼の頬にそっとキスをした。

「苦しんだからこそ素直になれたの。それでよかったのよ」

　私が言うと彼は微かに微笑んだ。

「そうかもな」

　彼がそう言った瞬間、海の彼方に夕陽が消えた。

　薄紫色の闇が優しくふたりを包み始める。

「実は、瑠衣をここに連れてきた本当の目的はこれからなんだ。そろそろ準備が進んでる。行こう」

　立ち上がって彼が差し出した手を握り、私も立ち上がる。

　これからなにが始まるのかわからない。

　だけどもうすでに驚きの連続なのだから、これ以上のことなんかないだろう。

　そのときの私はそんなふうに考えていた。




　別荘に戻っても出かけたときと様子が変わったわけではなかった。

　薄明かりの中でほんのりと灯る外灯が、幻想的だということ以外は。

　彼に手を引かれたまま部屋に戻る。

「シャワーを浴びておいで」

　奏多さんに言われて頷く。本当の目的とはいったいなんなのか見当もつかない。

　潮を身体から落とし、バスローブを羽織って部屋に戻る。だがそこに奏多さんの姿はなかった。

「奏多さん？」

　部屋の中を捜すが彼はいない。

　ふとベッドの上を見ると大きな箱が置いてある。近づいてよく見ると、メモが添えてあった。

【このドレスを着て、二階のテラスにおいで。奏多】

　綺麗な字で書かれたメッセージが目に入る。状況が飲み込めないまま、箱をそっと開けてみる。

「わあ……綺麗」

　中に入っていたドレスを取り出して、思わず感嘆の声が出た。

　今日、島に来て最初に見た空のようなスカイブルーのシンプルなドレス。その全体に婚約指輪のダイヤモンドのようなスパンコールが散りばめられていた。

　鏡の前で、身体に当ててみる。

「着こなせるかな……」

　一瞬不安になるが、奏多さんが選んでくれたものに間違いはないと思い直し、バスローブを脱いで着てみる。

　サイズはぴったりだ。

　私の身体に合わせてオーダーしたものだろうか。いつの間に……。

　次々に不思議な気持ちになる。

　彼が私を驚かせ、喜ばせるために手を尽くしてくれることが嬉しい。箱に一緒に入っていたパンプスを履き、化粧を丹念に施す。

　洗ったばかりの髪を結い上げて、再び鏡の中の自分を見つめた。

　テラスでなにがあるのだろう。期待と不安が交互に押し寄せてくる。

　奏多さんにもらった婚約指輪をバッグから取り出して薬指にはめた。指輪にそっとキスをして鏡の中の自分に頷き、意を決して部屋を出る。

　きっとこの先には、信じ難いほどの幸せがある。そんな予感に胸が震えた。

　螺旋状の階段をゆっくりと上がる。別荘の中は静まり返っていた。

　スタッフや、龍さんと伊吹さんの姿はない。私の歩くハイヒールのパンプスの音だけが響き渡る。

「皆どこにいるのかしら」

　あまりの静けさに思わずひとりで呟いたが、もちろん誰も返事をしない。

「テラスは……あっちかな」

　広い別荘で部屋数は多いが、建物の間取りはすっきりとしている。テラスまでは迷わずに行けそうだ。一直線に続く廊下を真っすぐに歩いていく。

　テラスに繋がると思われる扉の向こうから物音はしない。不思議に思いながら、思いきって扉を開けた。

「奏多さん？　ここにいるの？」

　私が外に足を踏み出した途端、暗かったテラス上にライトが一斉に灯された。

「え」

　驚く間もなく、クラッカーが左右から私に向かって鳴り響く。

　――パンパン！

「きゃっ」

　耳を塞いで目を閉じたあと、そっと前を見ると……。

「ええ!?　な……！」

　驚きで声も出ない。

　目の前にはたくさんの人たちが立っていた。

「お……お父さん。お母さん？」

　私の両親を始め、海斗に海斗の両親。

　同僚の沙也加に、月島建材の営業課のメンバーたちまでいる。

　皆にこやかな表情で一斉に拍手をしていた。

「これは……」

　唖然とする私に近づいてくる、ひとりの男性。

「奏多さん？　どういう……」

　彼は私の前で足を止めると私に微笑んだ。

「君のお披露目会をやり直そうと思ってね。ヘリで皆さんを連れて来ちゃったよ。俺の愛妻を自慢したくてさ」

　皆は拍手の手を止めて私と奏多さんを見ている。

「それと……会ってもらいたい人がいたから」

　奏多さんは彼の背後に立つ女性のほうを見た。

　私も彼につられてそちらに目を向ける。

　年配の気品が漂う綺麗な女性が、にこやかな表情で私を見つめていた。

「瑠衣さん。初めまして。奏多の母の月島小さ百ゆ合りです。ご挨拶が遅れてごめんなさい」

　驚いて唖然とする私に、深々と頭を下げて奏多さんのお母さまが言った。

　はっとなり、私も慌ててお辞儀をする。

「はっ、初めまして。瑠衣です。よろしくお願いいたします！」

　顔を上げたお母さまは、にっこりと笑いながら奏多さんを見た。

「かわいらしい方で嬉しいわ。大切にするのよ」

「ああ。わかってるよ」

　奏多さんもお母さまを見て微笑む。

「私と主人は奏多に夫婦愛というものがどういうものかを教えてあげられなかったの。ケンカばかりしてね。だけど主人が亡くなったときにね、初めて気づいたのよ。彼を愛していたんだって。後悔しても遅いし、もう気持ちを伝えることもできないのにね。彼がそばにいたころは、彼を疑って責めてばかりいたのに」

　突然の告白に、奏多さんと私は驚いて黙った。

「相手に対する正直な気持ちをすべて伝え合えれば、この先なにがあっても大丈夫よ。手遅れにならないよう、相手のことを信じていればね」

「母さん」

　奏多さんは潤んだ瞳でお母さまの告白を聞いていた。

　彼の親族は政略結婚した人が多いと聞いていたけど、きっと奏多さんのご両親は違ったのではないだろうか。始まりが政略結婚だったとしても、きっとおふたりの間には愛があったのだ。そう信じたい。

「瑠衣、おめでとう。遊ばれていたわけじゃなくて安心したわ」

「海斗くんが祝福してるなら、我々が反対はできないからな」

　私の両親が、反対側から声をかけてきた。

　両親の言葉に涙が溢れてくる。

「お父さん、お母さん。ごめんなさい。海斗と結婚できなくて」

　誰よりも海斗との結婚を楽しみにしていた私の両親は、ふたり揃って首を横に振った。

「いいのよ。あなたたちが皆、幸せならば。ね？」

　母が隣にいた海斗の両親のほうを見た。

「そうよー、安心して。うちの海斗はモテるから。瑠衣ちゃんひとりに振られるくらい、なんでもないのよ」

「瑠衣ちゃん、おめでとう。海斗よりも、もっと幸せにしてもらいなさい」

「ありが……」

　もう言葉にならない。

　涙にむせぶ私の肩を奏多さんがそっと抱く。

「笑って、瑠衣」

　奏多さんが耳打ちをしてくる。

　私はぐちゃぐちゃな顔に、無理やり笑みを貼り付けた。

　両親は奏多さんのお母さまと一緒に話しながらこの場を離れる。

　と、同時に今度は月島グループの皆がそばにやってきた。

「有森。おめでとう」

　山内さんが言う。その隣で、沙也加が親指を立てて私を見る。

「瑠衣、すごい！　本当に嘘みたい」

「皆……ありがとう」

　伊吹さんがあの日と同じように、奏多さんにマイクを手渡した。

『皆さま。今日は急なお願いにも関わらず、こうしてお集まりいただきありがとうございます。本日、私たちは婚姻届を提出し、滞りなく正式な夫婦となりました』

　奏多さんの報告に、大きな拍手が沸き起こる。

『そんな私たちですが、実は……婚約当初、本物ではありませんでした。便宜的な意味合いのものだったのです』

　奏多さんの急な告白に辺りがざわつく。私も信じられない気持ちで彼を見上げた。

『ですが、様々な葛藤を乗り越え、私たちは愛し合っているのだと気づけたのです。この幸せにたどり着けたのは、皆さまがこれまで瑠衣を励まし、助け、彼女に力を貸してくださったお陰だと思います』

　ざわついていた人たちが静まり返る。

『彼女の素直な気持ちが私にも伝わり、私も彼女のように素直になることができました。瑠衣に愛していると言えました。感謝しています』

　奏多さんの言葉に両親はハンカチで目を拭う。盛大な拍手が沸き起こった。

『今日はどうか、ごゆっくりとおくつろぎください。お部屋のご用意もしていますので休まれる方はどうぞ、こちらにおります私の秘書の月島にお申し付けください』

　奏多さんとふたり、深く頭を下げる。

　彼が催してくれたこの会は、なによりも嬉しいことだった。彼は私が抱えていた不安を、一気に拭い去ってくれたのだ。

　それは両親や海斗、海斗の両親の気持ちだ。海斗と結婚しなかったことで、怒らせたり疎遠になったりはしないだろうかといつも案じていたのだ。

　それからは集まってくれた知人と楽しく話し、泣いたり笑ったりしながら、幸せなひとときを過ごした。

　奏多さんを好きになった自分を、心から誇りに思った。

「奏多さん。もうひとつ、気になることがあるの」

「ん？」

　ふたりでワイングラスを片手に、テラスの手すりに寄りかかって話す。

　招待客は皆、お祭り騒ぎでカラオケ大会に突入していた。

　龍さんと伊吹さんがふたりで流行ソングを歌っているのを、奏多さんは笑いながら見ていた。

「結局、好きになったら負けるゲームはどうなったの？」

　私の問いに彼は私を見た。

「さあね。どちらにしろ、今となってはゲームオーバーだ。好きにならずにはいられないのだから」

　見つめ合っていると触れずにはいられないほどに、私たちには愛が溢れている。

　そのままそっと唇を重ねると、その瞬間に私たちの後ろで大きな花火が打ち上がった。

「あ、忘れていた。花火も手配させたんだったな」

　奏多さんが花火のほうに顔を向ける。私は奏多さんの頬に手を添えて、再び彼の顔を私のほうに向けた。

「ルール変更。よそ見しないで、私を見て。いつも、いつでも」

　そんな私に彼はクスッと笑う。

「花火にも妬くのか？　嫉妬深い新妻だね」

「もちろんそうよ。なんとでも言えばいいわ」

「我が儘な奥さんだ。教育のしがいがある」

　再び甘いキスを交わす。

　招待客は皆、花火を見て歓声を上げている。

　青空と夕陽、そして花火。この島であなたがくれたものは、皆私の宝物となった。

　あなたと見るもの、感じること。すべてはもう偽りではない。

　初めはたった一年の契約だったけれど、今はもう永遠のものだ。ずっと終わることはない。

「奏多さん……愛してる」

「もう嘘はこりごりだ。俺も愛してるよ」

　私たちの間にはもう、紛れもない真実しかない。

　あなたとゆっくり未来を歩いていこう。

　その道は終わることなく、

　どこまでも続いているから――。
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愛と光に包まれて







　月島の別荘がある島から帰ってきて、今日で二週間になる。

　私は数年間住んできたアパートを引き払い、奏多さんの豪華マンションに移り住んでいた。

　初めは広くて落ち着かなかったこのマンションにも、ようやく慣れてきたところだ。

「今日も遅いのかな、奏多さん」

　スマホで時刻を確認すると二十四時を過ぎている。それを横目でチラッと見たあと、数時間前に作った夕飯を温め直す。

　奏多さんを待っていたが、どうやら彼はまだ帰宅しないようだ。

　同居し始めてから数えるほどしか夕飯を一緒に取っていない。日曜日も一日仕事だった。籍も入れて正式な妻になったというのに。

　会社を取りまとめる立場である奏多さんが、普通の人よりは忙しい生活を送っていることは同居前から予想していたが、ここまで多忙だとは思っていなかった。

　ひとりで食事をしてひとりでベッドに入る日のほうが多い。

「身体……大丈夫かな」

　私が用意した夕飯を食べてはいるけど、いつか倒れたりはしないだろうか。

　そんなことを考えていると、玄関のドアが開く音がした。

「奏多さん。おかえりなさい」

　私は瞬時に玄関へと向かい、彼を出迎える。

「瑠衣。まだ起きてたのか」

　疲れた様子の彼が、私を見てふと笑顔になる。

「ただいま。遅くなってごめん。寂しかった？」

　靴を脱いでから、優しく私の頬にキスをする。

「うん。眠る前に会えてよかった」

　彼の鞄を預かり、私は微笑み返した。

「ごめんな、休みも取れなくて。忙しい時期が終わったら、ゆっくりできるから」

　彼は私をギュッとその胸に抱きしめた。

　私は目を閉じて、彼がそばにいることを実感する。

　結婚してから一緒に過ごせる時間は少ないけれど、不安は感じない。

　奏多さんの愛が、自信のなかった私を強くしている。出会ってからほんの数カ月しか経っていないのに、私はずいぶん変わったと思う。

「ご飯、食べる？　今から食べようと思って温めたところなの」

「やった。食べる。お腹が空いて倒れそうだったんだ」

「倒れたら困るわ。たくさん食べてね」

　話しながらリビングへと戻る。

「毎日君をひとりにして、全然新婚らしいこともできないね。これもあとしばらくだから。今は時期的に忙しいんだ」

　ご飯を食べながら、彼は申し訳なさそうな表情をした。

「いいの。寂しいけど、奏多さんが忙しいことは覚悟してたから。その代わり、時間ができたらたっぷりと甘えさせてもらうから」

　おどけて言うと、彼はニッと笑った。

「時間なんかなくても甘えさせることはできるよ。今すぐにね。疲れているときのほうが、そういう気分になるんだ」

「そういう気分？」

　聞き返すと、彼は箸を置いて立ち上がった。

「瑠衣をめちゃくちゃにかわいがって、そのすべてに触れたくなるんだ。忙しいと基本的に瑠衣が足りないからさ、俺にとっては結構、切実なんだよね。おそらく瑠衣よりも強く願ってる」

　そう言ってクスッと笑うと、手招きをする。

「瑠衣、おいで。今すぐに俺を癒してほしい」

　私は赤面しながら、オロオロする。

「今……？　夕飯の途中だし、食べてから……」

「あとでいただくよ。もう……待てない」

　彼の濡れたような瞳から放たれる、艶やかな視線。

　私はそれに引き寄せられるように、立ち上がって彼のそばへと近づいた。

　私の手を優しく包むように握り、奏多さんはソファに私を座らせる。

　その隣に自分も座ると、私の頬にそっと触れた。

「君が愛しくて、ずっとこうして見つめていたいといつも思ってる。だけど、瑠衣の存在があるからこそ、今まで以上に仕事に打ち込んでるんだ。矛盾してるよね。守りたいものができた男って、やっかいなんだな」

「奏多さん……」

　引き合うように重なる唇が、私を恍惚とさせる。

　私も、あなたよりも大切なものなんてない。あなたのことをいつも考えている。

　そのやわらかな髪や長い指にいつだって触れたくて、同居してからずっと我慢してきた。本当は、毎日あなたと一緒に眠りたいのに、物分かりのいいフリをしていたの。

　こんなふうに気持ちを溶かされたら、心の奥にあるものはもう欲望しかない。

「瑠衣……」

　私の唇を貪るような彼のキスに応える。

　大勢の部下を引き連れて社内の廊下を颯爽と歩くあなたを、社員たちは憧れと尊敬の眼差しで見ている。そんな光景を毎日のように見ている私には、目の前にいる奏多さんが本当は幻なんじゃないかと思うときがある。

　奏多さんのような人と結婚するなんて、夢みたいであまりにも現実的ではない。

　多くを求めたら消えてしまいそうで怖くなる。

「いなく……ならないで。ずっと、私と……一緒にいて」

　思わず声になって出てしまう。

　彼は唇を離すと、真顔で私をじっと見た。

「ごめんなさい。あの日、あなたにぶつかって……そのまま結婚するような流れになって。もしも私じゃなかったら……奏多さんはもっと綺麗な人と……」

　ずっと心の奥に秘めてきた想い。口にするべきではないということは、わかっている。

　だけど最近、ひとりで彼の帰りを待ちながら考えていた。

　奏多さんは、私とこうして結婚することを、本当に後悔しないのかと。

　会社にもたらす利益もないし、もちろん目を見張るほどの美人なんかじゃない。

　まさかとは思うが、私との結婚を後悔する気持ちが彼の帰宅を遅らせているのかもしれないとまで考えてしまう。

「どういう意味？　あの日出会ったのが、瑠衣じゃなく別の女性だったら……なんなんだよ」

　彼の声に怒りが混ざっているのがわかる。

　だけど私には、どうしてもその先が言えない。言ってしまえば終わるかもしれない。奏多さんの本心を聞くのが怖い。

　黙ったまま、彼から目を逸らした。

「俺はさ……物心ついた幼い頃からずっと、誰かに感情をぶつけたことなんかなくて」

　急に幼い頃の話をし始めた彼を見る。

　その顔は無表情に見えた。遠い昔を思い出しているのだろうか。

「ともに過ごした龍や伊吹にさえ、本音で話せなかった。いつも相手の反応ばかりを気にして、相手もまた俺の機嫌を取るような態度だと感じていた」

　私の身体をそっと離し、彼は座り直して正面を向いた。

「瑠衣と出会ったときも『ああ、この子も俺が誰だかわかれば、俺のことを恐れて逃げるんだろう』と思った。だけど君は……あまりにも自然で、初対面の俺に正直な気持ちをぶつけ、自分の未来を変えてほしいと頼んできた」

　私に顔を向けた彼の表情は、やわらかなものに戻っていた。

「俺の無茶な提案にひるむことなく自分に正直な君に、俺も未来をかけてもいいと思ったんだ。出会ってすぐの瑠衣に初めて本音を明かせた自分が、ずっと不思議でたまらなかったよ。今になって思えば、瑠衣が持つ不思議な力に俺は惹かれたんだろうな」

　私はなんと言っていいかわからず、ただ彼の目を見つめていた。

「人を信じたことがなく、自分を守るかのように感情を抑えてきた俺が、自然体で過ごせる唯一の人は君だけだ。あの日出会ったのがほかの人だったら、今も俺は変わっていなかったと思う。毎日女性を紹介されて、今頃伊吹に八つ当たりでもしてるんじゃないかな。いい加減にしろってね」

　彼の言い方がおかしくて、私は思わず顔を緩めた。

　そんな私の頬をそっと手のひらで包み、彼は私に優しく笑いかける。

「感情を出すのが苦手だから、伝わりにくいことも多いと思う。今すぐにすべてを信じてほしいとは言わない。だけど、これだけはわかってほしい。俺が結婚しようと思ったのは、相手が瑠衣だったから。誰でもいいわけじゃないんだ」

　視界が涙で霞んで、彼の笑顔がぼやけて見える。

　目尻に溜まった涙を、彼の指が優しく拭う。

「ご……ごめんなさい。私、自分の気持ちばかりで……。ごめんなさい」

　そっと抱き寄せられて、彼の温かい腕の中で目を閉じる。

　私だって、相手が奏多さんじゃなかったなら結婚しようとは思わなかっただろう。偽装を乗り越えて本物になりたいとは、願わなかったと思う。

「最近はさ、瑠衣のお陰で龍と伊吹にも素で話せてる気がするんだ。瑠衣が俺に人を信じることを教えてくれた。仕事だって、これまで以上に順調だ。君は今の俺にとって、なくてはならない存在なんだ」

　奏多さんは決して、感情を抑えているような人ではないと思う。ストレートな愛情が伝わりにくいと感じたことなどもない。

「私も……奏多さんがいないと、ダメなの。絶対に離れたくない。ずっと一緒にいたい」

　彼の身体を抱きしめ返す。

「私だって、出会った瞬間からあなたを好きになってた。なんて素敵な人なんだろうって、見とれてしまって。憧れたわ」

「見た目だけかよ」

「違うわ。話しても、親近感があってＣＥＯらしくないなって。けっこう普通で、本当にこの人がそうなの？って思って。あれ？　違うの、どう言ったらいいかしら。もしかして私、失礼なこと言ってる？」

　私が言葉に詰まって考えていると、彼は笑いだした。

「冗談だよ。そんな必死に弁明しなくていいって。正直でいいんじゃない？　そこが瑠衣のいいところだから」

　そのままお互いの目をじっと見つめる。

　彼の瞳に映る私は、彼のことが好きでたまらない表情をしているだろう。

　言葉で取り繕わなくても、奏多さんには全部伝わってる。私があなたを愛してやまないって。

　そっと重なる唇。何度こうしてあなたを感じても、もっと欲しいと願わずにはいられない、あなたからの愛。

「瑠衣……誰にも渡したくない。ずっと、俺だけ見ていて」

　彼の言葉が吐息に混ざって、息苦しくなる。

　こんなに溺れるほどの愛に包まれていたら、ほかの誰かに目を向けるなんてできない。

「瑠衣がかわいくて……たまらない」

「んっ……んんー」

　呼吸をする自由すら奪われて、私はまたしても彼の愛にとらわれていく。

　それはたまらなく嬉しくて、心の奥から幸せな気持ちでいっぱいになる。私をこんな気持ちにするのは奏多さんだけ。

　私には奏多さんしかいないように、奏多さんも私しかいないと言ってくれた。

　自信はまだ完璧にあるわけじゃないけど、彼を信じてついていくしかない。彼の代わりは、ほかの誰にもできないのだから。

　そのとき、テーブルの上に置かれた彼のスマホが揺れて、ふたりでビクッとなった。

「ごめん、ちょっと待って」

　唇が離れると同時に、ふたりを包んでいた甘さがスッと消える。彼は立ち上がってテーブルに向かい、揺れているスマホを手にする。

「……はい。ああ、その数字は把握してる。……新規プロジェクトの予算に入れてあるから。あとは明日確認するから、君も早く帰って休め。出社は午後からでいいから」

　仕事の話をする彼の声は、掠れた囁きとは程遠いＣＥＯとしてのものだ。部下に対する気遣いも忘れない。

「だからそれは、押し切れと言っただろ？　どうして引くんだよ。君たちが立ち上げたプロジェクトを無駄にしたいのか」

　私は立ち上がり、電話をする彼の背後を通り過ぎた。お茶を淹れようと思い立ち、そのままキッチンへと向かう。

　お湯を沸かそうとした瞬間、彼の声が耳のそばで響いた。

「瑠衣。どうして俺を待たないでここにいるの？　誰が逃げていいって言ったの」

「きゃ」

　驚く私の耳を、彼の唇が優しいキスでなぞる。

「ん……奏多さ……」

　瞬時に吐息を漏らした私を、彼は背後からギュッと抱きしめた。

「すべてに触れたいと言ったよね？　……まだ始まってもいないんだけど、今日はダメなのか？」

　彼が話すたびに、背筋がゾクゾクする。

　たまらなくなり、私は振り返ると彼に自分から口づけた。

　それを受け入れて目を閉じる彼の首にしがみついた。

　私の背中を這うように撫でる彼の手が、私の胸へと移動していく。

「瑠衣……かわいい……」

　キスの合間に囁かれる声が、彼への愛しさを溢れさせる。意識が遠のいてしまいそうなほど、私も奏多さんを全身で求めていた。

　そっと唇を離し見つめ合うと、照れたような綺麗な笑顔が目の前にある。

「自分でも呆れるほどに……瑠衣が好きだ。かわいくてたまらない」

「……私もよ。奏多さんを愛してる。どうしようもなく」

　おでこをこつんとくっつけて、ふたりでクスッと笑う。

　余計な言葉はいらない。気持ちを偽ることもない。

　お互いに伝えたいことを、ありのままに言う。

　偽装結婚をしようとしていたころは、あなたとこうして過ごせるようになるなんて思ってもいなかった。

「……抱いてもいい？　もう限界なんだけど」

「うん。ぜひ……お願いします」

「ははっ。お願いされちゃうんだ。逆だろ」

　ふわりと抱きかかえられ、彼は私をベッドへと運んだ。

　会えない時間が続いても、それを取り戻すように濃密なひとときを過ごす。これ以上に望むことなんかないと思う。

　彼の腕の中で、あまりの幸せに私の目からは熱い涙が一筋、こぼれ落ちた。




「決めた。ずっと迷っていたけど、もうそれしかない」

　ベッドの中で、彼が私の頭をギュッと抱えたまま言った。

「なにを？」

　聞きながら彼を見上げる。

　私に視線を向けて、彼は答えた。

「瑠衣を秘書課に異動させる。伊吹と一緒に、俺の秘書をしてもらうよ。早くて来月かな」

「えっ」

　驚いて目を見開く。

「少しでも長く一緒にいたい。君がそばにいると、もっと頑張れそうだ。そうなれば、いいことしかない」

「そんな、急に。知識もないし、伊吹さんに迷惑がかかるわ」

　不安に思う私に、奏多さんはクスクスと笑いながら言った。

「迷惑なんかかからないよ。実は、瑠衣を異動させようと言いだしたのは伊吹なんだ。忙しくてすれ違う俺たちを心配してる。あいつはポーカーフェイスでわかりにくいけど、すごく心配性なんだよ。お節介なほどにね」

「本当に？」

　降ってわいたような話に、私は驚きを隠せない。

「ああ。だけど俺は、仕事では君を甘やかさない。ときには怒鳴ったりすることもあるかもしれない。秘書ともなれば、覚えることや仕事量も半端ない。それでもいいなら、やってみる？　だけど瑠衣には厳しすぎるかな。ついてこれなくなるかもなぁ。途中で逃げ出したくなるかも」

　奏多さんは笑いをこらえるように言う。

　私が挑発に乗る性格だとわかっているのだ。

「逃げるですって？　失礼ね。や、やるわよ。私は努力も忍耐も得意なのよ。どうして私には難しいと思うの」

　思わず言っていた。

「あはは。そうか、じゃあ決まりだね。その気合で伊吹に鍛えてもらって。言っておくけど、彼はすべてに妥協しないから。相当厳しいと思うよ。嫌味も得意だしね。いやぁ、楽しみだな」

　私は早くも後悔していた。

　そりゃ私だって、奏多さんと一緒にいたいし奏多さんの仕事ももっと知りたい。

　だけどＣＥＯの秘書だなんて大役が、自分に務まるのだろうか。

　不安な気持ちしかない私に、奏多さんがさらに言う。

「努力と忍耐が得意な俺の自慢の妻に、とっておきのご褒美をあげないとね。実はさ、来週にまとまった休みが取れるんだ。その休みを取るために最近ちょっと頑張りすぎて、瑠衣には寂しい思いをさせてしまったけど。ずっと考えていた計画があって、それをそろそろ実行しようと思ってね」

「えっ。ご褒美？」

　不安を打ち消すような話に、期待する気持ちで私は彼を見た。

「結婚式を挙げに行こうと思ってる。ふたりだけで、海外にでも行ってさ。新婚旅行も兼ねてね」

「海外？　本当に？」

「ああ。タヒチなんだけど、どう？　月島観光の支部があるんだ。瑠衣がそれでよければ、すぐに龍に言うつもりだけど」

　私は両手で口を塞いだ。

　感動で声が出ない。

「あれ？　嫌だった？」

　なにも言わない私に、奏多さんが言う。

「嫌なわけ……ない。嬉しい……。行きたい」

　やっとの思いでそれだけ言えた。

　私の髪をそっと撫でながら、彼は私を抱きしめる。

「絶対に後悔はさせない。俺と結婚したことを、心からよかったと思ってもらいたい。君は世界でたったひとりの、俺の愛する人だから。瑠衣を喜ばせるためなら、俺はなんだってするから」

　涙が溢れて、言葉が出てこない。

　こんなに私のことを大切にしてくれる奏多さんに、私はなにを返せるのだろう。

　私にできることは、一生をかけて彼を愛すること。それだけしかないのに。

「ありが……とう」

　鼻声でお礼を言った私に、彼が言う。

「俺たちの新しいルールは簡単。瑠衣は一生、俺の隣で笑っていること。俺は、瑠衣が幸せに笑えるように愛すること。うまくできてるだろ？　お互いがルールを守れば、決して終わらないんだ」

　私はコクコクと頷く。

　きっとこの先もずっと、奏多さんと幸せに歩いていけると確信した。

　なにがあっても負けない強い愛が、確かにここにはあるから。




　タヒチに行こうと提案されてから一週間後。

　私と奏多さんは長いフライトを経て、現地へとやってきた。

　さわやかで暖かい風が頬を撫でる中、見上げれば真っ青な空が広がっている。

「警護の皆さんも来てるの？」

　一度も姿を見ていない彼らが気になる。

「いるけど、気にしなくていいよ。伊吹はもう龍と合流しているだろうから、おそらく近くにはいないけど」

　長旅の疲れを感じさせない様子の奏多さんは、仕事から離れているせいか、普段まとっている絶対的なオーラを放っていない。かなりリラックスしているようだ。

「今日はホテルでゆっくりしよう。明日は朝から挙式の準備だから、慌ただしくなるよ」

「うん。楽しみ」

　ふたりで微笑み合う。

　日本から遠く離れた異国の地に降り立ったが、まったく不安はない。奏多さんがそばにいてくれることが、私に勇気と自信をもたらしている。

　空港からタクシーでホテルに移動し、車を降りた瞬間に感嘆の声が出る。

「うわぁ」

　透明度の高い、青い海の上に浮かぶように建てられている水上コテージに出迎えられ、私はすでに涙目になりそうだった。

　そんな私の様子に気づいた奏多さんが、私の肩を抱いて腰を折り、顔を近づけてくる。

「泣くのは早いよ。この先、喜ばすことができなくなるだろ。感動の連続にする予定だからね」

　私は彼に顔を向けた。

　自然と重なる唇。

　あなたとここに来れてよかった。心から思う。

「まずいな。目が合っただけでキスしたくなるなんて、浮かれてるのは俺のほうだね。だけど瑠衣も悪いんだよ。かわいくねだるように俺を見るんだから」

「ねだってないよ」

　ふたりで笑い合っていると、男性がふたり近づいてきた。

「奏多、瑠衣さん。長旅お疲れさま」

　龍さんと伊吹さんが、現地の人と見間違えそうなカラフルなシャツを着て出迎えてくれる。

「今さらだけど、結婚おめでとう。奏多がグズグズしてるから、瑠衣さんをこんなに待たせることになったんだ」

「俺は何度も言ったんだけどね。気持ちを伝えてはっきりしたほうがいいって。奏多くんはヘタレだから、結局俺の説得に応じなかったんだよね。頑固だしさ」

　ふたりの話に大笑いする私の隣で、奏多さんは抗議する。

「グズとかヘタレとか。長年の親友に対して、あんまりじゃないか？　違う、俺は慎重になっていただけだ。思いつきで行動する君たちとは違うんだよ」

「出た。『慎重』とか言えば、自分を正当化できると思ってる」

　言ってから逃げた龍さんの言葉に、奏多さんが彼を追う。

「待て。今日は決着をつけてやる」

「冗談だって」

　ふたりを見ながら、私は笑いが止まらなかった。

「瑠衣さん。……俺が言うのも変だけど、奏多くんを頼みます。俺は誰よりも彼のそばにいるけど、誰よりも彼と本音で話せていない。彼の判断で経営してきたから、月島グループはここまで成長できたんです。これは奏多くんにしかできないことだ。彼は絶対的権力とカリスマ性、揺るぎない判断力を持ちながらも、誰よりも優しいから」

　伊吹さんの言いたい奏多さんの優しい部分が、手に取るようにわかる。

　伊吹さんは、奏多さんの性格を誰よりもわかっている側近だからこそ、奏多さんから一歩引いた立場を保っている。伊吹さんは奏多さんの〝影武者〟となる道を選んだ。それが奏多さんのためになると知っているから。

「はい。絶対に幸せにします。……これも、私が言うのは変ですね。奏多さんから言っていただかないと」

　ふたりで笑う。

　奏多さんだって気づいているはずだ。心を閉ざして生きてきた彼だけど、唯一、このふたりのことだけは心から信じてきたのだと。




　部屋に入ると大きなベッドの上に、プルメリアで描かれた大きなハートがある。

「かわいい」

　花のそばに行くと、奏多さんがその中の一輪を手にし私の髪にすっとさした。そのまま髪を撫でる。

「ようやく瑠衣を、本当に俺のものにできる。嘘の関係から始まった俺たちだけど、誰よりもかけがえのない人だと気づけた。何度でも言うよ。君を愛してる。……その気持ちがこの先、俺を支えるだろう」

　奏多さんの手に頬を寄せて、私は目を閉じた。

　彼の愛の囁きが耳をくすぐると、いつも夢を見ているような気分になる。

「月が出てる。おいで」

　彼に手を引かれ、水上コテージにあるバルコニーへと向かう。

　大きな黄色い月が頭上で輝き、揺らめく波を照らしている。

『プリンセス・ムーン』の甲板で見た月よりもはるかに明るい。それをふたり並んで見上げた。

「勢いだけで、こんな遠いところまで瑠衣を連れてきた。なにをしたら瑠衣の気が引けるか、どうしたら明日の結婚式が君の記憶に残るか。必死で考えてたからね」

　月に照らされた彼の横顔は、この世のものとは思えないほどに美しい。

「必死になんてならなくても、私は奏多さんのそばを離れないのに。私にはあなたしかいないんだから」

　彼を見つめながら言うと、彼は笑顔で私のほうを向く。

「うん。信じてないわけじゃないよ。だけど君のために、極上の式にしたい。誰よりも最高の経験をさせたいと思ううちにこうなったんだよな。かなり突っ走ってるなと自分でも思うよ」

「私はね、隣に奏多さんがいるだけで、誰よりも幸せだと思ってる。こんなに旦那様に愛されてるから、私より幸せな女性なんていないんじゃないかしら」

　笑いながら言うと、彼は私をサッと抱き上げた。

「君は最高だよ。瑠衣を好きになってよかった」

　そう言って彼は、私の顔に頬を寄せる。

　私はそんな彼の頬に手を添えると、そのままキスをした。

「奏多さん。それは私のセリフだわ。あなたを好きになってよかった。愛される幸せも、愛することの大切さも知れたの。偽っていたころから今もずっと、あなたは最高の恋人だから」

　彼は私の肩に顔を埋めた。

「はぁ。勘弁してよ。もう、瑠衣に勝てる気がしない。かわいすぎて、反則だろ」

　そう呟いて、彼は私を抱えたまま部屋へと戻る。

「一生懸命に仕事をする君も、おいしいものを食べて幸せそうな顔をする君も、とろけるような甘い顔で俺を見つめる君も、全部がかわいくて、愛しくてたまらない。このまま一生、俺のそばにいて。いてくれるだけでいい。その笑顔が見られるなら」

　ベッドに私をそっと下ろし、彼は私の服を一枚ずつ脱がしていく。

「俺の心の中は、呆れるほどに君だけだ」

「う……っ、あ……」

　彼の指先とやわらかな唇が、私の身体を這い回り、私は吐息で返事ができない。

「瑠衣の心の中も、俺だけになればいい。ほかの男なんか、一生目に入らないほどに」

「も……充分……。誰もそんなこと」

　胸にかかる彼の吐息が、私の身体に熱を与える。

　ほかの誰かを、好きになったことなんかないのに。なにを恐れているの？

「瑠衣。瑠衣、愛してる」

「私もよ……奏多さん……だけ」

　このままどうなってもいい。身体中を彼の色に染めてほしい。

　そう思いながら、彼の滑らかな背を撫でる。

　手が届かないと一度はあきらめた人が、全身全霊をかけて愛情を注いでくれる。これ以上の幸せなど、きっとありはしない。

　私を受け入れてくれて、こんなに好きになってくれてありがとう。

　言葉にはできなかったけど、心の中で呟いた。




　純白のウェディングドレスに身を包み、薄いベールを被る。

　今日私は、奏多さんと結婚式を挙げる。

　青い空と、青い海に囲まれて、最愛の人に身も心も捧げる。

　今まで、恋をしたことのない自分を恥じて、素敵な人を見ては好きだと思い込み、海斗との結婚を中止することだけを最優先に考えてきた。

　だが今は、初めて愛した人が奏多さんだったことを心から嬉しく思っている。

　彼に人を愛することを教わり、彼からの愛情が私を強くしているのだと自覚している。

「瑠衣。準備はできた？」

　奏多さんが花嫁控室に現れた。

「うん。どうかな」

　彼を見上げると、その目が大きく見開かれた。

「なんて言ったらいいんだろう。……綺麗だ、というひと言では……。最高だよ」

　クスッと笑うと、私は立ち上がって彼のほうに身体を向けた。

「奏多さんが気に入ってくれたならいいわ。私はあなたのものだから」

　彼は手を顔に当てて、指の隙間から私を見る。

「参った。どんな顔をしたらいいかわからない。……照れる」

　私は笑いながら、彼のもう片方の手を取った。

「私からお願いしたいことはただひとつ。これから、限りないほどにあなたに贈る愛を、どうか全部受け取って。それだけでいいわ」

　私たちの結婚に、これからもルールを設けるとしたら、お互いを大切に、精いっぱい愛することだろう。

　彼は顔から手のひらを離し、私をまっすぐに見下ろした。

「俺ほどの幸せな男はいないだろうな。最高の花嫁から、この先ずっと無限の愛をもらえるんだから。じゃあ俺のお願いも、もうひとつ聞いてくれるか？　そのままの瑠衣でいてほしい。俺が好きになった、強くて素直で、優しい君のままでね」

　私たちはしっかりと手を繋いで、チャペルへと向かう。

　青い海の真ん中にある、明るい未来へと続く、永遠の愛を誓い合う場所へと。

「奏多さん」

「ん？」

「ありがとう。……本当に、感謝してる」

　私の言葉に、彼は足を止めた。

「あなたに出会えたことは、私の人生で最大の幸せだわ。それがこれからもずっと続くの」

　私は彼に最高の笑顔をみせた。

　彼も満面の笑みで応えてくれる。

　そんな私たちを、大きな太陽から放たれる眩しい光が優しく包んでいた。
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あとがき







　皆さまこんにちは。鳴瀬菜々子です。このたびは、八冊目の文庫化であります今作をお手に取っていただき、ありがとうございます。心から感謝しております。

　幼い頃に誰もが一度は憧れたことのある〝美しいお姫様と、彼女を一途に愛する素敵な王子様の物語〟が今回のテーマです。私の記憶の中での絵本に描かれていたお姫様は、美しい宝石を身に付け豪華なドレスを着て幸せそうに微笑んでいました。幼い私は夢見るような気持ちで、何度もそれを眺めていました。童心に返り、そんな夢物語をイメージして書き上げたものが今回のお話となりました。

　ヒロインの瑠衣はどこにでもいる普通の女性ですが、まるで童話の王子様のように強い経済力と、大きな包容力を持つ奏多に出会って愛されます。偽りの関係から始まるふたりですが、お互いに惹かれ合う気持ちには逆らえずに、やがてそれが本物の愛となっていきます。

　この作品をお読みいただいた皆さまには、どうかヒロインとともに、ご自身がお姫様になったような幸せな気持ちを感じていただけたら嬉しく思います。

　様々な葛藤やすれ違いのある中で、純粋にお互いを愛するふたりの姿が、愛すること、愛されることの素晴らしさをお伝えできたなら幸いです。人は誰かを愛し愛されることで、心を満たすと同時に成長していき、それが大きな幸せに繋がっていきます。そんな当たり前のことを日常の中で忘れないように、瑠衣や奏多のように、そばにいる人を精いっぱい愛することができたら素敵だと思います。

　最後になりますが、今回の文庫化にあたり多くの方々のお力添えをいただきました。深く感謝いたします。今作より編集担当をしていただきました、丸井様。的確な指示とご指導のお陰で、滞りなく作業を進めることができました、本当にありがとうございます。しっとりと美しく綺麗なイラストを描いてくださいました、篁ふみ様。本当にありがとうございます。

　そして応援してくださった読者の皆様。心から感謝いたします。

　どうかこれからも、どうぞよろしくお願いいたします。

　またいつか、お会いできますように。





鳴なる瀬せ菜な々な子こ


















この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。

本書の無断複写・転載を禁じます。
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愛され婚

～契約妻ですが、御曹司に甘やかされてます～
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